
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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プロローグ









　それはまさに──悪あく魔まだった。

　こめかみ辺りから漆しつ黒こくのツノが二本生えていて、腰こしのあたりには黒く染まった翼つばさが広がっていた。

　服はツノや翼と同じ、漆黒のドレス。

　豪ごう華かな装そう飾しよくがなされ、あまり肌はだを露ろ出しゆつさせていないにもかかわらず、その妖よう艶えんさは異常だった。

　漆黒とは正反対である、純白の髪かみが艶つややかに流れて、腰の辺りまで届いている。

「ふむ、久しぶりにこの世界に召しよう喚かんされたな」

　真っ赤で薄うすい唇くちびるから放たれた声はとても綺き麗れいで、悪魔の前にいる少年は聞きいってしまう。

　少年は魔法陣じんから出てきて空中に浮ういている悪魔を見上げ、呆ぼう然ぜんとしている。

　悪魔のとても美しい顔立ちに、見み惚とれてしまって喋しやべれない。

「さて、私を呼んだ人間よ。願いはなんだ。願いを叶かなえる代わりに、お前の大切なものをいただくぞ」

　悪魔はニヤリと笑ってそう告げる。

　悪魔の力は強大。

　人間には叶えられない夢や野望も、悪魔の手を借りればほとんどが簡単にできてしまうだろう。

　だがその夢を叶えたら、悪魔は人間から代だい償しようとして何かを貰もらっていく。

　願いに応じてそれは大きくなり──命を持っていくこともある。

　何も答えない少年を見下ろしながら怪け訝げんな表情を浮かべる悪魔。

「どうした？　代償を気にして願いを告げるのが怖こわくなったか？　しかし私を召喚したからには、それは許さん。お前の心の中を覗のぞいてでも──」

　この悪魔は人の心すら見通せる。

　願いを言わない少年に痺しびれを切らし、無理やり覗こうとしたのだが。

　それをする前に、少年は願いを叫さけんだ。

「僕ぼくと、け、結けつ婚こんしてください!!」

「……はっ？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　テオ・アスペルは、不ふ憫びんな男の子だった。

　彼かれは親に捨てられ、ある老ろう夫ふう婦ふのもとで育てられた。

　小さな頃ころに捨てられたので、実の親の記き憶おくはない。

　テオにとって親とは、その老夫婦であった。

　老夫婦には子供はおらず、テオは初めてできた子供、孫のような存在だった。

　とても愛し、大事に育ててきた。

　テオも優やさしい老夫婦が大好きで、いつも一いつ緒しよにいた。

　しかし老夫婦の寿じゆ命みようは、彼が大人になるまで待ってはくれなかった。

　テオが十二歳さいの頃、老夫婦はほとんど同時に亡なくなってしまった。

　彼はとても悲しんで、これ以上ないほど泣いて泣いて……。

　絶望に打ちひしがれたが、天国の老夫婦が心配しないように一人でも頑がん張ばって生きることを決意する。

　街を出たら魔物が至るところに生息するこの世界で、生きるのに一番必要なものは力だった。

　力があれば魔物を倒たおし、その素材を売って金を得ることができる。

　金がなければ、生きることはできない。

　十二歳で身寄りがないテオを雇やとってくれるようなところはないので、仕方なく魔物を狩かることを主な仕事としている傭よう兵へいギルドに所属した。

　しかし剣けんも握にぎったことがない、魔法も使えないテオには弱い魔物すら一人で狩ることができない。

　なのでいろんなパーティの手伝いをしていた。

　矢や面おもてに立って戦う傭兵達たちを補助する荷物持ちなどが主な仕事だった。

　雑用係のようなものなので、報ほう酬しゆうは他の人と比べて格段に少ない。

　しかしテオにはそれしかできないので、文句は言えない。

　むしろお金をもらえるだけありがたいのだ。

　こういう雑用係はパーティにとって意外と役に立つものだ。

　なにせ自分達が持つべき回復ポーションを運んでくれるし、魔物の素材も回収してくれる。

　戦いに集中できて、とても楽ができるのだ。

　しかし最初は感謝をするが、それに慣れてくると当たり前となってしまう。

　いろんな荷物を持って移動するテオに、「遅おせえよ！」と怒ど鳴なる。

　魔物の素材の回収に手間取ると、同じように怒鳴る。

　そして魔物にやられて依い頼らいに失敗をすると、「お前が弱いせいだ！」と雑用係のテオのせいにしてくる。

　戦いに参加をしないという契けい約やくの下もと、パーティを組んでいるにもかかわらずだ。

　それを何度も何度も繰くり返し、パーティを追放されてきたテオ。

　その度たびに傷ついて塞ふさぎ込こみたくなったが、生きるためには働かないといけない。

　十四歳のテオは数日前に、何度目になるかわからない、パーティ追放を受けた。

　もう慣れたものだと思ったが、やはり悲しくなる。

　しかも今回追放されるときに言われたことが、テオを酷ひどく傷つけた。

「なんでお前はそんなに弱いんだ？　親に剣とか魔法を教わらなかったのかよ」

　その言葉に、自分を育ててくれた老夫婦を思い出す。

　とても優しく育ててくれた老夫婦だったが、自分に何か残したかと言われたら、特に何もなかった。

　少しだけのお金と、小さい家を残して亡くなった。

　自分が弱いせいで、育ててくれた老夫婦に対しての悪口も言われてしまった。

　そして「なんで何も教えてくれなかったんだ」、と一いつ瞬しゆんでも恨うらんでしまった自分の情けなさに腹が立つ。




　今日、テオは街の図書館で本を読んでいた。

　今までは、もっと魔物の素材を上う手まく剝はぎ取れるように、といろんな魔物の本を読んでいた。

　しかしこの日は強くなりたいという思いで、魔法の本を読んでいた。

　少しでも参考になれば、と考えてのことだ。

　そして、テオは見つけてしまった。

　──悪魔の、召喚術を。

「何これ……？」

　それはとても古い魔法の本の間に挟はさまっていた。

　汚きたなく、ズタズタで、誰だれがどう見ても古ふる臭くさい本。

　普ふ通つうに魔法を勉強するなら、最新の本が良いとされている。

　新しい魔法の研究結果などが書かれていることが多く、学べるものは多いからだ。

　だがそれすら知らないテオは、まず初心者の自分は古いものから調べた方がいいと考えたのだ。

　そしてその本の間に挟まっていた、紙を見つけた。

　本の内容とは全く関係ないもので、ただ挟んであるので紙を取って読む。

「悪魔の、召喚術……？」

　そこには魔法陣が描えがかれており、上の方に『悪魔の召喚術』と書いてあるだけだった。







　テオは悪魔という言葉をほとんど聞いたことがなかったので、調べてみた。

　ある文ぶん献けんには、「悪魔とは人を惑まどわす最低の生き物である」とあった。

　他ほかにもとても悪い印象を受ける言葉ばかりが出てきた。

　しかしテオには、調べた本のほとんど全すべてに書いてある言葉が気になった。

「願いを一つ叶える……その代わりに、大事なものを奪うばわれる」

　その大事なものというのがなんだか書かれていないが、願いを一つ叶えるという言葉に惹ひかれた。

　もしかしたら、悪魔に「自分を強くしてくれ」と言ったら、その願いが叶うのかもしれない。

　テオはそう思い、すぐに実行に移す。

　悪魔の召喚のやり方は調べていたら見つかった。

　老夫婦と一緒に暮らしていた家で、召喚を行う。

　地面に魔法陣が描かれた紙を置いて、その中心に自分の血を一いつ滴てき垂らす。

　それが召喚のやり方だ。

　テオはナイフで自分の指を軽く切る。

　微かすかな痛みに顔を歪ゆがめるが、パーティの人に役立たずと罵ののしられて腹を蹴けられたときよりは痛くない。

　そして、血が一滴……魔法陣に、落ちた。

「わっ、わわっ！」

　その瞬間、魔法陣から光が溢あふれ始める。

　神秘的な光に、テオは思わず目を瞑つぶり顔を手で覆おおう。

　数十秒経たって、光が収まり目を開けたそこには──美女が、浮かんでいた。

　テオは今まで生きてきた中で、これほどの美女に出会ったことがなかった。

　悪魔の容姿については少し文献に載のっていたが、ツノと翼があるということぐらいしか書いてなかった。

　まず女性だということも驚おどろいたが、その美び貌ぼうに思わず見惚れてしまう。

　悪魔の女性が何か言っているが、聞き逃のがしてしまった。

　そうだ、何か願い事を言わないと……！

　テオが欲ほしいものは、今まで「力」だった。

　しかし今は……。

「僕と、け、結婚してください!!」

「……はっ？」

　この悪魔の女性を、お嫁よめさんにしたいと思ってしまった。








第一章　結婚？









　長い長い沈ちん黙もくが、二人の間を包む。

　いや、もしかしたら二人が長いと思っているだけで、本当は数秒だったかもしれない。

　最初に動いたのは、悪あく魔まの方だった。

「お前は、何を言っているんだ？」

　いや、意味はわかっている。

　テオが言ったのは、男性が女性に言うまさに求きゆう婚こんの言葉だった。

　だが、悪魔はなぜ自分が言われたのかわからないのだ。

「まさかこの私に、一ひと目め惚ぼれをしたとでもいうのか？」

　それこそまさかだった。

　悪魔である自分に。

　この容姿は人の世を生きている者からしたら、忌き避ひの対象だ。

　誰だれがどう見ても人外のツノ、そして翼つばさ。

　純白の髪かみも悪魔の象しよう徴ちようだ。

　そんなやつを好きになる、さらに求婚だなんて、余よ程ほどの馬ば鹿かでもない限り……。

「は、はい！　一目惚れしました！」

「なっ!?　う、噓うそをつくな！」

「噓じゃありません！　おじいちゃんから、噓はつくなって言われてきましたから！」

　おじいちゃんという者が誰か知らない悪魔にとっては、テオがそう言われたかどうかなんて知ったことではない。

　顔を真っ赤に染めて「噓ではない」と言ってくる男。

　しかし悪魔には、心を覗のぞく力がある。

（どれだけ表面を噓で固めても無む駄だだ。私には全すべてが見える。お前が心の中で何を企たくらんでいるのか見てやろう）

　悪魔はそう思い、心を覗く魔法を発動した。

　そして──。




（綺き麗れい、美しい、麗うるわしい……　いや、そんな言葉じゃ語り尽つくせない！　こんな女性初めて出会った！　目がツンと上がっている感じが凄すごくいい、好き。唇くちびるもプルプルだ、触さわったらどれくらい柔やわらかいのだろう。目なんてパッチリで紅あかい瞳ひとみでとても綺麗……純白の髪と黒いドレス、それに黒いツノや翼が対比的になっててとても美しい。あれ、なんか顔が赤くなってきた？　ああ、美しいだけじゃなくて可愛かわいいなんて、ズルすぎる！　それに言ったらダメだと思うけど、スタイルもいいし──）




　覗くのをやめた。

（待て待て待て、なんなんだこの男は!?）

　テオの心を覗いて熱が上がって赤くなった顔を見られないように、すごい勢いで顔を背そむける悪魔。

　悪魔は長く生きてきたが、これほどの好意を向けられたことは今までの人生で一度もなかった。

　今まで自分を召しよう喚かんした人間は欲望のままに願いを告げ、それを叶かなえると自分から逃にげようとする。

　代だい償しようを払はらうのが怖こわいからだ。

　もちろん、一度も逃のがしたことなどなかったが。

　しかし今目の前にいる男は、今までの奴やつらとは全く違ちがう。

　願いを告げてきたのだが、その願いが意味不明だ。

（こんな私と、結婚したいだなんて……！）

　顔を背けたが、チラチラとテオの様子を窺うかがう悪魔。

　しかしテオは、悪魔が顔を背けたのを、首を横に振ふったと勘かん違ちがいしていた。

「す、すいません……こんな願い、無理でしたよね……」

　涙なみだ目めになり俯うつむいているテオを見て、悪魔の心臓がキュンと鳴った。

（な、なんだ今のは……この私が、男を可愛いと思うなんて……！）

　ドキドキしながらも、悪魔は言う。

「わ、私に叶えられない願いはない。そんなもの、存在するわけないだろう」

「えっ、それじゃあ……！」

　悪魔の言葉に顔を勢いよく上げ、表情が明るくなった。

　その姿を見てまたキュンキュンする悪魔は、それを表に出さないようにしながら言う。




「け、契けい約やくは成立だ。お前と、け、け、結婚してやろう！」

「は、はい、よろしくお願いします！」




　今ここに、新たな夫ふう婦ふが生まれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　傭よう兵へいギルドの受付嬢じよう、フィオレ・レオタールの朝は早い。

　まずは届いている依い頼らい書しよなどを確かく認にんし、整理する。

　まだ達成されていない依頼書は壁かべに貼はりだし、所属している傭兵の人達たちに受けてもらわないといけない。

　ギルド内の掃そう除じなども受付嬢であるフィオレや同どう僚りよう達の仕事だ。

　ときどき酒に酔よったままやってきては吐はかれたり、血だらけのまま報告に来たりする者がいるので、しっかり掃除しないとすぐに汚きたなくなってしまう。

　そして掃除を済ませ、依頼書を貼りだし……傭兵ギルドの朝は、始まる。

「今日も来ないなぁ……」

　フィオレはギルドの入り口を眺ながめながら、小さく呟つぶやく。

　彼かの女じよが待っているのは、二年ほど前からほとんど毎日来ているテオ・アスペルだ。

　華きや奢しやで小こ柄がらな男の子。

　十四歳さいということを加味しても、体格はお世辞にも恵めぐまれている方ではない。

　そんな子がなぜ傭兵ギルドなんかに登録して、仕事を受けているのか。

　前に彼女はテオに聞いてみたが、その不ふ遇ぐうな生おい立ちに涙を堪こらえられなかった。

　物心が付く前に親に捨てられ、老夫婦に拾われたが、その老夫婦は彼かれが十二歳のときに他界。

　それから彼は一人で生きていかなければならなくなった、ということだった。

　身元がはっきりしていないから普ふ通つうの仕事に就つけなくて、危険がないとは言えないこの世界に入るしかなかったのだ。

　そんな彼を心配して、フィオレは目をかけていた。

　安全な依頼を彼に回すようにしたり、他の仕事などを紹しよう介かいしたりもした。

　しかし安全な依頼というのは数が少なく、報ほう酬しゆうも少ない。

　他の仕事も残念ながら、彼を雇やとうところはどこもなかった。

　それでも彼はめげることなく、ずっと傭兵ギルドで仕事をしてきた。

　他の人達の手伝いというものを。

　しかしそれは他の人にいいように使われるということで……。

「おい、テオの野や郎ろうは来ねえのかよ」

　ギルド内でテーブルに座すわりながら三人組の男達が話している。

　どうやらフィオレと同じように、テオの姿を探しているようだ。

　しかしその理由は、フィオレとは全く違う。

「あいつにはまた荷物持ちをさせねえとな」

「ああ、俺おれ達が雇ってやるんだから」

「俺達に無断で休みやがって、これだからガキは……」

　何度かテオのことを荷物持ちとして雇ったことがあるそいつらは、彼を蔑ないがしろにする。

　彼のお陰かげで絶対に楽になってるはずなのに、それに感謝しようともしない。

（だから傭兵ギルドのこういう奴らは……！）

　受付カウンターで聞いていたフィオレは、顔に出さないように歯を食いしばる。

　あんな奴らにテオが使われることに、腹が立ってしょうがない。

　フィオレにとってテオは、もう弟のような存在だった。

　自分と同じぐらいの身長で、中性的な顔立ちで結構可愛い。

　黒髪で黒目というのが少し珍めずらしいが、それもなんだかペットのような可愛さがある。

　テオにも直接可愛いと言ったことはあるが、「か、可愛いですか？　最近は少し筋肉ついてきたと思うんですけど……」と袖そでを捲まくって力こぶを頑がん張ばって作って見せてきた仕草が、さらに可愛かった。

　力こぶも女性であるフィオレと同じくらいだった。

　そんな彼だからこそ、あのような男達にいいように使われてしまうのだ。

　あいつらは報酬を分けるとき、テオには十分の一程度しか渡わたさない。

　それだけだと安全な依頼のほうが多くもらえるくらいだ。

　しかしテオはその額に文句を言わない。

「手伝いをしているだけなので、もらえるだけありがたいです」

　そう言って苦笑いをする。

　どれだけ重い荷物を持たされ、大変な魔物の剝はぎ取り作業をやっても男達はそれに相応する報酬を支払わない。

　ギルド側はパーティ内での報酬の配分に口出しなどできない。

　この規則がこんなにも歯がゆいことだなんて、フィオレは思いも寄らなかった。

「そろそろあいつにも戦わせてえよなぁ。まあ弱よええからすぐに死ぬかもしれんがな」

「別に良いいんじゃねえか、あいつが死んでも誰も困んねえよ」

「はっ、それもそうか！」

「ははははっ！」

　その言葉にフィオレ、それにギルド内にいる他の受付嬢達全員がそいつらを睨にらむ。

　テオを気にかけているのはフィオレだけじゃない。

　荒あらくれ者達と接する機会が多い受付嬢達の癒いやしとして、テオはとても人気だ。

　弟やペットのような可愛さがあり、見ていて癒やされる。

　だから彼が不遇な扱いを受けているのを見てイラついているのは、フィオレだけじゃなくこの場にいる全員というわけだ。

　あの男達はときどき受付嬢達に夜の誘さそいをかけてくるが、それを受ける受付嬢は皆かい無むだ。

　逆にテオから誘われたら、ほとんどの受付嬢は喜んで受け入れるだろう。

　頑張ってるあの子を癒やしてあげたい、と思ってる受付嬢がほとんどだ。

（もちろん私も……）

　顔が赤くなってくる。

　初めての自分が、おそらく初めてであろう男の子をリードできるとは思えない。

　というかそうだ、まず今考えるのはテオのことだ。

　三日前、またテオがパーティから外されてしまって、それからショックを受けたのかギルドに顔を出していない。

　ときどきこういうことがあって来ない日があるのだが、今回は三日も来ていないのでフィオレは心配していた。

　テオのことを考えていると、ギルドの入り口から誰かが入ってきたのが見えた。

　フィオレは横目で一いつ瞬しゆん見ただけだが、すぐにテオだということに気づいた。

　久しぶりにテオを見て、いつもの元気な表情に安あん堵どする。

　そして声をかけようとするが……。

「ヘルヴィさん！　ここが傭兵ギルドです！」

「ほう、そうか」

　テオの隣となりには、絶世の美女がいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　テオのプロポーズが成功し、数分が経たった。
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「……」

「……」

　二人はテオの家で、ベッドに無言のまま隣となり合って座っていた。

　テオは勢いのままプロポーズしたはいいが、こんな美女と自分が結婚したのが夢ではないかと疑いながら呆ぼう然ぜんとしている。

　悪魔はプロポーズを受けたはいいが、恋れん愛あいなどしたことがないのでこの後どうすればいいのか全くわからず、黙だまってしまっている。

　二人ともときどきチラチラ相手のことを見るのだが、結構な確率で目が合う。

　目が合った瞬間、二人とも顔を赤くし勢いよく反対方向を見る。

（こんな綺麗で可愛い人が、僕ぼくの奥おくさん……！　ほ、本当に夢じゃないよね？）

（この男が、私の旦だん那な……！　くそっ、特に力も感じないこの男に、なぜ私はこんなに動どう揺ようさせられるのだ……！）

　幾いく度ども目を合わせ、そして逸そらして……。

　それを繰くり返し、ようやくテオから話しかける。

「あ、あの、悪魔のお姉さんの、お名前って……？」

「……ヘルヴィだ」

　テオと悪魔のヘルヴィとは身長差がある。

　普通はこういう場合男の方が大きいが、二人の身長差は逆でヘルヴィの方が高い。

　座っていてもそれは変わらず、テオがヘルヴィと目を合わせると自然と上うわ目め遣づかいになる。

　ヘルヴィは動揺を悟さとられないように気をつけた。

（くそ、調子が狂くるう……！）

　ヘルヴィは動揺を表には出さないようにしながら、自分の名前を言うことに成功した。

「ヘルヴィ、さん。あ、僕の名前は……」

「テオ・アスペル、だろ？」

「えっ、そうですが……僕言いましたか？」

「契約の際に、お前の情報はほとんど全て把は握あくしている」

「そうなんですか！　すごいですね！」

　普通は気味悪がるところだが、テオは純じゆん粋すいにその能力を称しよう賛さんした。

　ヘルヴィはテオの顔を見ながら、自分が知っている情報を思い出す。

　老父婦に育てられたが二人とも亡なくなり、一人でこの家に住んでいること。

　一人で暮らすために、力や魔力もないのに傭兵として働いていること。

　テオを侮あなどっている奴らにいいように使われていること。

　他ほかにもいろいろと情報を知っているが、最後のことを思い出し腹が立ってくる。

（こいつを蔑ろにした奴ら全員、名前と顔は把握している。これ以上こいつを侮ぶ辱じよくしてみろ、それは間接的に妻の私を侮辱していることに……『妻』って……！）

　怒いかりが湧わき上がっていたのだが、たった一つの言葉に惑まどわされて怒りは消えてしまった。

「ヘルヴィさん、どうしたんですか？」

　いきなり顔を赤くしたヘルヴィを不思議に思って、テオは問いかけた。

「い、いや、なんでもない。ところでお前はいつもこの時間になったら行くところがあるんじゃないのか？」

「えっ、ああ！　そうだ、ギルドに行かないと！」

　ヘルヴィはなんとか話を逸らせることができてホッとした。

　テオはそんなヘルヴィの様子に気づくことなく、慌あわてた様子でベッドから立ち上がり準備する。

「ヘルヴィさん、そんな情報まで知っているんですね」

「悪魔だからな、私は」

「すごいです！」

「あ、ああ、ありがとう」

　テオの準備が終わり、家を出ようとする。

「あ、あの、ヘルヴィさんも一いつ緒しよに来ますか？」

「ん、そうだな、ここに一人でいても暇ひまだ」

「でも、その、ヘルヴィさんの格好はこの街じゃ目立つというか……」

　悪魔であるヘルヴィは頭にはツノがあり、腰こしからは漆しつ黒こくの翼が生えている。

　この街に、いや、世界中を探し回ってもこんな姿をしている人間はいないだろう。

　悪魔だとすぐに気づかれることはないが、奇き異いの目で見られることは確実だ。

「ああ、そうだな。しまっておくか」

　ヘルヴィは軽くそう言うと、指をパチンと鳴らす。

　すると次の瞬間、ツノと翼は消えていた。

「えっ、そんなことできるんですか？」

「悪魔だぞ、私は。そのくらいできなくてどうする」

「いや、僕悪魔のことあまり知らないので……」

　何にしても、これでヘルヴィが外に出ても問題はなくなった。

「じゃあ行くか」

「はい！　あ、その、ヘルヴィさん……」

「なんだ？」

　家から出る直前、ヘルヴィは名前を呼ばれて振り返る。

　テオは少し恥はずかしそうに顔を赤く染めながら、ヘルヴィを見上げる。

　その姿にまたドキッとしながら、ヘルヴィは話を聞く。

「その、僕の名前、一回も呼んでくれませんが……」

「えっ、ああ、そうだな」

　名前を知っているとは言ったが、まだ呼んだ覚えはなかった。

「その、呼びづらいですか？　ヘルヴィさんにも、僕のことを名前で呼んでほしいです……」

「──っ！」

　今の言葉で完全にやられたヘルヴィは、恥ずかしくなって思わず顔を背けた。

（くそ、こんな短い間に何度も何度も……！）

　顔を背けながらチラッとテオを見ると、不安そうにヘルヴィを見上げている。

「……テオ」

「っ！　も、もう一回お願いします！」

「テオ……！　もういいだろ！」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　一気に表情が明るくなったテオと、恥ずかしくて顔を見られないし見せられないヘルヴィ。

「もう行くぞ、ここでモタモタしていても仕方ないからな」

「はい！」

　そして夫婦になったばかりの二人は、ギルドへと向かった。




　誰もが、その美女を二度見した。

　純白の長い髪がふわりと風に流れる度たびに、妖よう艶えんな香かおりとともに辺りを魅み了りようする。

　街行く人達はまず正面から見み惚とれて、その次にすれ違う瞬間の香りで振り向きながら後ろ姿を眺める。

　歩いているだけで街中の人達を魅了してしまうヘルヴィの隣には、同じく彼女に魅了されながらも、自分でも気づかないうちに、逆にヘルヴィを魅了しているテオがいた。

　ヘルヴィの香りやその優美な姿に見惚れているテオは、隣を歩きながら無意識に彼女の手を握にぎっていた。

　無意識なのでまだテオは彼女の手の柔らかさに気づいていない。

　逆にヘルヴィは、彼の手の感かん触しよくを堪たん能のうしていた。

（くっ、男のくせになぜこんなに柔らかいんだ……それにスベスベだし、もしかしたら私よりきめ細かいんじゃないのか!?）

　そう感激しているが顔には出さず、ヘルヴィは問いかける。

「テオ、ギルドはこっちでいいのか？」

「……あっ、えっ、すいません、なんですか？」

「ギルドはこっちでいいのか、と聞いている」

「あ、はい、そうです！」

　ヘルヴィの横顔に見惚れて呆然としていたテオは、ハッとして答える。

　何も考えずに歩いていたが、いつもの癖くせでギルドに向かっていたようだ。

「そうか」

「えっ？　あっ、すいません！」

　テオは手を握っていたことに気づいて、すぐに彼女の手を離はなす。

「あっ……」

「いきなり手を握ったりして失礼でしたよね、すみません……」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。その……」

　先さき程ほどの柔らかさや温かさが離れてしまい、少し残念そうな顔をするヘルヴィ。

　ヘルヴィの顔をずっと見ていたテオはそれに気づく。

「えっと……手、繫つなぎますか？」

「……う、うむ」

　今度はしっかりと手を繫ぐ二人。

　指と指を絡からませ、恋こい人びと繫ぎというものをやる。

「ヘルヴィさんの手、なんだかあったかくて柔らかいです」

「そ、そうか……」

　改めて手を繫がれたヘルヴィは、ニヤけるのを抑おさえるのに必死だった。

（お前の手の方が柔らかいしあったかい……と言えたらどれだけ楽なのか！　くそ、なんなんだこいつは。正直に言いすぎだろ、私が恥ずかしくなる……！）

　初うい々ういしいカップルの雰ふん囲い気きを醸かもし出しながら、二人はギルドに向かった。




　辿たどりついた傭兵ギルドの建物は、他の建物よりも大きかった。

　入り口は常に開いていて、誰でも入れるようになっている。

　そしてテオは中に入り、ヘルヴィも後に続く。

「ヘルヴィさん！　ここが傭兵ギルドです！」

「ほう、そうか」

　ヘルヴィは初めて来た、といってもテオの情報を持っているから、なんとなく知っている。

　持っている情報と照らし合わせるために、周りを見渡す。

　カウンターの場所、依頼書が貼ってある壁、そして──。

（あいつらか）

　何台かあるテーブル席に座っている三人組が、ヘルヴィを見て固まっているが、彼女としてはなぜそうなっているかなんてどうでもいい。

　軽く殺気を出しながらそいつらを睨む。

「……なんか、寒くないか？」

「そうか？　わからないが……」

「そんなことより、あの女すごいな……」

　三人はヘルヴィに見惚れているのと、そもそも殺気を感じ取れるほど熟練者でもないので、放たれた凄すさまじい殺気にまるで気づかない。

（まあ今はいいだろう。だが邪じや魔ましてきたら──）

「ヘルヴィさん、カウンターに行きましょう！」

「ん？　ああ、そうだな」

　ヘルヴィは考え事をやめ、テオの後をついていく。

「あっ、フィオレさん！」

　テオは受付嬢のフィオレに気づいて、足早に駆かけ寄っていく。

　いまだにヘルヴィと手を握っているので、彼女も一緒に駆け足になる。

「おはようございます！」

「え、ええ、おはようテオ君。その、彼女は……？」

　テオのことは二年くらい前から知っているが、こんな美女と彼が知り合いだったなんて聞いたことがなかった。

「あ、えっと……」

　テオは説明しようとしたが、さすがに悪魔だということを言うわけにはいかない。

　どう説明しようか悩なやんでいたところ、ヘルヴィが代わりに話す。

「初めまして、フィオレ嬢。私はヘルヴィ、テオの……婚約者、だ」

「こ、婚約者!?」

　その言葉にフィオレはもちろん、周りで聞いていた受付嬢達も驚きよう愕がくする。

　婚約者……思いもよらない言葉にテオは驚おどろいていたが、ヘルヴィが話を合わせてくれていると思って黙っていた。

　少し顔を赤くしながら、ヘルヴィは続ける。

「ああ、彼が老父婦に育てられたというのは知っているだろうか？」

「は、はい、存じておりますが……」

「その老夫婦の友人が私の親で、幼い頃ころに私とテオを婚約させていたんだ」

　それっぽい経けい緯いをすぐに仕立てあげたヘルヴィに、テオは驚いた。

「そうだったんですね。テオ君、教えてくれればよかったのに」

「あはは、すいません……」

　ヘルヴィが咄とつ嗟さに考えた噓なので、テオは話せるわけがない。

「テオを責めないでやってくれ、フィオレ嬢。彼も昔のことで、最近まで忘れていたんだ」

「そうなんですね。あとフィオレって呼んでいただいて大丈夫ですよ」

「そうか、私もヘルヴィで大丈夫だ」

　二人の女性は顔を見合わせ、笑う。

　テオもいつもお世話になっているフィオレと、結婚したヘルヴィが仲良くなってくれて嬉うれしく思った。




「おいおいおい！　あの弱くて臆おく病びようなテオに、婚約者だって!?」

　大きな声で煽あおるように話しかけてきたのは、さっきまでテオを待っていた三人組の一人。

　ニヤけた顔で絡んでくるそいつらを──ヘルヴィはまたも冷たい目で、鋭するどく睨んだ。

　テオは、少しビクッとしながら声の方を見る。

「あっ……カールさん」

　定期的にテオが一緒に依頼を受けるパーティのリーダーだ。

　普通のパーティは一回追放したらもう一緒にやらないのだが、このパーティは別だ。

　何回も追放しておいて、必要になったら都合良くテオを誘って一緒に依頼を受ける。

　だけどその報酬は働きに見合わない。

　あまり一緒にやりたくない仕事仲間だった。

「まさかお前ごときにこんな美女の婚約者がいたなんてな！　なあ、お前ら？」

「ああ、お前とじゃあまりにも釣つり合わないだろ！」

「本当だな！」

　三人の男達は周りの目なんか気にせずにそう喋しやべる。

　周りを見渡すとフィオレや他の受付嬢、そしてヘルヴィがとんでもない目で三人を睨んでいるのがわかった。

「そ、そうですね、僕にはもったいないくらいで……」

「そうだよな！　だからさ……」

　カールは小柄なテオの肩かたに腕うでを回して体重をかける。

　そして耳元で周りに聞こえないように話す。

「俺らに貸せよ、あの女」

「っ！」

「まずは一晩だけでいいからさ、いいだろ？　いつもお前を依頼に連れていってやってるだろ？」

　ニヤニヤしながらそう話すカールに、周りの男達も同じことを考えているのかニヤついている。

　小さな声で話しているのでさすがにフィオレには聞こえないが……悪魔であるヘルヴィには、余よ裕ゆうで聞こえた。

　殺意が、膨ふくれ上がる。

「ヘ、ヘルヴィさん……？」

　表情は変わらないのに威い圧あつ感が増していくヘルヴィ。

　その姿を見て、自分に向けられているものではないとわかっているのに恐おそれおののくフィオレ。

（ああ、久しぶりに、本当に久しぶりに、心から殺したいと思ったぞ……貴様ら）

　悪魔であるヘルヴィは人間など、何百人と殺したことがある。

　しかしその中で自分が殺したいと思って殺したことは、数少ない。

　ほとんどが悪魔を召喚した人間と契約し、その願いに従って殺したものだ。

　そこにヘルヴィの感情はない。

　脆ぜい弱じやくな人間ごときが、自分を犯おかそうとしているからこんなに怒おこっているのだろうか？

　いや、違う。

（私のテオを、侮辱したな……？）

　悪魔である私の、契けい約やく者しやであるテオを。

　私の、旦那を。




（貴様ら──殺すぞ）




　ヘルヴィの様子に全く気づかないテオと三人組は、話を続けている。

「その、それは……」

「あっ？　まさか嫌いやって言わねえよな？　今までの恩を考えろよ」

　テオは三人に恩など、ほとんど感じていない。

　あれだけの扱あつかいをされれば当然だろう。

　しかしこの三人は自分よりずっと強く、逆らうことができなかった。

　だから少しの報酬でも、依頼について行ったのだ。

　だが今回は──。

「す、すいません！　それはできません！」

　肩を組んできたカールの腕を外し、頭を下げる。

「はっ？　マジで言ってんの？」

「マ、マジです！　それだけは絶対にできません！」

　今までは自分だけが耐たえればいいから、耐えてきたのだ。

　しかし今回は、ヘルヴィにも途と轍てつもない迷めい惑わくがかかってしまう。

　それに──。

「ヘルヴィさんは、僕の、お、奥さんです！　誰にも渡しません！」

　他でもない自分が、こんなにも心から拒きよ絶ぜつしている。

　それを誤ご魔ま化かすことは、絶対にできない、したくないのだ。

「ああ!?　何様だてめえ！　痛い目見ねえとわかんねえのか！」

　カールは腕を外されたことと、生意気にもテオが口答えしたことに激げき怒どした。

　格下から舐なめられるのは、一番嫌きらいなことだった。

　振り上げた腕を、テオに振り下ろす。

　殴なぐられると思って目を瞑つぶったテオは、少しでもガードできるように腕を上げた。

「ガッ……！」

　いくら待ってもテオの腕には衝しよう撃げきは訪おとずれず、なぜかカールが魔物に殴られたときと同じような呻うめき声を上げた。

　おそるおそる目を開け、目の前の光景を見ると……。

「いっ、あああぁぁぁ……!?　お、俺の腕が……！」

　カールの右腕が、あらぬ方向に曲がっていた。

　肘ひじから先がギザギザになっているのが服の上からでもわかる。

　もしかしたら骨が飛び出ているかもしれない。

　テオも三人の男達も、カールの腕がなぜこうなったのか、誰がやったのかまるでわからない。

　近くで見ていたフィオレもどうやったのかはわからないが……誰がやったかは、なんとなくわかった。

「さすが私の旦那様だ」

「えっ、ヘルヴィさん!?」

　テオがカールの腕を見て呆然としていると、後ろからヘルヴィが抱だきしめてきた。

　豊満な胸が背中に当たり、甘かん美びな香りが鼻を通り抜ぬける。

「私を想おもっての言葉、とても嬉しかったぞ」

「えっ、僕は何もできなくて……」

　テオは否定しようとしたが、ヘルヴィの人差し指が彼の唇に当てられて言葉が遮さえぎられる。

「惚ほれ直したぞ、テオ」

「ヘルヴィ、さん……」

　後ろから覗き込こまれるように見つめられ、吸い込まれるような瞳に何も言葉が出てこないテオ。

　ヘルヴィは軽く笑えみを浮うかべているが、内心は結構荒あれていた。

（あああ可愛い可愛い……！　さっきの言葉は本当に嬉しかったぞ、テオ……！　なんてつぶらな瞳で純粋な目なんだ、それに当てている人差し指から感じる唇の感触……ぷるぷるで、今すぐ食べてしまいたい……！）

　さすがに人前だから自重しているが、ここがテオの家で二人きりだったら、確実に唇を奪うばっているところだ。

（いや、むしろなぜ悪魔の私が我が慢まんをしなければいけないのだ……？　こんな美お味いしそうな果実、我慢するなんてもったいない……）

　数秒前に思ったことを撤てつ回かいし、このままテオの唇を……。

「て、てめえの仕し業わざか！」

「テオのガキがこんなことできるわけねえ！」

「俺の腕をこんなにしやがって……てめえ、覚かく悟ごし──ひっ!?」

　カールは痛みに耐え声を荒らげたのだが──ヘルヴィと顔を合わせた瞬間、言葉が出なくなる。

　瞳どう孔こうが開き切った目が、カールを睨んでいた。




　──これ以上喋ったら、殺す。




　ヘルヴィの目が、そう語っていた。

「ひいっ……!?」

「お、おい、カール！」

「どこに行くんだ!?」

　本能で死を悟ったカールには、もう戦おうという意志はなく、この場を逃げることしか考えられなかった。

　ギルドから勢いよく飛び出していったカールを、他の二人が慌てて追いかけていった。

「そ、その、ありがとうございます、ヘルヴィさん！」

「あっ……」

　我に返ったテオは、顔を真っ赤に染めてヘルヴィから離れる。

　そのときヘルヴィの口から漏もれた寂さびしそうな声は、テオには聞こえなかった。

（くそ、あいつらのせいで、せっかくのチャンスを……。いや、私達は夫婦だ、これからもっとチャンスは来るか……次は、逃さない）

　ヘルヴィがそんなことを考えているとは、テオは想像すらしていなかった。

（び、びっくりした……！）

　ヘルヴィがテオに迫せまっていた姿を間近で見ていたフィオレは頰ほおを赤く染め、動どう悸きがする胸を押おさえていた。




　ギルドに来ていきなり騒そう動どうに巻き込まれたが、なんとか無事に終わった。

　カール達にとっては無事ではないかもしれないが、テオやヘルヴィにとってはこれでいいのだ。

「テオ君、今日はどの依頼を受けるの？」

　受付カウンターでフィオレがテオに問いかける。

「簡単な依頼はないですか？」

「今日はないみたい」

「そうですか……」

「ごめんね」

「あ、いえ、フィオレさんのせいじゃないですから！」

　テオは慌てたように手を振る。

　その様子を見てクスッと笑うフィオレ。

　いきなり婚約者を連れてきてビックリしたが、やはりテオは変わっていない。

　そしてその婚約者なのだが……。

「ねえねえ、ヘルヴィさん、テオ君とは昔から仲良かったの!?」

「そ、そうだな……」

「昔のテオ君って絶対に可愛いわよね！　なんかそういうエピソードとかない？」

　フィオレの同僚の受付嬢に、絡まれていた。

　さっきのキス未み遂すいを見ていたのはフィオレだけじゃなく、他の受付嬢も同様だった。

　むしろ未遂で終わったことに気づいていないのは、テオだけである。

「エピソードか……昔、テオはおねしょしたことを隠かくしていたら祖父にバレて怒られ、祖母に泣きながら抱きついて慰なぐさめられた、ということならあったぞ」

「きゃー！　かわいい！」

「ちょちょ!?　なんでヘルヴィさんがそのこと知ってるんですか!?」

「私だからな」

　契約した際にテオの情報を知ったヘルヴィ。

　昔の情報も断だん片ぺん的ではあるが持っているのだ。

　特にテオにとって思い出深いことは、ヘルヴィには伝わっている。

「あはは、そんなことがあったんだね、テオ君」

「うぅぅ、恥ずかしいから誰にも知られたくなかったのに……」

　その後もヘルヴィは受付嬢達にテオの過去の話をしていく。

　テオは恥ずかしいのでフィオレとの話に集中する。

　フィオレもヘルヴィの話を聞きたかったのだが、さすがにテオが可哀かわい想そうなので話に付き合う。

「今日の依頼は、他にどんなのがありますか？　できれば僕一人で行けるやつで……」

「うーん、薬草集めの依頼とかならあるけど、魔物が出る可能性が高い一帯のところだからなぁ」

「難しそうですかね……」

「うん、テオ君一人じゃちょっと厳しいかな」

　魔物の中でも一番弱いとされるゴブリンでさえ、二体以上いたらおそらくテオは負けてしまう。

　魔物が出る地域への依頼はテオ一人では不可能に近いだろう。

　そう、一人だったら。

「テオよ、私を忘れていないか？」

「あっ、ヘルヴィさん」

　受付嬢達の話から抜け出してきたヘルヴィが後ろから話しかける。

「お前を一人で依頼に行かせるわけないだろ？」

「えっ、でもヘルヴィさんを危険な目に遭あわせるわけには……」

　悪魔であるヘルヴィの実力を知らないがゆえか、心配そうにそう言ったテオ。

　彼のその優やさしさにキュンとしながらも、表情には出さずにヘルヴィは話を続ける。

「私は控ひかえ目に言っても、最強だぞ？」

「えっ、控え目に言っても、ですか？」

「ああ、そうだ」

　ヘルヴィはフィオレの方を向く。

「私がついていくのは問題ないか？」

「あ、はい、大丈夫ですが、報酬は変わりませんよ」

　普通なら一人で受けたほうが、報酬は独り占じめできるから得である。

　だからこういう場合、二人で依頼を受けると報酬が折半になることを説明するのだ。

「それこそ問題ない。同じ財さい布ふの中に入る、ということなのだから」

　しかしすでに夫婦である二人には、折半など関係なかった。

「そ、そうですか、わかりました。ではどの依頼をお受けになりますか？」

「日帰りでできる依頼の中で、一番難しいものを」

「……えっ？」

　ヘルヴィの言葉に、フィオレにテオ、それに周りで聞いていた受付嬢達も耳を疑う。

「なんだ、聞こえなかったか？」

「い、いえ、聞こえましたが、大丈夫なのでしょうか？」

「ヘ、ヘルヴィさん！　無茶ですよ！　僕達二人でそんなのは！」

　そう心配するテオに対し、ヘルヴィは「全くもって問題ない」と言いたげな顔である。

「それで一番難しい依頼はどれだ？」

「え、えっと、一応こちらになります……」

　とりあえずフィオレはその依頼書を読み上げる。

「この街から東方の森にある洞どう窟くつに生息する、『キマイラ』を討とう伐ばつせよ、というものですが……」

　キマイラという魔物は、ライオンの頭、山や羊ぎの身体からだ、毒どく蛇へびの尻しつ尾ぽを持つ化け物である。

　気き性しようはそれほど荒くないので、手出しさえしなければ人間を攻撃することはないとされている。

　だが怒らせてしまったら最後、確実に殺される。

　そんな危険な魔物が街の近くに棲すみ着いてしまって、住人達はとても困っているのだ。

　今、国からの対応を待っているところだが、簡単に倒たおせる魔物ではないのでそのままになっている。

「いやいやいや！　やっぱり無理ですって！」

　依頼はかなり最強の部類に入る魔物の討伐だ。

　テオは頭を振ってヘルヴィを止めようとする。

「なんだ、そんな雑ざ魚こが一番難しい依頼なのか？」

「へっ……？　雑魚……？」

　ヘルヴィは逆に拍ひよう子し抜けした、という様子だ。

「まあいい、その依頼を受けようじゃないか」

「や、やめた方がいいと思われますが……」

「大丈夫だ、じゃあもう行こうか」

　ヘルヴィはテオの手を取り、ギルドの入り口に歩き出す。

　もちろん恋人繫ぎだ。

「えっ、ええっ！　ほ、本当に行くんですかヘルヴィさん!?」

　まだ手を繫ぐことに慣れていないテオだが、今はそれどころじゃない。

　テオにとっては死地に赴おもむくことと同然なのだから。

　半ば強ごう引いんにテオの手を引くヘルヴィは、微笑ほほえみを浮かべて言う。

「大丈夫だ、私は最強なのだから」




　遥はるか昔、この世界は魔物が統すべていた。

　人間という脆弱な生き物は強力な魔物に踏ふみ潰つぶされ、生きる場所を失っていた。

　人間には知能というものがあったが、その時代にはほとんど通じない武器だった。

　だがその知能が、悪魔を召喚させた。

　ある人間が悪魔を召喚し、

『強い魔物を殺し、人間が住みやすい世界にしてくれ』

　そう願った。

　それから数日が経ち──。

　ほぼ全ての魔物が、絶ぜつ滅めつした。

　神にまで恐れられた魔物や、地じ獄ごくから来たのではないかといわれた魔物。

　それら全てが、この世から消えた。

　ある一人の悪魔に、絶滅させられたのだ。




　その時代に生きていて、『弱い』からこそ絶滅を逃れた生物がいた。

　それが今、テオと──その時代の魔物を絶滅させた張本人ヘルヴィの目の前にいるキマイラだった。

「ヘルヴィさん……！　キマイラが寝ねているようなので、逃げましょうよ……！」

　テオは目の前で横たわっているキマイラを見て、涙目になりながら小声で話す。

　体長は十メートルを超こえているだろう。

　しかし洞窟内に横たわるその姿を見ても、全く怯ひるまないヘルヴィ。

「ふむ。私の前でも寝ているとは、不快だな。起こすか」

「いや、起こさないでくださいよ……！」

　テオがそう言っても、もう遅おそい。

　ヘルヴィがキマイラに向けて、一気に殺気を放出する。

「──っ!?」

　殺気を向けられたキマイラはすぐさま起き、飛び退のく。

　身体が天てん井じように当たり、洞窟内が揺ゆれる。

「わわっ……！」

「おっと、大丈夫か？」

　いきなりの揺れによろめくテオを、ヘルヴィが支えた。

　普通なら男が女を支えるものだと思うが、この二人では逆のようだ。

「あ、ありがとうございます……」

「ああ……」

「？　あの、もう離して大丈夫ですけど……」

　ヘルヴィはテオの腰に手を回し、抱き寄せている。

　見下ろすようにテオの顔、そして唇に目がいく。

（さっきお預けされたから、今ここで……！　いや、ダメだ、こんなところでやっても風ふ情ぜいがない。もっと雰囲気があるところで……）

　心の中で葛かつ藤とうし、欲を抑え込む。

「ああ、気をつけろよ」

「はい、ありがとうございます」

　ようやく二人は離れて、キマイラが逃げた方に目をやる。

「……ヘルヴィさん、何をしたんですか？」

「殺気を出して、逃げられないように結界を張っただけだが」

　キマイラは洞窟の奥に逃げようとしているが、見えない壁に阻はばまれて進めていない。

　死に物もの狂ぐるいでここから脱だつ出しゆつしようとしている。

　奥がダメならと、壁や天井に体当たりをするも、それすら結界で阻まれている。

　体当たりしても音がしないので、奇き妙みようなダンスを踊おどっているように見える。

「あの伝説の魔物が、こんなに逃げようとするなんて……ヘルヴィさん、本当に強いんですね」

「さっきも言ったと思うが、私は最強だからな。さて、終わらせようか」

　ヘルヴィは右手を前に出し、軽く横に振った。

　瞬間──キマイラの頭が、胴どう体たいと離れた。

　血は噴ふん出しゆつしない。

　ヘルヴィが出ないようにしているからだ。

　理由は単純、臭くさいから。

「す、すごい……こんな簡単に、キマイラを倒すなんて……！」

　頭だけでも自分より大きいキマイラの死体を見て、テオは目をまん丸にする。

　その姿を見てヘルヴィはクスッと笑った。

「私にかかればこのくらい朝飯前だ。ふむ、そういえばこの世界に来てから飯を食べていないな」

「あ、僕料理作れます！」

「そうか、テオの料理は美う味まそうだ。帰ったら作ってくれるか？」

「もちろんです！」

　初めて老夫婦以外に料理を振る舞まう、しかも自分の奥さんに。

　気合が入るテオだった。

「何が好きとかありますか？」

「そうだな……肉と、あとは甘あまいものも結構好きだ」

「あ、僕も甘いもの好きです！　じゃあデザートあった方がいいですね！」

「デザートか……」

（食後のデザートで、テオを……いや、やめておこう）

　ヘルヴィは何かを言おうとしたが、やめた。

「さて、そろそろ帰るか。死体はこのまま運んだ方がいいのか？」

「そうですね。こんなすごい魔物をどう捌さばいたらいいかわからないので、できればそのまま運んでいければいいんですけど……」

「わかった。簡単だから大丈夫だぞ」

　テオの心配をよそに、キマイラの頭と胴体を浮かした。

　簡単に運べることを誇こ示じするかのように指を振ると、それに合わせ宙に浮いたキマイラの死体も動く。

「おー、すごいです！」

「これで大丈夫だな。じゃあ帰るか」

「はい！」

　そして二人は洞窟を後にし、街に戻もどった。




　テオが住んでいる街の名は、ネモフィラ。

　ネモフィラの東の門は今、大混乱に陥おちいっていた。

　ある兵士が高台に登って見張りをしていたところ、遠くの方で大きな魔物が見えた。

　その姿が噂うわさに聞いていたキマイラのものと一いつ致ちするので、急いで他の兵士に知らせたのだ。

　どれだけ持ち堪こたえられるかわからないが、とりあえずできる限りの武装をし迎むかえ撃うとうとした。

　しかし……門に現れたのは、頭と胴体が離れて、なぜか空中に浮かんでいるキマイラと、その下にいるひと組の男女だった。

　キマイラを運んできたヘルヴィとテオは、門にいた大勢の兵士達に囲まれた。

　そのまま拘こう束そくされるかと思いきや、兵士のほとんどがテオと顔見知りだったのだ。




　そして今……。

「テオ、なぜ私達は、軟なん禁きんされているのだ？」

　苛いら立だった様子を隠さずに、ヘルヴィが言った。

　門のところにある留置場に、二人は通された。

　本当なら手て錠じようをかけられているところだったが、テオの顔見知りだった兵士が配はい慮りよしてくれた。

　手錠をかけられていたら、ヘルヴィが暴れ出していたかもしれないのでいい判断だっただろう。

「あのキマイラが本物かどうか調べている間、ここにいて欲ほしいってことらしいですよ」

「それだったら、なぜこんな扱いになっているのか……」

　手錠はされていないが、留置場内には兵士が五人ほど、外には十人以上の兵士が取り囲むように待機していた。

　兵士は不定期に交代のために入れ替かわっている。

　留置場の部屋の中、二人は質素な椅い子すに座らされていた。

「ま、まあすぐに終わると思いますよ」

「そうだな……」

　テオは理り不ふ尽じんな処しよ遇ぐうには慣れているので、むしろこのくらいでは不快とは思わない。

　ヘルヴィも沸ふつ点てんが低いほうではないのだが、今ここで待たされるのは不本意なことだった。

（せっかくテオの手料理が食べられると思っていたのに……これでは食べられないじゃないか。それに周りに人もいるから、テオとイチャイチャできない……）

　こんなところで足止めを食ってしまって、かなりイラついている。

　留置場内にいる兵士達を意図せず睨んでしまうほどに。

　兵士達もこの二人を軟禁していることに、恐きよう怖ふを感じていた。

　テオのことを知っている兵士は、テオがキマイラを倒せるほどの実力がないことはわかっている。

　問題は隣に座っているヘルヴィだ。

　睨まれると心臓が止まったのではないか、と勘違いするほどの何かを感じる。

　留置場内にいる兵士が度々替わるのは、ヘルヴィに睨まれて具合が悪くなったからだ。

　しばらくすると、留置場の外が騒さわがしくなり、誰かが入ってきた。

「失礼する。テオ・アスペル殿どのと、ヘルヴィ殿だな」

　部屋に入ってきたちょび髭ひげを生やした身体も顔も厳いかつい男が、座っている二人を見下ろしながらそう言った。

「君達に聞きたいことが──」

　男はそのままの体勢で話そうとしたのだが……。

「頭が高いぞ、跪ひざまずけ」

　ヘルヴィがそう言った瞬間、男とその周りにいた兵士全員が地面に膝ひざを落とした。

　いきなり頭上から押し潰されるような圧力がかかり、抗あらがうこともできずに跪いた。

「い、いったいこれは……！」

「重力を操あやつって貴様らの頭上から圧をかけている。全力でやれば肉片にすることも可能だ。跪くぐらいの威い力りよくで抑えてやっているのだ、ありがたく思え」

　足を組み替えながら、男を見下ろすヘルヴィ。

「散々待たせておいて、私達を見下ろして話などさせるわけないだろう。分をわきまえて話せ」

　頭を上げることができない男は、当然ヘルヴィを見上げることもできない。

　しかしそれでも目の前の女が、自分よりも格上だということは嫌でもわかった。

　ヘルヴィが指をパチンッと鳴らすと、男達にかかっていた圧力が消えた。

「さて、そのまま跪いて話すか、椅子を持ってくるか。好きな方を選べ」

「……お前ら、椅子を持ってこい」

　慌ただしく椅子を持ってくる兵士達を、テオは呆然と見ていた。

（目をまん丸にするテオも可愛いな……）

　こんな状じよう況きようで和なごんでいる者が、一人いた。

「先程の無礼を詫わびよう」

　男が部下に持ってこさせた椅子に腰を下ろしながら言った。

「急に理解しがたい情報が入ってきて混乱していたのだ、すまなかった」

「ふむ、許そう」

「ぼ、僕は怒っていないので！　大丈夫です！」

　頭を下げる男に、二人はそう言った。

「私はネモフィラ兵団の兵士長を務めている、ラウロだ」

「テオ・アスペルです！」

「ヘルヴィだ」

　さっきまでとは違い、冷静に話し合いができていることに周りの兵士達はホッとしていた。

　他の兵士達はヘルヴィを恐れ、遠巻きに壁かべ際ぎわに立ってその会話を見守っている。

「テオ殿の噂は聞いている。兵士達の手伝いをしてくれているようだな、礼を言う」

「えっ、あ、いや……僕は何も……」

　テオは少しうろたえながら答える。

　なぜなら兵士達の手伝いをするのは、規律的にギリギリなところだからだ。

　本当なら兵士の仕事を手伝うことなどしてはいけない。

　ましてや給金を貰もらうなんてもってのほかだ。

　兵士達の仕事の中で最も嫌われているのが、魔物の死体処理だ。

　テオはそれを手伝ったことが何回かある。

　その対価も貰っていた。

　テオは兵士長であるラウロにそれが知られているとなると、もしかしたら罰ばつを受けることになるのかもしれないと怯おびえていた。

　そんなテオの様子を見て、ラウロは苦く笑しようする。

「君については何か罰を与あたえるつもりはない。君に任せた兵士には、少しばかり与えるけどな」

　ラウロは壁際に立っている一人の兵士が、ビクッとしたのを確認する。

「あ、その……ぼ、僕が無理を言って頼たのんだことなので、兵士さん方にはそんなに重い罰とかは……！　僕が代わりに受けますので……！」

　そう必死に訴うつたえるテオに対して、ラウロは驚き呆あきれながらも評価した。

　とても優しく、責任感がある者だと。

（はぁぁぁ……！　可愛いよテオ、そのちょっと怯えながらもキリッとした顔がなんとも可愛い……！）

　隣で少し気持ち悪く悶もだえているヘルヴィを見て、なぜか彼女の評価を下げるラウロだった。

「そんなに重い罰ではない。与えるとしても一週間ずっと魔物の死体処理の仕事をする、といったものだ」

　その一言に壁際に立っている兵士は少し嫌な顔をしたが、テオは思ったより軽い罰で済んだと思いホッとした。

「さて、そろそろ本題に入らせてもらおう。君達が運んできたあの魔物。やはりキマイラで間違いないようだ」

「それはそうだろう」

　なぜそんなことを一目で判断できないのか、とヘルヴィは不思議に思う。

　噂に聞いていた通りの見た目をしているので、ラウロや他の兵士もすぐにキマイラとわかっていた。

　だがにわかには信じ難がたかったのだ。

「失礼だが倒したのは、テオ君ではないようだな」

「は、はい。僕じゃあんな化け物倒せませんよ」

　ラウロは、テオが弱くてゴブリンですら倒すのに苦労するだろうことを部下から聞いていた。

　だからあの化け物を倒したのは、隣にいる女性。

「ヘルヴィ殿、貴女あなたが倒したということで間違いないか？」

「ああ、そうだ」

　何をいまさら、という表情のヘルヴィに、ラウロは恐怖を覚える。

　キマイラの死体には、戦いの痕あとがなかった。

　あのくらいの大きな魔物なら、身体の至る所を傷つけた上で、弱ってきたところに致ち命めい傷しようを与えて倒すというのが定石だ。

　しかし、その定石も兵士が十数人単位で囲って戦うということが前提だ。

　ところがテオ達が運んできたキマイラにはそういった傷は一いつ切さいなく、その状態からただ首をぶった切られただけということがわかった。

　おそらく戦いにすらならなかったはずだ。

　あの化け物相手に、戦わずして一方的に殺せる者。

　先程ラウロが受けた攻撃なんて、本当に小さな力だったのだろう。

　本気を出されていたら今頃自分は……不吉なことを想像し、ラウロはゴクッと唾つばを飲み込む。

「この街の代表として礼を言おう。あの魔物には困らされていたのだ」

　国からの応おう援えん部隊が到とう着ちやくするのに、あと一ヶ月もかかると言われていた。

　その間にこの街が襲おそわれていたら、被ひ害がいは尋じん常じようじゃなかっただろう。

「このことを国に報告すれば報ほう奨しよう金きんや勲くん章しようが授じゆ与よされるはずだ。それだけあの魔物は脅きよう威いだった」

「あれがそれだけの、な……」

　昔の弱肉強食の世界を知っているヘルヴィからすれば、キマイラなど最弱に近い存在だった。

　今の世ではあれが最強になっていることが驚きだ。

「す、すごいですねヘルヴィさん！　報奨金と勲章って！」

　テオは目を輝かがやかせてヘルヴィの顔を見上げる。

　ヘルヴィとしてはその顔を曇くもらせたくないのだが……。

「いらんな」

「えっ……？」

「こういう勲章は私達にとって足あし枷かせとなる。例えば戦争が起きたときに、『勲章を渡したからこの国の民たみとして戦え』ということになりかねない」

　ヘルヴィは昔、自分と契約した者がそうなったことを知っている。

　国は勲章を授さずけて英えい雄ゆうとして囃はやし立てるが、戦争に行くことを断った瞬間に態度を変える。

　つまり、裏切り者として国から追われることになる。

「私とテオには、どちらもいらぬものだ」

「……そうか」

　ラウロもヘルヴィが考えていることがわかったのか、それについてそれ以上何も言わなかった。

「それなら国にこのことを報告しない方がいいか？」

「ああ、そうしてくれると助かる」

「わかった」

「もう用は済んだか？　それなら私達は帰らせてもらうが」

「ああ、拘束したようになってしまい悪かった」

　ヘルヴィとラウロが立ち上がり、一拍ぱく遅おくれてテオも立つ。

「テオ、帰ったらお前から勲章の代わりにご褒ほう美びを貰いたいな」

「えっ……？　勲章の代わりに、何を……？」

　ヘルヴィは留置場の入り口に向かいながら、顔を見られないように答える。

「……手料理だ。約束、だっただろ？」

　テオは一瞬きょとんとした顔をするが、すぐにクスッと笑って言う。

「わかりました！　腕を振るって作りますね！」

「……ああ、頼んだ」

　テオはヘルヴィの赤くなった顔を覗き込むと、ヘルヴィは見るなとでも言うように手で隠す。

　イチャイチャしながら留置場を出ていく。その場に残された兵士はいきなりの桃もも色の展開に啞あ然ぜんとしていた。

「まさか、テオに先を越こされるなんて……！」

　後日、悔くやし涙を流しながら魔物の死体処理をしている兵士がいたとか、いないとか……。








第二章　初夜？









「どうですか……？　僕ぼくの、お味は……？」

　テオがヘルヴィの顔を恐おそる恐る窺うかがうように覗のぞき込こむ。

　その顔は上気していて、額からは汗あせが流れている。

「ああ……美う味まい」

　ヘルヴィはテオの手料理を一口一口嚙かみ締しめる。

　テオの不安そうな顔は一気に明るくなり、料理で使用した火で熱くなって流した汗を手で拭ふいた。

「良かったです！　おばあちゃんが教えてくれた、肉じゃがです！　結構肉多めで濃こい味付けなんですけど、気に入ってくれたなら嬉うれしいです！」

「美味いな。毎日食べたいくらいだ」

　一いつ緒しよに作った味み噌そ汁しるに箸はしをつけ、ヘルヴィはにこやかに言った。

　この世界に久しぶりに降り立ってから一番の笑え顔がおである。

　テオは、さっきとは違ちがう理由で頰ほおを赤く染め、食事の手を止め見み惚とれてしまった。

「ん？　どうした、テオ」

「あ、いえ……ヘルヴィさんって、やっぱり綺き麗れいだなぁって……」

「なっ……！」

　その言葉に今度はヘルヴィが赤面する番だった。

　今まで女性と付き合ったことがない真ま面じ目めなテオは、女性の褒ほめ方なんて全く知らない。

　自分が思ったことをそのまま伝えることしかできない。

　しかしヘルヴィは、テオの心が読める。

　テオの心はとても純じゆん粋すいで噓うそなんてつけるものではなかった。

　だからこそ、そのままの真まっ直すぐな想おもいが伝わってくるのでヘルヴィには効果覿てき面めんだった。

　二人に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　テーブルの対面に座すわっている二人。

　目を見つめ、赤くなった顔を見合わせて……。

「ふふっ……！」

「ははっ……！」

　お互たがいに噴ふき出し、笑い出す。

「食べましょうか」

「ああ、そうだな」

　そこには夫ふう婦ふの幸せな空気が流れていた。




　食べ終えて、一緒に皿洗いをする。

「こうか？」

「はい、そうです！」

　悪あく魔まであるヘルヴィは家事などしたことがなく、皿洗いも初めてだ。

　最初はぎこちなくやっていたが、すぐに慣れてきた。

「はい」

「ああ」

　テオがスポンジで皿の汚よごれを取り、終わったらヘルヴィに渡わたし水気を拭いてもらう。

　作業はスムーズに進んだ。

　そして全すべてが終わり、二人は一息つく。

「はぁー、なんかまだお昼なのに今日は疲つかれました……」

「そうか？　ああ、料理を頑がん張ばってくれたからか？」

「それもありますけど、あのキマイラが……」

「何か疲れることをしたか？　行って帰ってきただけだと思うが」

「行くまでが精神的にすごい疲れましたよ」

　テオとしては、絶対に倒たおせないであろう化け物に、死ぬ覚かく悟ごで挑いどむような気持ちで向かったのだ。

　とはいえ実際テオは何もせずに、本当に行って帰ってきただけだったが。

　寝ねているキマイラに近づいたときは、もう死んだと思った。

　キマイラの向こう側に、祖父母が手を振ふってる姿が見えた。

　身体からだは疲れていなかったが、精神的にはもう一度死んでいた。

「そうか、それは悪かった。それなら疲れを取ってやろうか？」

「えっ、疲れを取るって……マッサージとかですか？」

「そんなところだ。そこに横になってくれ」

　テオは使い古されたソファに、うつ伏ぶせに寝転がる。

　そしてその上に、ヘルヴィが跨またがった。

「重くないか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「ふっ、そういうときは、そんなことない、と言うべきところだぞ」

「あっ、す、すみません。その、重いけど耐たえられるっていう意味じゃなくて……！」

「わかってるから、そう慌あわてるな。逆に怪あやしいぞ」

　尻しりの下で顔を赤くするテオに、ヘルヴィは穏おだやかな笑みを浮うかべる。

　女性との付き合いに慣れていないからこそのことだから、ヘルヴィにとっては実に好ましいことだった。

　ちなみにヘルヴィは魔法で自分の身体を軽くしているので、重いわけがない。

　ただテオの慌てる様子を見たかっただけだ。

（あー、可愛かわいい可愛い、そんな無防備に私に背中を向けて……ここが数千年前の世界だったら死んでしまうぞ。思ったよりも硬かたい感かん触しよくが、私のお尻に……）

　テオには見えていないが、結構危ない顔をしているヘルヴィ。

　頰を赤く染め、ニヤケが止まらない。

　目は何か獲え物ものを狙ねらうような獣けものと化している。

「ヘルヴィさん？　マッサージをするんじゃ……？」

「っ……あ、ああ、そうだったな」

　ギリギリで何かを耐え切ったヘルヴィは、垂れそうだったヨダレを引っ込める。

「服を捲めくるぞ」

「えっ、あ、はい」

　ヘルヴィは、テオのシャツを捲り背中を露ろ出しゆつさせる。

　そしてそっと右手を置く。

　すると……。

「あっ……なんだか、背中から身体中が温かくなって、気持ちよくなってきました……」

　全身から力が抜ぬけたテオは、気の抜けた声でそう言った。

「相手の魔力を操あやつり、活性化させる。一歩間違えればそのまま爆ばく発はつするが、私ならそんなことはせずにこうして癒いやすことも可能だ」

「はぁ……気持ちいいです……」

「ふっ、聞こえてないか」

　とてつもなく恐きよう怖ふ心を煽あおる言葉をヘルヴィは口にしたが、テオには聞こえてないようなのでそのまま続ける。

「んふぅ、ああっ、はぁ……んんっ……」

（なぜお前は喘あえぎ声をあげるんだ……！　襲おそって欲ほしいのか……！）

　手を当てながらテオの声に悶もだえているヘルヴィだったが、その姿を見た者はいなかった。




　たとえば……飢うえている猛もう獣じゆうの前に、警けい戒かい心が一いつ切さいない仔こウサギが眠ねむっていたとしよう。

　普ふ通つうならば、その仔ウサギは一いつ瞬しゆんにして食べられてしまうだろう。

　しかしもしその猛獣に、まだ理性が残っているのならば……考える。

　目の前の仔ウサギが、なぜ警戒もせずに眠っているのかを。

　近くに仔ウサギを守っている獣がいて、猛獣よりも強いから安心して眠っているのか？

　それとも、猛獣は自分を襲うはずがないと、思っているのか？

　──仔ウサギは、猛獣を信しん頼らいしているのか？




（くそッ……！　そう考え始めたら襲えないではないか！）

　その猛獣、ヘルヴィは歯切りをしながら伸のばした手を引っ込めようと苦く悩のうしている。

　仔ウサギ、テオは、無防備に静かな寝息を立て眠っていた。

　ヘルヴィのマッサージを受けて、ぐっすり眠ってしまったテオ。

　テオはうつ伏せだったが、寝返りを打って仰あお向むけになった。

　そしてその上に、ヘルヴィは跨がっている。

　ヘルヴィが上に乗ったままでは寝返りは打てないはずだが、身体を軽くしているからテオは簡単に仰向けになることができた。

　テオの無む垢くな顔や可愛らしい唇くちびるがヘルヴィの目に入ってきて、我が慢まんするのが大変である。

（ああ、半開きになっている唇を塞ふさぎたい……息苦しくなって目を覚まし、困こん惑わくしているところを黙だまらせるように押おし倒して……）




　妄もう想そうはどんどん加速していく。

　頭の中でアレやコレをテオにやって……。

　ハッと我に返ると、テオの服を少し捲って上半身を手でスリスリしてしまっていた。

　意図せずにやったことだったが、気づいたからには手を退のけ……。

（すべすべだ……くっ、男のくせに、私より肌はだツヤがいいのではないか？　筋肉があまりないから、柔やわらかい……）

　退けることはできなかった。

　テオの肌をまさぐり、だんだんと息が荒あらくなって頰は紅潮していく。

（もうダメだ、ヤるぞ……初めては一緒にイチャイチャしながらと思っていたが、テオが眠ったままでもアリだ……！　むしろそっちの方が興奮するかもしれん……！）

　唾つばを飲み込み、血走った目でテオの服を脱ぬがそうとした──が。

「テオくーん？　ヘルヴィさーん？」

　家のドアが開き、受付嬢じようのフィオレが顔を覗かせた。

「──っ！」

「あっ、ヘルヴィさん。テオ君は……えっ？」

　目の前に、ソファで寝転がっているテオの上に乗っていまにもナニかを始めようとしているヘルヴィがいた。
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「そ、その……何を、していらっしゃるのですか……？」

「……ふむ、テオにマッサージをしているが？」

「その体勢でですか？」

　フィオレからは仰向けのテオの上に乗って、服の中に手を入れてまさぐっているようにしか見えない。

　マッサージではない。

「……」

「……」

　一瞬、二人の間に沈黙が訪れる。

　テオの寝息だけが、静かに聞こえている。

　そして、ヘルヴィが口を開く。

「ふむ、正直に言おう──テオが寝ているところを、襲おうとしていた！」

「開き直らないでください！」

　フィオレは顔を赤くしながら、大声で言い切った。

「なんで寝ているところを……！」

「野や暮ぼなことを聞くものだ。そこに、テオがいるからだ……！」

「カッコよく言ってるつもりかもしれませんが、一切カッコよくありません！」

　フィオレの反応に、ヘルヴィは気づく。

「フィオレ、お前は初う心ぶか？」

「えっ、うぶ……？」

「男と付き合ったことがないのか？」

「そ、そうですけど何か？」

「ふっ、やはりそうか……お前も好きな男ができたらわかる。相手が可愛く眠っているところに、ナニかしたくなることを！」

「わかりたくありません！」

　会話をしている間にも、ヘルヴィは両手でテオの身体をまさぐっている。

「て、手を止めてください！　テオ君が寝ているところに、はしたないですよ！」

「フィオレは知らないようだな、この世にはこういうプレイがあるということに──！」

「ぷ、プレイって……」

　受付嬢の中には、そういったことに詳くわしい者がいる。

　その者からときどき酒の席で聞かされていたので、フィオレも知識としては知っていた。

「まあ初めてがこういう形になっても、私は大丈夫だ。むしろ推すい奨しようする」

「は、初めてで、そんなことを……！　テオ君が寝たままじゃ、可哀かわい想そうじゃないですか！」

「何が可哀想なんだ？　初めてを知らないまますることか？　それとも私の身体を愛せないことか？」

「そ、そうではなく……彼かれも、初めては、ちゃんとした形を望んでるはずで……」

　フィオレが話している間にも、ヘルヴィは手を動かす。

　フィオレが注意しようとすると、その前にヘルヴィは何かに気づいた。

「んっ、なんだこれは……っ!?」

　ナニかがお尻に当たる、その正体に気づきテオの上から飛び退く。

　その速さに目が追いつかなかったフィオレは、ヘルヴィがいつの間にか隣となりいることに驚おどろいた。

「きゃっ！　ど、どうしたんですか、いきなり？」

「……っ！　いや、なんでも……！」

　何もないと言うわりには、ヘルヴィの顔は真っ赤すぎる。

　どうしたのか、とフィオレは寝ているテオの方を向くと、自分も顔が赤くなるのを感じた。

　テオの「テオ」が、『テオ』ってたからだ。

　仔ウサギのそこは、仔ウサギではなかったのである。

　ヘルヴィが飛び退いた原因はわかった。

　だが、その理由はわからない。

　いや、まさか……。

　あんなに自分のことを女として下に見ていた、ヘルヴィが──。

「ヘルヴィさん、あなた……初めて、なんですね？」

「……」

　顔を真っ赤に染め、お尻に手を当ててそっぽを向いているヘルヴィ。

　何も答えない様子に、フィオレは一いつ矢し報むくいた気がした。




「んっ、んん……」

　テオは自分の身体が揺ゆれている、否、揺らされていると感じて、心地好よい眠りから意識を呼び覚ました。

「起きろ、テオ」

　寝起きでボヤけた視界に、純白の髪かみのようなものが見えた。

「んぅ、ヘルヴィさん……？」

「ああ、もう夜だぞ」

「んっ……えっ……ええぇぇ!?」

　ヘルヴィの言葉が最初は頭の中に入ってこなかったが、ようやく理解すると大声をあげて起き上がった。

「えっ、な、なんで？　さっきまでお昼だったんじゃ……」

　昼ご飯を作って食べて、それから……ヘルヴィからマッサージを受けたはずだ。

　それが気持ちよくて、眠ってしまったところまでは覚えていた。

「テオは夜までずっと眠っていたということだ」

　テオは啞あ然ぜんとした。

　まさか午後の貴重な時間をずっと惰だ眠みんに費やしてしまうなんて。

　いつもなら傭よう兵へいギルドで請うけ負った依い頼らいをこなしている時間だ。

　今日はその依頼をヘルヴィと午前中に終わらせたから、午後は予定がなかったけど、ずっと眠ってしまうとは思ってもいなかった。

「すみません、ヘルヴィさんがいるのに一人で眠っちゃって」

「大丈夫だ。それにさっきまでフィオレもこの家に来ていた」

「えっ、フィオレさんが？」

　受付嬢のフィオレがときどき家に来ることはあるが、それはいつも仕事あがりの夜が多かった。

「ああ、どうやら依頼を達成したはずなのにギルドに来ない私達たちを心配して、家まで来たようだ」

「あっ、そうだったんですか。悪いことしちゃいましたね……」

「そうだな。あとでまた来るそうだから、そのときに謝あやまってやれ」

「はい、そうします。というか、また来るんですか？」

「夕飯時には来るそうだ。だから三人分頼たのむぞ、テオ」

「わかりました！」

　テオはソファから起き上がり、キッチンへと向かう。

「私も手伝えることはあるか？」

「あっ、じゃあ野菜とかを手でちぎって欲しいです」

「お安い御ご用ようだ」

　二人は並んでキッチンに立った。

「フィオレさんとは何を話したんですか？」

「うむ、まあ……いろいろとな」

「へー、どんな話を？」

「私達の共通の話題など、テオ以外にないぞ」

「えっ、僕のことですか？」

　ヘルヴィとフィオレは今日会ったばっかりだ。

　必然と会話はテオのことになってくる。

　しかしそれを言うなら、テオとヘルヴィも今日会ってすぐに結けつ婚こんしたのだが。

　テオが悪魔を召しよう喚かんして、一ひと目め惚ぼれして結婚を願った。

　そしてすぐに二人は夫婦となったのだ。

「フィオレや他の受付嬢が、テオのことをどう思っているか聞いたんだ」

「えっ、なんか怖こわい……僕、嫌きらわれてないですよね？」

「そんなわけないだろ。受付嬢全員が、君に好感を持っているよ」

「そうですか、良かったです」

　そう言って安心したように笑うテオを、ヘルヴィはチラッと横目で見る。

　テオは安心したようだが、ヘルヴィはそれを聞いて不安に思った。

　なぜなら好感を通り越こして、好意を抱いだいている者が多いからだ。

　フィオレに聞いた話では、全員がテオとそういう関係になってもいいと思っているようだ。

　積極的にアピールする女の子もいたようだが、テオは気づいてないようだ。

　大人しいフィオレでさえ、アピールはしていたようだ。

「男の人の家に行ったことなんて、テオ君の家以外にないですよ」

　そう恥はずかしそうに話すフィオレの姿を、ヘルヴィは思い出す。

　つまりはそういうことだろう。

（誰だれにもやらんぞ、テオは……私だけのものだ）

「どうしたんですか？」

「いや、なんでもない」

　ヘルヴィの目が肉食獣のそれに一瞬変わったが、すぐに戻もどった。




　その後、二人は料理を続けていると、出来上がる前に家のドアが叩たたかれた。

「テオ君、ヘルヴィさん、フィオレです」

「どうぞ！」

　ドアが開けられてフィオレが入ってくる。

「テオ君、起きたんだね」

「はい。ごめんなさいフィオレさん、依頼達成を報告しに行かなくて」

「ああ、大丈夫大丈夫。キマイラを倒したっていう噂うわさは街中に広がってるから、無事ってことはわかってたよ」

「ふむ、私があの程度の雑ざ魚こに負けるわけがないからな」

「あはは、キマイラを雑魚って……ヘルヴィさんは本当にすごいですね」

　フィオレの乾かわいた笑いが響ひびく。

　彼かの女じよはキマイラとの戦い、いや、戦いにすらなっていなかった狩かりを。

　そしてその死体を見ていない。

　だから圧あつ倒とう的なヘルヴィの強さを知らないのだ。

　見ていたテオですら、どれだけ強いのかいまだにわからない。

「じゃあ夕飯食べましょうか。ちょうどできたんですよ」

「そっか、ありがとうね」

「じゃあ準備しておいてくれるか？　私はお手洗いに行ってくる」

「わかりました」

　二人が料理を盛り、お皿を運んで準備をしていく最中、ヘルヴィはリビングから出る。

　トイレの場所はわかっている。

　しかし、そこには行かない。

「朝は見み逃のがしてやったが、今回はそうはいかない──さて、ゴミ掃そう除じといこうか」

　ヘルヴィの圧倒的な強さを知っているのは、今はまだキマイラのみ。

　しかしこれから数分以内に──その強さを思い知らされる者が、増えることになる。




　テオの家の裏路地──そこに、男達が集まっていた。

　その数は十六人。

　全員が傭兵ギルドに登録している者達で、かつてテオとパーティを組んだことがある者達だった。

　今日の朝、婚約者の女をいきなり連れてきたテオが調子に乗っていると、その場にいた誰かがいろんな奴やつらに吹ふい聴ちようしたのだった。

「おい、めっちゃいい女じゃねえかよ」

「あんな極ごく上じようの女、見たことねえ」

　小さな声でそう話す男達。

　この世界でほぼ見かけないほどの美び貌ぼう。

　女に飢えている男達が夢中になるのは当然だった。

　そしてその女が、あのテオの女ということがわかった。

　男達はイラつき、そしてほくそえむ。

　極上の女がテオのものというのは許せないが、ならばすぐに奪うばえる──と。

　そう思った者が、十六人集まっているのだ。

「お前らのパーティのリーダー、名前なんだっけか……」

「カールだ」

「ああ、そうだ。カールは来てないのか？」

「あいつは今怪け我がをしているからな。置いてきた」

「はっ、可哀想だな、こんないい夜に怪我をしてるなんて」

　カールのパーティにいた男は、噓をついた。

　確かにカールが怪我をしたのは本当だ。

　しかし、それがここには来ない本当の理由ではない。

　今男達が狙っている女に怪我をさせられ、カールは怖おじ気けづいたのだ。

　右腕うでに包帯を巻き、やり返そうと意気込む仲間にカールは全力で拒きよ否ひした。

『無理だ……あの女、人間じゃねえ……！　今度こそ殺される……！』

　無理やり連れていこうとしても、頑かたくなに動かなかった。

　見限った仲間はカールを置いて、他のパーティに声をかけ今夜の襲しゆう撃げきに踏ふみ切った。

　他の奴らにこのことを言わないのは、自分達のパーティが今後舐なめられる可能性が高いからだ。

「おい、いつ仕し掛かけるんだよ！」

「もう待てねえよ！」

　血走った目でそう話す男達。

　今、テオの家には受付嬢のフィオレもいる。

　テオの婚約者ほどではないが、フィオレもいい女だ。

　今襲えば、二人の女を食える。

　そう思って、いてもたってもいられない男達。

「そうだな……じゃあそろそろ行くか！」

「よっしゃ！」

「テオを殺やった奴が、あの極上の女を食える権利をもらえるってことにしようぜ！」

　全員がこれから起こる宴うたげに、心を躍おどらせている。

　しかし──その宴は、違うものに変わる。




「ゴミが、うるさいぞ。その臭くさい口を閉じろ」




　突とつ如じよその場に女の声が響く。

　振り向くとそこには男達が狙っていた極上の女、ヘルヴィがいた。

　いつから自分達の背後にいたのかわからなかったが、その姿を見てニヤける。

　わざわざ自分達から行かなくても、むこうから来てくれたのだ。

　こんなチャンスはない、と。

「さて、時間がないのでな。さっそく場所を変えよう」

　ヘルヴィが指を、パチンと鳴らす。

　刹せつ那な、男達は一瞬の浮ふ遊ゆう感と共に、目の前の光景が瞬時に変わったことに驚きよう愕がくする。

「な、なんだ、ここは!?」

　さっきまで裏路地の暗くて狭せまい場所だったのに、いきなり広い空間に変わっていた。

　周りを見渡すと、暗くてよく見えないが岩いわ肌はだっぽい壁かべがある。

「ここはキマイラの巣だったところだ」

　ヘルヴィの言葉に、男達は狼狽うろたえる。

「キ、キマイラの巣だと!?」

「あんな化け物がいるところに連れてこられたのか!?」

　そう口々に言うが、ある男が冷静に叫さけぶ。

「落ち着けお前ら！　キマイラは討とう伐ばつされたと聞いたはずだ！」

　その言葉にハッとして、落ち着きを取り戻す。

「そ、そうだ、今日倒されたって聞いたな」

「よかった、キマイラがいたらどうしようかと思ったぜ……」

　男達が安あん堵どしたそのとき……。

「キマイラは、私が倒した」

「はっ……？」

　十六人の男達は、言葉を失った。

　この女が、伝説の魔物のキマイラを殺した？

　そんなの信じられるわけがない。

「信じていないようだが結構だ。そのまま死んでいけ」

　ヘルヴィはキマイラを倒したときのように、右手を前に出し軽く振った。

「えっ──」

　男達の中の、誰が言ったのだろうか。

　もしかしたら全員が、それとも一人生かされた者が漏もらしたのかもしれない。

　十六人中十五人の頭が飛んだ。

　目の前の光景がクルクルと回っていることを自覚した男達。

　それが男達の見た最さい期ごの光景だった。

「はっ、えっ……？」

　一人取り残された男は、周りが血の海に変わる中、ただただ立ち尽つくしていた。

　目の前で起きていることが、信じられなかった。

　しかし目は仲間が死んでいる姿を、鼻は夥おびただしいほどの血の臭においを感じ取っている。

「さて、貴様を残した理由だが……」

　この光景を作り出した目の前の女は、言った。

「『テオを殺やった奴が、女を食える権利をもらえる』と言っていたな、貴様は」

　残った男はヘルヴィが来る前に、そう言った者だった。

「テオを、殺やる。この言葉が、私をこれほど不快にさせるとは、私自身も思っていなかったよ」

　ヘルヴィは男を睨にらむ。

「あっ、ああっ……！」

　それはカールを恐きよう怖ふに陥おとしいれた殺気よりも、強い殺気をはらんだ視線だった。

「貴様には、他の奴らとは違う地じ獄ごくを見せてやろう」

　男は首を落とされて死んでいった奴らを、泣きながら羨うらやんだ。




「あっ、ヘルヴィさん、おかえりなさい」

　リビングに戻ってきたヘルヴィを見て、テオは笑顔でそう言った。

「ああ、ただいま」

　ヘルヴィは、何事もなかったかのように頰を少し緩ゆるめ、応こたえた。

「ちょうど用意ができましたよ」

「そうか、やらせてしまって悪かったな」

「いえ、フィオレさんも手伝ってくれましたから」

「ほとんどテオ君が一人でしちゃったけどね」

　夕食の献こん立だてはハンバーグステーキ。

　ヘルヴィが肉好きだと言うので、テオは一番得意な肉料理を作ったのだ。

　ご褒ほう美びは終わったとヘルヴィは思っていたが、テオはまだ足りないと思っていた。

　ヘルヴィとフィオレが同時にナイフとフォークを手にして食べ始める。

「ど、どうですか？　人に振る舞まうのは初めてなので、ちょっと自信ないですけど……」

　不安そうに顔を覗き込んでくるテオに、ドキッとする二人だった。

　そして食べながら、二人とも笑顔で答える。

「美味いぞ、テオ。絶品だ」

「うん、美お味いしいよテオ君」

「そ、そうですか！　良かったです……！」

　曇くもっていたが、一気に晴れやかになったテオの可愛い表情に、フィオレは身み悶もだえしないようにするのに必死だった。

（はぁ……テオ君可愛いすぎるよぉ……）

　ずっとその笑顔を見ていたら、ニヤけるのが抑おさえられない気がしたので、思わず目線を外す。

　だが頭の中では、さっきの笑顔を反はん芻すうしていた。

（よく耐えた、私！　うん、あの笑顔は反則だと思う。だけど……）

　フィオレはチラッと、ヘルヴィの様子を窺う。

　フィオレの目からは、ヘルヴィは何事もなかったかのようにテオの手料理を食べているように見える。

　あの笑顔を見て、何も動じない？

（もしかして、テオ君の笑顔には何も感じない人なのかな？　それだったら、少し残念な気がするけど……）

　テオの笑顔で母性本能をくすぐられないなど、損をしている。

　そのとき……。

〝そんなわけないだろ、可愛いに決まっている〟

「んっ!?」

　突如頭に響いてきた言葉に、口の中のものを噴き出しそうになった。

「だ、大丈夫ですかフィオレさん？　喉のどに詰つまっちゃいましたか？」

「う、ううん、大丈夫だよ」

　今、頭の中に響いてきた声の主の方をチラッと見る。

「ん？　どうしたんだ？」

「い、いえ……なんでもないです」

（気のせいだったのかな……？）

〝いや、気のせいじゃないぞ〟

「っ!?」

　再び聞こえた声に、またもや驚く。

　ヘルヴィの方を見ても、喋しやべっている様子はない。

〝頭の中に直接話しかけている〟

（そ、そんなことができるんですか……？）

〝ああ、最強だからな〟

（それはよくわかりませんが……）

　口に出さずに、頭の中だけで会話が成立している二人。

　テオから見たら、夢中で黙もく々もくと料理を食べているように見えるのだろう。

　嬉しそうにニコニコと笑っている。

〝見ろ、あの顔。あれを可愛いと言わずに何と言うのだ？〟

（ど、同感ですけど……そんなにはっきり言いますか？）

〝お前こそ、さっきは『可愛すぎるよぉ』と言っていたではないか〟

（い、言ってないです！　思っただけです！）

　二人の頭の中で、こんな会話が繰くり広げられているなんて、テオは知る由よしもない。

　そのまま普通の会話はほとんどせずに、夕食を食べ終わる。

「あっ、ヘルヴィさん。食後のデザートもあるので、良かったら食べてください」

「デザート？」

「はい、甘あまいもの好きって言ってましたよね？」

「ああ、そうだな」

「なのでプリンを作ってみました。フィオレさんの分もありますよ」

「えっ、本当？　ありがとう、テオ君」

　テオは手の平サイズのカップで作ったプリンを、二人が座っている前に置く。

「どうぞ、僕は皿洗いしておきますね」

「テオの分はないのか？」

「えっ、ありますけど……」

「じゃあ皿洗いは後でいい。一緒に食べよう。テオと食べないと、美味しさが半減してしまう」

「っ！　はい、ありがとうございます！」

「ふふっ、礼を言うのはこちらの方だ」

　お互いに顔を見合わせて笑う二人を見て、フィオレは頰を緩める。

（やっぱり昔からの婚約者には、勝てないなぁ……いい人と結婚できてよかったね、テオ君）

　その心の声は、ヘルヴィは聞いていなかった。

　プリンはヘルヴィの好みに合った、とても甘くて美味しいものだった。

「美味かったぞ、テオ。私が生きてきた中で、間違いなく一番だ」

「そ、そんな大おお袈げ裟さな……！」

「いや、大袈裟なんかじゃない。事実を言ったまでだ」

「本当、美味しかったよ。ありがとうテオ君」

「あ、ありがとうございます……！」

　二人に褒められて恥ずかしそうに顔を真っ赤に染め、嬉しそうに笑うテオ。

　その顔を見ながら食後の紅茶を飲む。

　二人は、とても和なごやかで幸せな気分になった。




　気がつくと、もう完全に日が沈しずんで外は真っ暗だった。

「もうこんなに暗くなっちゃいましたね。フィオレさん、どうしますか？」

「んー、そうだなぁ……」

　普段フィオレはこんな時間になってしまったら、そのまま泊とまっていく。

　過去に何十回もあったことなので、テオはいまさら意識することなく泊まってもらっている。

　一方フィオレはいつも緊きん張ちようしていた。

　ベッドが二つしかないので、テオが寝静まるまで緊張でなかなか寝付けない。

　その次の日は、絶対に他の受付嬢達からナニかあったか聞かれるが、彼女達の求める情事に至ることはなかった。

　だが今は、テオには奥おくさんがいると知ってしまった。

　フィオレはチラッと、その美しい奥さんを見る。

　当のヘルヴィは、紅茶のカップを片付けているところだったが、終わったようだ。

「フィオレは私が家まで送ろう」

「あっ、じゃあ僕も……」

「テオは後片付けをしていてくれ。これも大事な仕事だ」

「あっ、そうですね。わかりました。フィオレさんをお願いします」

「ああ、任された」

　話は決まって、フィオレは今日は泊まらずに家へ帰ることになった。

　少し残念だが、もう奥さんがいるのだから当然だろう。

「テオ君、ごちそうさま。本当にありがとうね」

「はい、またいつでも来てください」

　フィオレとヘルヴィが夜の道を歩く。

　道の端はしにときどきある、魔道具の光だけが道を照らしている。

　フィオレは隣を歩くヘルヴィをチラッと見る。

　夜の道をドキドキしながら歩いていたフィオレだが、沈黙に耐えられなくなり話しかけてみた。

「あ、あの、ヘルヴィさん」

「ん、なんだ？」

「私、ヘルヴィさんという婚約者がいるって知らなくて、テオ君の家に何回も泊まってたんですけど……」

「ああ、知っている」

　フィオレはその言葉に、心臓を鷲わし摑づかみされたように息が詰まった。

「す、すみません。もう泊まらないので……」

「いいぞ、別に。泊まりに来ても」

「えっ？　いいんですか？」

　フィオレは驚いて目を見開く。

　言動の端々に、「テオのことが大好き、独り占じめしたい」とにじみ出ているヘルヴィ。

　テオの家には絶対に他の女を、泊まらせたくないはずと思っていた。

「私はテオに害をなす者には容よう赦しやしない。フィオレも見ていたから、それはわかっているだろう」

「は、はい、そうですね」

　朝にギルドであった出来事を思い出す。

　テオのことを殴なぐろうとしたカールの腕を、バキバキに折った。

　どうやってやったかが全くわからなかったが恐ろしい。

　しかしむしろその後の、キス未み遂すい事件の方が記き憶おくに残っている。

　それを思い出して二人は少し顔を赤らめる。

「んっ、んんっ、まあそういうことだ。フィオレはテオと仲がいい。これからも仲良くしてやってくれ」

「は、はい、ありがとうございます」

「だが、妻は私だけだ。ちょっかいを出したら……わかっているだろうな？」

「は、はい……わかって、ます」

　暗くら闇やみの中でヘルヴィの目が鋭するどく光ったのは、気のせいだと思いたい。




　家の近くまで来たとき、フィオレはヘルヴィにちょっと疑問に思ったことを聞いてみた。

「そういえば、さっき言ってくれたように、これからもテオ君の家に泊まりに行ってもいいんですよね？」

「ああ、いいぞ」

「じゃあなんで今日は泊まっちゃダメなんですか？」

　ヘルヴィが立ち止まる。

　そこはちょうど、フィオレの家の前だった。

「ヘルヴィさん……？」

「ふっ、ふふふっ……！」

　突如笑い出したヘルヴィ。

「ふふっ、そうか、君は知らないだろうな」

「な、何がですか？」

「私とテオは、今日結婚したのだ」

「えっ、そうなんですか？」

「ああ、つまり……わかるな？」

「何がですか？」

「わからないか……仕方ない、まだフィオレは子供ということだ」

「なっ！　ど、どういうことですか!?」

「今日結婚した、そう、つまり──」

　ヘルヴィが、告げる。

「今日が、私達の『初夜』なのだ──！」

「なっ……！」

　フィオレは顔を真っ赤に染める。

「そんな神聖なる『夜』を、邪じや魔まされては敵かなわないだろう」

　悪魔の口から「神聖なる」という言葉が出てきたが、誰も指し摘てきする人はいない。

「しょ、しょ、しょや……！」

　まさかそれが理由で泊まることを断固拒否されるとは思ってもいなかった。

　しかし、とても真っ当な理由ではある。

「ということだ。今日は泊まらせるわけにはいかない。すまないな」

「い、いえ……だ、大丈夫です」

「君は私に、『初めて』と言ったな。そうだな、今までの私はそうだろう。だが明日会う頃ころには──、私は今の私ではなくなっているから、よろしく」

「た、楽しんでくらさい！」

　何を言っているのかわからないが、フィオレはとりあえず返事をした。

「ふむっ、さらばだフィオレ。また明日」

「は、はい……！」

　闇やみ夜よに消える純白の髪を、ただただ呆ぼう然ぜんと見つめるフィオレだった。




「あっ、お帰りなさい、ヘルヴィさん」

「……ああ、ただいま、テオ」

　ドアを開けると、テオはまだ皿を洗っていた。

　あれだけの料理を作ったのだ。

　それぐらい時間がかかるのは当然だろう。

「手伝おうか？」

「いえ、もうすぐ終わるので」

　テオが最後の一枚を洗い終わり、手を拭いて振り返った。

　目の前にあるテオの顔に、ヘルヴィは我慢できなくなって、思わずその頰に手を伸ばす。

「ヘルヴィさん？　どうしたんですか？」

　テオはくすぐったそうに、身をよじらせている。

「あ、あの……」

　その手が首にさしかかったとき……ヘルヴィは我に返り、手を引いた。

「……い、いきなりすまんな。頰が水で濡ぬれていたから、手で拭いたのだ」

「あっ、そうだったんですね。ありがとうございます」

　ヘルヴィは恥ずかしくなり目を逸そらす。

　不思議そうに見つめていたテオだったが、何かを思い出したかのように言った。

「あっ、お風ふ呂ろ沸わかしてませんでした。今やってくるので、待っててください」

　テオは早足でリビングから出ていった。

「……はぁ。どうしたら、初夜を迎むかえられるのだ……」

　ヘルヴィは焦あせっていた。

　フィオレにはあんな啖たん呵かをきってしまったが……。

　初夜というのは、もちろん初めての経験だ。

　そして初夜にするアレも、お互いに初めて……のはず。

（待てよ、テオは初めてだよな……？）

　自分は初めてだが、テオが初めてである、なんて保証はどこにもない。

（テオと契けい約やくした際に入手した情報を、全て思い出せ──！）

　この情報はとても大事なことだ。

　テオが初めてではないのなら……特に行動は起こさないが、心の中ではそれはそれは落ち込むだろう。

　ドキドキしながらテオの記憶、情報を掘ほり返すが……。

（良かった、ない……）

　冷や汗を拭きながら、安堵する。

　入手した情報の中に、テオが「初めて」を経験したというものはない。

　契約時に入手する情報は、テオの中で特に記憶に残っているものなどが多い。

　なので初めてを経験していれば、絶対にあるはずだった。

（しかし、新たな問題が発生した……！）

　テオ・アスペル、十四歳さい。

　──性の知識が、ほぼ全くない！

　老夫婦と暮らしていたから当然といえば当然なのかもしれないが、それでもなさすぎる。

（まさか自分が、『精通』していることすら理解していないとは……！）

　十三歳のときに精通はしているようだが、寝ているときに夢精しただけでそれが何なのかわかっていないようだ。

　お漏らしだと思ったようで、テオの中では恥ずかしいことと記憶されていた。

（これは、ヤバいんじゃないか……？　まさかこれほどテオが、性の知識に乏とぼしいとは思ってもいなかった）

　自分は知識はあるが、経験は全くない。

　そしてテオは、知識も経験もない。

　そんな二人が、ちゃんとした初夜を迎えるなんて、無理な話だろう。

「どうすれば……」

　ヘルヴィは考えて考えて……決断した。

「ヘルヴィさん、お風呂の準備できましたよ」

「テオよ！」

　リビングに戻ってきたテオの肩かたを、ガッと摑つかむ。

「えっ、な、なんですか？」

「勉強するぞ！」

「……はい？」

　ヘルヴィはテオの身体を押して、ソファに座らせた。

　呆あつ気けに取られていたテオは抵てい抗こうすることなく座ったが、頭にハテナマークを出している。

「勉強って、何のですか？」

「やればわかる」

　そうは言ったものの、ヘルヴィはテオの前で腕を組んで、右往左往してしまう。

　……何から教えればいいのだ？

「そうだな……まずテオよ、お前は子供がどうやって生まれるか知っているか？」

「えっ、こ、子供ですか？」

　テオは顔を赤くして、ヘルヴィの顔をチラッと見てからすぐに背そむける。

　そして手を太ももに挟はさんで、モジモジしている。

（なんだその格好、可愛い……いや、違う、違わないが今はそこじゃない。この反応、まさか知っているのか？　だがさっき記憶を確かく認にんしたときは、そういう風には思えなかったが……）

「そ、その、夫婦となった男女が、き、き……キスをしたら、十ヶ月後に、コウノトリが運んでくるって……！」

「……」

　テオは顔を真っ赤に染めて、ヘルヴィの唇をチラチラ見ながら言った。

　まさかそんな迷信を、そこまで信じ込んでいるなんて思いも寄らなかった。

（私の唇を見てもじもじしているテオ、本当に可愛いなぁ……）

　現実逃とう避ひして、しばらくテオの姿にうっとりするヘルヴィだった。




「えっ、キスじゃない？　じゃあどうやって子供を作るんですか？」

　ヘルヴィは真実を伝えようと、できる限りしっかりと教えようと思った。

　今後の夫婦生活に関かかわるからだ。

　しかし……。

「えっ、は、裸はだかで抱だき合うんですか……!?　む、無理です、恥ずかしいです……！」

「い、入れる？　何を、どこにですか？」

「えっ、いや、ええっ!?　そ、そんなの……！」

　教えるたびに顔を真っ赤に染めて、恥ずかしがるテオ。

　頭の中で何を妄想しているのか、こっちを見ないようにしている。

　だがやはり気になるのか、顔や胸をチラチラと見てきて、さらに恥ずかしそうに身をよじらせる。

「はぁ、はぁ……くっ……！」

　ヘルヴィは、テオのそんな姿を見て興奮してしまう。

　テオの目線を胸に感じるたびに、ゾクゾクッとした甘い刺し激げきが身体を走る。

　さすがに今襲ってしまうのは、可哀想だからと我慢しているが……。

　もうヤバい。いろいろとヤバい。

　お互いにソファに座っているが、見るとテオは端っこで身体を丸めて赤い顔を隠かくそうとしている。

　ヘルヴィは自制して端っこにいるが、ちょっと血走った目でテオを見てしまっていた。

　傍はたから見たら夫婦には見えず、自分が性犯罪者に見えるかもしれない。

　しかしテオからプロポーズをされた、れっきとした夫婦である。

　ヘルヴィは深呼吸をして、一いつ旦たん気持ちを落ち着かせる。

　目も瞑つぶってテオを見ないようにすれば、冷静になることができた。

（本来ならこのまま初夜を迎えて、初めてを経験したかったのだが……テオの様子を見る限り、無理だな）

　子供の作り方を知り、動どう揺ようしまくっているテオに、「じゃあ実じつ践せんしよう」というのは無理だろう。

（今日はこんな可愛い旦だん那なと出会えたことで満足するか……）

　思えば今日の朝に初めて会って、すぐに結婚した二人。

　ヘルヴィは流れで結婚してしまった感はあったが、その選せん択たくは正しかったと思っている。

　そうでないと、今日会った男にいきなり『初めて』を捧ささげることなんてできない。

（慌てなくても、これから何年、何十年も一緒に暮らしていくことになるのだ。気長に、テオの心の準備ができるのを待とうか）

　目を瞑りながらそう考え、結論に至って目を開ける。

　テオは両手で顔を覆おおい、まだ恥ずかしそうにしている。

「ヘ、ヘルヴィさんと僕が、裸で……あっ、ああ……むりぃ……！」

（可愛い）

　顔は見えないが、蕩とろけた顔をしているのがなんとなくわかる。

　これから数日、数週間、この姿を見ることができると考えれば、まだしなくてもいいかなと思える。

「テオ、大丈夫か？」

「は、はい……その、大丈夫じゃ、ないです。恥ずかしすぎて、ヘルヴィさんの顔が見られません……！」

（可愛すぎる）

　今すぐ襲ってしまおうか？

　いや、ダメだ。

　今待とうと決めたばかりなのに、こうも早く決心が鈍にぶるとは。

　悪魔の心をこんなに揺さぶることができるのは、おそらくテオだけだろう。

　精神を侵おかす撹かく乱らん魔法をもってしても、ヘルヴィが精神を揺さぶられることはないはずなのに。

「今日はもう寝るぞ。お風呂を沸かしてくれたのだろう？　先に入ってもいいか？」

「は、はい、どうぞ」

「私が入っている間に、顔を見られるようになってくれよ」

　そう言ってヘルヴィはリビングから出て、洗面所に。




　悪魔であるヘルヴィは、本来風呂に入る意味などない。

　身体が汚れることがないからだ。

　たとえ血などで汚れたとしても、魔法ですぐに綺麗にできる。

　ただヘルヴィは、普通に風呂が好きだった。

　悪魔であるヘルヴィは、服を脱ぐことなく、意識するだけで服が消え去り、裸になる。

　純白の長い髪を後頭部でまとめ、濡れないようにする。

　シャワーは浴びない、好きでもないし意味がないから。

　風呂場に入り、バスタブに手を入れ湯加減を確かめる。

「ふむ、ちょうどいい。それに足も伸ばせるほどの大きさだ」

　バスタブは足が長いヘルヴィでも、悠ゆう々ゆうと伸ばしてくつろげる大きさだった。

　足から湯に入れて、肩まで浸つかっていく。

「はぁ……いい湯だ。テオと私の湯加減の好みは同じみたいだな」

　ほんの小さな相あい性しようでも、それだけで嬉しくなる。

　一人で入る分にはこのくらいの大きさでいいが、今はもう少し贅ぜい沢たくを言いたくなる。
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（いつかはテオと一緒に入りたいから、もう少し広い方がいいな）

　そんなことを思いながら、ゆっくりとお風呂に浸かっていた。

　その頃テオは、妄想が加速し、いまだに顔から熱が引かなかった。

「い、今頃ヘルヴィさんは、裸でお風呂に……いや、それは当たり前なんだけど……子供を作るには、僕はヘルヴィさんの裸を見ないといけなくて……うぅ……！」




　ヘルヴィは風呂から上がった。

　指をパチンと鳴らす。

　すると濡れた身体や髪が一瞬で乾き、風呂に入ったことすらわからないほどになった。

　ヘルヴィはわざわざタオルで拭かなくても、そのぐらい簡単にできるのだ。

　服も脱ぐときと同様、意識するだけでまた着ることができる。

　この後は寝るだけなので、黒のネグリジェを身につけた。

　胸むな元もとがガッツリ開き、裾すそも短いので綺麗な足が惜おしげもなく晒さらされている。

　今日初めて性を知ったテオにとって、これはかなり刺激的な格好だ。

（これで、少しでも意識してくれれば嬉しいが）

　確信犯だった。

　風呂場を出てリビングに向かうと、テオがソファで正座をしていた。

　煩ぼん悩のうを払はらおうとしていたのか。

「テオ、出たぞ。いい湯だった」

「あっ、は、はい、良かったです。じゃあ、僕も入ってきますね！」

　ヘルヴィの服を見たテオは、目を見開いて驚おどろくと、またすぐに顔をそらした。

　テオは立ち上がり、ヘルヴィの脇わきを通ってリビングを出る。

　しかしそのとき──ヘルヴィは見逃さなかった。

　悪魔であるヘルヴィは、常人とは比べ物にならないくらいの動体視力を有しているのだ。

（──膨ふくらんでいる……！）

　場所的に、確実にそれは男のソレが。

　膨らみを手で押さえ、前まえ屈かがみになりながら、恥ずかしそうに出ていったテオ。

　テオの足音が遠くなっていき、風呂場のドアが閉められる音が聞こえるまで、ヘルヴィは動けなかった。

（なんだあれなんだあれ！　そういうことなのか！　テオが私でそういう妄想をして、たたせて……！　ああ、可愛い、可愛すぎる……！　今すぐ、食べてしまいたい……！）

　ヘルヴィはソファで身悶えていた。

　横になってテオの残り香がを嗅かぐ。

　もはやただの変態だった。

（私は、我慢できるのか？　これはある種の拷ごう問もんではないか？　あんなに美味しそうに熟じゆくした果実を、目の前に置かれて食べられないなんて……）

　ヘルヴィは我慢などしたことがほとんどない。

　悪魔だから当然のことだった。

（今回は我慢しようと決めたのだ……だが、これはキツイ。いずれ襲ってしまいそうだ。少しでも何か発散しないと……）

　そう考えていると、風呂場のドアが開く音が聞こえた。

　どうやらテオが出たようだ。

「はぁ……遅おそくなりました」

　リビングに入ってきたテオは、タオルを手に髪を拭いていた。

　艶つややかな黒髪が、濡れてさらに鮮あざやかさを増している。

　何年も使っている寝巻きなのか、首の部分がダボついて胸元がチラチラと見えている。

（くっ……やっぱりもう誘さそっているだろう!?）

　テオはヘルヴィとは違い、誘おうなんて思ってもいない。

　だが意識していないからこそ、無防備な可愛らしさがにじみ出てしまっていた。

　ヘルヴィは見逃さない。

　ちょっとした隙すきを。

　テオが少し動くたびに、生まれる隙をガン見してしまう。

　もちろん戦いにおいての隙ではなく、この場合は性的な隙というべきか。

（もう、ダメだ……）

　ヘルヴィはゆったりとソファから立ち上がり、テオの両肩を摑む。

「ど、どうしたんですか？　もしかして、体調悪いんですか？」

　体調を気き遣づかって心配そうに見上げてくるテオ。

　風呂上がりだからか、なんだかいい匂においもする。

「テオ……」

「は、はい」

「キスをしよう」

「……はい？」

「キスだ」

「き、き、キスですか？」

「ああ、いいだろう？」

　ヘルヴィは欲望を抑えきれず、肩を摑んでテオを押していく。

　そんなに強く押しているつもりはないが、華きや奢しやなテオはどんどん後ろに押されていく。

「そ、その……子供が……」

「キスで子供は絶対にできない」

「ほ、本当ですか？　コウノトリが運んできたりは……？」

「しない、絶対にない」

　後ろに下がっていくと、壁に行き当たる。

　壁に背中を預けたテオ。

　ヘルヴィはその顔の横の壁に左手を突つく。

　ここに傭兵ギルドの受付嬢達がいたら、「見て、壁ドンよ！」と騒さわいでいることだろう。

　恥ずかしそうに俯うつむくテオ。

　ヘルヴィは顎あごに右手を添そえ、テオの顎をクイッと持ち上げた。

「……いいか？」

「あっ、そ、その……」

　テオが目を一瞬右へ、左へと逸らして……。

　見上げるように目を合わせると、潤うるんだ瞳ひとみで言った。

「……僕とキス、したいですか……？」

　その言葉に、ヘルヴィの理性は崩ほう壊かいした。

「あっ……」

　ヘルヴィの艶やかな顔が近づいてきて、思わずテオは声を上げた。

　しかし次の瞬間には、言葉を漏らすことはできなくなった。

「んんっ……！」

　二人の唇が、重なった。

　重なる瞬間、テオは思わず目を瞑った。

　そしてこの世のものとは思えない柔らかいものを唇に感じる。

　上から覆いかぶさるように、口を塞いでくる。

「んっ、あぅ……！」

　キスのときは鼻で呼吸をすればいい、なんて思いつかないテオは、息を吸おうと必死に喘ぐ。




　その様子を、ヘルヴィはジッと見ていた。

　絶対に可愛い姿をする、と思って目を瞑らないようにしていたが、それが大正解だと自分を褒めた。

（可愛い可愛い可愛い。目を思いっきり閉じてるテオ可愛い。唇柔らかい。口から息をしようとしているテオ可愛い）

　テオの姿に鼻息が荒くなってしまうヘルヴィは、一度顔を離はなす。

　すると、何かを求めるようにテオが顔を突き出してくる。

　まるで「まだキスをしていたい」と訴うつたえるかのように。

「あっ……」

　そして離れた瞬間、名な残ごり惜おしそうな声を上げ、上うわ目め遣づかいで寂さびしそうにこっちを見てくる。

（ああ……もう、テオ……私にそこまで、襲って欲しいのか……！）

「テオ、鼻で息をしろ……そうすれば、長くできる」

　鼻と鼻がくっつきそうな距きよ離りで、ヘルヴィは言う。

「は、はい……」

　蕩けた目でヘルヴィの顔を見つめながら、テオが返事をする。

　まだできると聞いて、頰を赤く染めて嬉しそうだ。

　そしてまた、二つの唇が一つとなる。

　互いに近い距離で鼻呼吸をすることになり、テオの息を自分が吸うことになる。

（甘い……口だけじゃなく、息すら甘い、美味しい……）

　ヘルヴィは鼻息を荒くする。

　テオも鼻息が荒い。

　ならばテオも「甘い、美味しい」と思ってくれているかもしれない。

　興奮を抑えられず、ヘルヴィはテオの唇をこじ開け舌を入れた。

「んんっ……！　ふぁ……んっ……」

　異物の侵しん入にゆうに最初は驚いたテオだったが、なすがままにそれを受け入れる。

　むしろ入ってきた舌に、テオも舌を絡からませる。

　お互いにたどたどしい舌の絡ませ方。

　しかし夢中に、貪むさぼるようにキスをする。

　舌を先に入れたのはヘルヴィだったが、途と中ちゆうからテオもヘルヴィの中に舌を入れてきた。

　その舌を優やさしく、そして激しく舌で包み唾だ液えきを絡ませる。

「あぁむ……んっ……」

　悩なやましい息を漏らしながら、テオは必死に舌を絡ませてくる。




　二人の体勢は、最初とは全く異なっていた。

　ヘルヴィは左手を壁に、右手をテオの顎に当てていた。

　しかし今、左手はテオの首の後ろを通って、左肩を強く摑み、右手はテオの腰こしに当てて、引き寄せるように抱いていた。

　テオもキスをし始めたときは、手の置き場に迷っていたようだったが、今はヘルヴィの首に両腕を回し、抱きつくようにもたれかかってきている。

　ヘルヴィは意図して抱きしめていたが、テオは完全に無意識だ。

　可愛すぎてクラクラする。

（可愛いよテオ……もうこのまま、全て食べ尽くしたい……！）

　キスをすれば自分の欲が収まると思っていたが、することによってさらに欲情してしまう。

　──何分、何十分していたのか……。

　ようやく二回目のキスは終わり、どちらからともなく唇を離す。

　お互いに息が荒くなっている。

　テオは興奮もあるが、普通に酸素が足りなくなって必死に呼吸をしているようだ。

　ヘルヴィは息を数十分止めたくらいで息を荒らげるほど辛つらくはならないので、ただ興奮しているだけだ。

「はぁ、はぁ……ヘルヴィ、さん……」

　頰が紅潮し、目がトロンと蕩けているテオ。

　その姿を見て、またすぐにキスをして襲いたくなるヘルヴィだが、ぐっと我慢する。

「はぁ、はぁ……どうだった？　テオ……私との、キスは」

「その、とても、気持ちよかったです……」

「……そうか」

　いまだに顔と顔の間に拳こぶしが入るか入らないか、ぐらいの距離で話している二人。

　テオは恥ずかしそうに目を逸らす。

　その姿を見てまたキスをしたくなるヘルヴィだが、これ以上したら歯止めがきかなくなる。

「そろそろ寝るか。明日も早くにギルドへ行くのだろう？」

「えっ、あ、はい、そのつもりです」

「私はテオの部屋の隣、老夫婦の寝しん室しつのベッドを使っても大丈夫か？」

「だ、大丈夫です。だけど最近掃除してないから、埃ほこりとか……」

「魔法で綺麗にするから平気だ」

　早く離れないと、もう止まれない。

　そう思い泣く泣くテオから離れて、寝室に向かおうとしたが……。

　小さな抵抗を感じて振り向くと、テオがネグリジェの裾を軽く摑んでいた。

「どうした？」

「あっ、その……！」

　思わず摑んでしまったようで、テオはすぐに手を放す。

　あたふたしながら、テオが俯いた。

「さ、寂しくなって、摑んじゃいました……すいません」

「くっ……！」

　心臓が止まったのではないかと思い胸を押さえる。

　しっかり動いていることを確認し、ホッとする。

　悪魔であるヘルヴィが初めて、死を覚悟した瞬間だった。

　ヘルヴィはもう一回近づき、テオの顎を優しく持ち上げる。

　テオが「あっ……」と声を出した瞬間、軽く唇を合わせた。

「……これで大丈夫か？」

「……も、もう一回、お願いします」

　その後、数えきれないほどのキスをしてから、二人はそれぞれの寝室に入った。

　どちらも布ふ団とんに入ってから、しばらく眠れなかったのは、言うまでもない。








第三章　かつての仲間









　──翌朝。

　テオはいつもよりも遅おそくまで寝ねてしまった。

　慌あわてて準備をし、朝食を作っていた。

　いつもの時間に起きられなかったのは、昨夜の出来事が原因だろう。

　そのことを思い出すと、今でも顔が熱くなってドキドキしてくる。

　あんなに恍こう惚こつとしたヘルヴィの顔は、見たことがなかった。

　そして夜、眠ねむりにつく前にしたこと……。

「いっ……！」

　ぼーっとしてしまい、気づいたら親指に痛みが走った。

　見たら包丁で軽く薄うす皮かわを切ってしまった。

　血が出た親指を口に含ふくむ。

　変なことを考えてしまったから、間ま違ちがえて切ってしまった。

　祖母にも包丁を使うときは気をつけろ、と言われていたのに。

　しかし、どうしてもあのときのことが頭に思い浮うかんでしまう。

　親指を咥くわえていると、ヘルヴィが自分の口の中に舌を入れてきたことを思い出してしまう。

（ヘルヴィさんの舌はもっと柔やわらかくて、熱くて……ってダメだ、こんなんじゃ！　もっとしっかりしないと……！）

　するとリビングのドアが開く音がして、テオはビクッとなりながらもそちらを向く。

「おはよう、テオ」

　そこにはネグリジェ姿じゃない、初めて会ったときと同じ姿のヘルヴィがいた。

　つまり、翼つばさとツノが生えているということだ。

「お、おはようございます、ヘルヴィさん。その、翼とツノが出てますけど」

「ん？　ああ、眠っている最中に出してしまったようだ。熟じゆく睡すいするとつい、な」

「そうなんですね……」

　悪あく魔まっぽい姿だが、やっぱり綺き麗れいだなとテオは見み惚とれる。

「……翼とツノが好きなのか？」

「えっ！　あっ、いや、すいません、ジロジロ見てしまって……」

「いや、それは構わないぞ。で、どうなんだ？」

　ヘルヴィは誘さそうように翼を少し動かす。

　テオは恥はずかしがりながらも、正直に言う。

「その、翼とツノが好きというわけではなくて、その姿のヘルヴィさんが、美しすぎて……見惚れてしまいました……！」

「……そ、そうか。で、では、二人きりのときは出してたほうが嬉うれしいか？」

「は、はい……」

「そ、それなら仕方ない。愛いとしい旦だん那なの頼たのみだ。これからはそうすることにしよう」

「あ、ありがとうございます」

「いや、こんなことで喜んでくれるなら、こちらも嬉しいぞ」

　お互たがいに顔を真っ赤にして、少し俯うつむいている。

　しかしどちらも口角を上げ、これからのことを想像してにやけていた。

（二人きりのときは、この姿が見られるんだ……僕ぼくだけが知る、ヘルヴィさん……）

（朝からやってくれるな……可愛かわいすぎるぞ）

　朝からお熱い二人だった。

「テオ、親指を切ったのか？　血が出ているぞ」

「あっ、そうでした。あとで絆ばん創そう膏こうでも貼はっておきます」

「いや、その必要はない」

　ヘルヴィはいきなりテオの親指を咥えた。

「えっ！　ヘ、ヘルヴィさん……!?」

　顔を赤くして、ドキドキするテオ。

　するとなんとなく親指の感覚が鋭するどくなった気がした。

　ヘルヴィに舐なめられた親指の傷が、綺麗に消えていた。

「えっ……ない？」

　思わずテオは親指を凝ぎよう視しする。

　まるで切ったことが噓うそだったかのように、綺麗な親指だ。

「治しておいたぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　傷を治す魔法なんて初めて受けた。

　ヘルヴィのすごさに驚おどろかされると同時に、やはり気になるのは口に含まれた親指だ。

　さっきまでヘルヴィの口の中にあったので、少し濡ぬれている。

（ど、どうしよう……！　拭ふくのもなんかもったいない気がするし、それでもこのままだと……意識しちゃうし）

　テオは自分の親指を見ながら動どう揺ようしていた。

　そんなテオを見て、またヘルヴィは察して少し笑う。

「ふふっ、別にまた咥えてもいいんだぞ？」

「えっ！　いや、それは、その、さすがに……」

　ヘルヴィに舐められた親指を咥えたいと思ったが、さすがにその度胸はなかった。

　しかもヘルヴィの目の前で。

　するとヘルヴィが動揺しているテオの姿を微笑ほほえましそうに見ながら、そこらにあったタオルを手に取って親指を拭いてくれた。

「これで大だい丈じよう夫ぶか？」

「す、すみません……」

「いや、大丈夫だ。しかし、傷を治したお礼をしてもらいたいな」

「は、はい、何をすればいいでしょう？」

　ヘルヴィが目を瞑つぶって顔を前に突つき出してきた。

「おはようの、その……キスを、要望する」

　もう少し余よ裕ゆうをもって言いたかったヘルヴィだが、最後の最後で照れてしまった。

「えっ!?　お、おはようのキス、ですか？」

　テオは目の前の艶つややかなヘルヴィの唇くちびるを見て、ドキドキする。

「ああ、もう少し屈かがんだ方がやりやすいか？」

　ヘルヴィが腰こしを折って少し屈むと、テオの唇と丁度いい高さになる。

「さあ、旦那様。おはようの、キスを」

「……は、はい」

　顔を真っ赤に染めながら、テオは目を瞑り意を決してキスをしようとする。

　そして唇が重なる……と思いきや、自分からは初めてのキスだったので、距きよ離り感もわからず、唇からずれてしまった。

「あっ……す、すいません」

　昨日と感かん触しよくが違ったので、失敗したと気づいたテオ。

　さらに恥ずかしくなって、顔を赤くして動揺する。

「ふっ、ふふふっ……大丈夫だ、ありがとう。とても満足なお礼だったぞ」

「そ、それはよかったです」

　ヘルヴィが笑ったのでちょっと安心したが、気を使わせてしまって妙みように情けなくなった。

　そう思ったテオが落ち込こんでいると……。

「んっ……」

「……えっ？」

　いきなり、ヘルヴィが唇を重ねてきた。

　軽く重ねてすぐに離はなれたので、テオは呆あつ気けに取られてしまった。

「次はこういう風に頼むぞ、旦那様」

　そう言って笑うヘルヴィに、テオは今日始まって間もないのにまたも見惚れてしまうのだった。




　その後、二人はギルドへと向かった。

　家を出るときに、テオは恥ずかしがりながらも意を決して、

「へ、ヘルヴィさん……！」

「ん？　どうし……っ！」

「んんっ……！」

　振ふり返った瞬しゆん間かんを狙ねらい、背せ伸のびしてキスをした。

　今度は完かん璧ぺきに、唇が重なった。

「ど、どうでしたか……？　う、上う手まくできましたか？」

　テオは恥ずかしそうに目を伏ふせながらも、ヘルヴィの反応が気になりチラチラ上うわ目め遣づかいで見る。

「～～っ！」

　今度はその姿や行動を見て、顔を真っ赤にして見惚れたのはヘルヴィのほうだった。

（可愛い可愛い可愛い……！　なんということだ、悪魔の私がしてやられた。あんな近くにテオの顔があって固まってしまった。予期せずにキスをされるとは……！　なんて、最高なんだ……！）

　実際キスは一瞬すぎて、感触などまるでわからなかった。

　しかしそれまでに至る行動や、その後の仕草が至高すぎた。

　テオが朝食のときにどうやってキスを仕返そうか考えていたので、思考を読まないようにしていた。

　頑がん張ばって考えるその姿も可愛かったし、何より自分のためにそこまで考えてくれるのが嬉しかったのだ。

　だがまさか、こんな早くにやられるとは思っていなかった。

「その、い、行きましょうか……！」

　気まずくなったテオが、そう言って家を出ようとした。

　そのとき……。

「テオ」

「えっ……っ！」

　ヘルヴィはテオの肩かたを摑つかんで強引に振り向かせ、口を塞ふさいだ。

　そしてそれから数十分ほど……ギルドに着くのが遅おくれたのは言うまでもない。




「あっ、お、おはよう、テオ君。ヘ、ヘルヴィさん」

　フィオレはいつもよりも遅れてやってきた二人を見て、少し顔が赤くなった。

「おはようございます、フィオレさん」

「……おはよう、フィオレ」

　テオは元気よく、ヘルヴィは少し気まずそうに応こたえた。

「フィオレさん、今日は僕ができる依い頼らいありますか？」

「今日は結構あるよ。はい、依頼書」

「ありがとうございます！」

　テオは何枚かの依頼書を受け取り、一枚一枚しっかり読み込みながら選ぼうとする。

（ヘルヴィさん、聞こえますか？　聞こえてますよね？）

〝……聞こえてるぞ〟

　その間に、ヘルヴィとフィオレは頭の中で話していた。

（その、昨日はどうだったんですか？　その、初夜のほうは……）

　フィオレは昨日、ヘルヴィに『初夜』のことを聞いてから、ずっと気になっていた。

　気になりすぎて寝付けず、少し遅ち刻こくしてしまったのだった。

　だから今日は会ったら、絶対に聞こうと思っていた。

（その、し、したんですか？）

（……何をだ？）

（わ、わかりますよね!?　ベッドで、その……）

　フィオレは顔を赤くしながら聞く。

（はぁ……していない）

（えっ……？　してない、んですか？）

（ああ、していない。というよりも、できなかったのだ）

　ヘルヴィはできなかった理由を教える。

　主に、テオの性知識のなさを。

（そ、そうだったんですね……テオ君、純情だなぁ）

（純情どころの話ではない。下心が全くないと、まさかこちらが困るとは……）

（そうですよね。ヘルヴィさんも、その、したいですよね……？）

（ああ、したい。すぐにでもしたい。昨日襲おそわなかった私を褒ほめて欲ほしい）

　フィオレはヘルヴィから、昨日の夜の出来事を事細かに聞かされた。

　もちろん頭の中で。

（そ、そんなキスをしたんですか……）

（ああ、最高だった。そして今日の朝もずっとキスをしていたから遅れたのだ）

（だ、だから遅かったんですね）

　そうして頭の中で会話をしていると、ヘルヴィは他の受付嬢じように声をかけられた。

「あの、ヘルヴィさん。ちょっとこっち来て」

「ん？　なんだ？」

「ちょっと聞きたいことがあって」

　その受付嬢の後ろには、何人もの受付嬢が固まって楽しそうに待っている。

（あ……すいません、ヘルヴィさん）

（なんだ？）

（さっき、テオ君とヘルヴィさんが昨日初夜を迎むかえるってことを、他の受付嬢達にも話しちゃいました）

（何を言ってくれてるんだ、お前は）

　フィオレが仕事に遅れることは珍めずらしく、受付嬢達から質問攻ぜめにあったのだ。

　昨日はテオの家に行ったということを知られていたので、なおさら他の人達は気になる。

　問い詰つめられて、つい「初夜」のことを言ってしまった。

　だから他の受付嬢達も、テオとヘルヴィが来るのを今か今かと待ち構えていたのだ。

「ちょっと昨日のことを聞くだけだから。いいでしょ？」

「……ああ、わかった。テオ、ちょっと私は話してくる」

「あっ、はい、いってらっしゃい」

　テオが不思議そうにしながら、受付嬢に連れていかれるヘルヴィを見送る。

「皆みなさんは何を聞きたいんですかね？　フィオレさん」

「さ、さあ？　なんだろうね？」

　少し引きつり気味に笑いながら、フィオレは誤ご魔ま化かした。







「あ、ヘルヴィさん、おかえりなさい」

　受付嬢達の質問攻めから抜ぬけ出したヘルヴィに、テオが笑顔でそう言った。

「……ああ、ただいま」

　自分よりも弱い生物にここまで追い込まれたのは初めてだったヘルヴィは、精神的に疲つかれてしまっていた。

　しかしテオの言葉と笑顔に、その疲れはもともとなかったかのように吹ふき飛んだ。

　それだけでこんな幸せな気持ちになるとは、自分でも単純だと思い笑ってしまう。

「何を話してたんですか？」

「ふふっ、女同士の会話だ。男のテオには聞かせられないことだ」

「そ、そうですか」

　本当に、聞かせられないことだ。

　フィオレに頭の中で話したことよりも詳くわしく、より具体的に昨日の夜と今日の朝のことを話した。

　受付嬢達が後ろから、ニヤニヤしながらこちらを見ているのがわかる。

　まあ面めん倒どうくさいからもう関かかわりはしない、が……。

（それよりも思い出しながら話したから、またテオの唇を貪むさぼりたくなってしまったのが問題だ……）

　テオの顔を見て、その柔らかそうな……いや、柔らかかった唇を見る。

「どうしたんですか？」

「……いや、なんでもない」

　これだけで我が慢まんできなくなるようでは、これからずっとキスしてないと気が済まなくなってしまう。

　それではダメ……いや、ダメじゃない気がするけど、いろいろと困りそうだからやめておく。

（家に帰ったら、またしよう。今度は数十分ではなく、数時間……）

「ヘルヴィさん、この依頼を受けたいんですけど、どうですか？」

　桃もも色の思考をしていたヘルヴィだが、テオに話しかけられてすぐに切り替かえる。

「ん？　どれどれ……薬草採取？　それだけでいいのか？　もっと凶きよう悪あくな魔物の討とう伐ばつでも、私なら余裕だぞ？」

「それは僕が余裕じゃないです！」

　昨日はこの依頼はなかったが、街の薬屋から新たにギルドに届いたのだ。

　街には何軒けんか薬屋があるが、久しぶりの薬草採取の依頼である。

「一応これ、僕にきた指名依頼なんですよ」

「ほう、テオに指名依頼か。とても見る目がある依頼者なのだな」

「そ、そんな、言いすぎですよ……」

「そうなんですよ。傭よう兵へいギルドへの薬草採取の依頼は、ほとんど全すべてテオ君への指名依頼です」

「そうなのか」

「はい、テオ君の丁てい寧ねいな採取のお陰かげでとても助かっているという方が多くて、定期的にこの依頼が届きます」

　フィオレが言う通り、テオの薬草採取はとても好評で何度も依頼が届いている。

　傭兵ギルドに属している者は力自じ慢まんが多く、そういった繊せん細さいな作業をする依頼を嫌きらう。

　薬草は素人しろうとには見み極きわめが難しく、そして採取も引っこ抜くだけでは絶対にダメなのだ。

　葉も根も必要なので大おお雑ざつ把ぱに引っこ抜いてはいけない、しっかりと綺麗に採取して運ばないと使い物にならない。

　だからテオがやる前までは、薬草採取の依頼など傭兵ギルドには全くなかったくらいだ。

　テオが薬草採取をするようになって、ようやくそんな依頼がくるようになった。

「テオができるくらいの依頼ならば、安全なのか？」

「うーん、他の依頼よりは断然安全ですね。魔物と戦う必要がないですし。だけど街を出る必要があるので、魔物が出る可能性はありますよ」

「そうか」

「見つからないように隠かくれながら、見つかってもそこまで強くないので僕でも逃にげられますよ」

「それならば今日は、見つかっても逃げなくてもいいな」

「は、はい！　ヘルヴィさん、一いつ緒しよにやってくれますか？」

「もちろん、私はテオの奥おくさんだからな」

　絶対に断るはずがないのに、心配そうな目で見上げてくるテオを安心させるように頭を撫なでる。

「お、奥さん……そ、その、ありがとうございます……」

「……う、うむ」

　テオが「奥さん」発言に恥ずかしがると、ヘルヴィもそれにつられて少し頰ほおを赤く染める。

　ヘルヴィは受付嬢達が黄色い声をあげて騒さわいでいると気づくが、関かん与よしたら負けだ。

「じゃあ、この依頼を受けるってことで大丈夫？」

　ちょっと胸焼けしているフィオレが、そうとは悟さとられないように問いかける。

「あっ、はい、お願いします！」

「じゃあ手続きしておくから、気をつけていってきてね」

「はい、ありがとうございます！」

「ヘルヴィさんも、いってらっしゃい」

「ああ。テオのことは心配するな、私は最強なのだから」

　ヘルヴィはそう笑って、テオに続いてギルドを後にした。

「……ヘルヴィさんって、イケメンだなぁ。テオ君が女で、ヘルヴィさんが男でも、二人はお似合いな気がする」

　たまたま近くにいた受付嬢の一人が他の受付嬢達にそれを伝え、さらに妄もう想そうを膨ふくらませたのだが……今は語らないでおこう。




「ギャァァァ!!」

　その時、森に突然醜みにくい魔物の悲鳴が響ひびき渡わたった。

　見ると魔物が胴どう体たいを引き裂さかれ、上半身と下半身がそれぞれ地面へと崩くずれ落ちている。

「あ、ありがとうございます、ヘルヴィさん」

「ふむ、このくらい朝飯前だ」

　ヘルヴィはいきなり襲いかかってきた魔物からテオを庇かばったのだった。

　一瞬で魔法を発動させ、ゴブリンを真っ二つにした。

　軽く腕うでを振っただけで殺せる敵だが、テオにとっては不意打ちされたらやられてしまう可能性がある。

　テオの肌はだに一つの傷もつけさせてはいけない。

　そう思いヘルヴィは、いつもにも増して周りに気を配っていた。

「しかし、結構魔物が多いのだな」

「そうですね、いつもはこんなに多くないんですけど……」

　テオがいつも薬草を採取している場所は、魔物との遭そう遇ぐう率が低いところだ。

　薬草がもっと生えている場所はあるが、危険なのでそこは行ってない。

　遭遇する前にヘルヴィが何体も殺しているが、それでも遭遇率がいつもより高いのだ。

　二人は理由がわかっていないようだが……実際、その理由はヘルヴィにある。

　いや、厳密には少し違う。

　ヘルヴィが簡単に倒たおした、伝説の魔物キマイラ。

　あれは存在するだけで、ここら一帯の生態系を壊こわしていたのだ。

　キマイラから攻こう撃げきを仕し掛かけてこない、ということを知っていた人間達は放置した。

　しかしその知ち恵えがない魔物達は、戦いを挑いどむか逃げるかの二択たくだ。

　キマイラに戦いを挑んだ魔物は完かん膚ぷなきまで潰つぶされた。

　そして逃げた魔物達が、キマイラが倒されたことによって一気に帰ってきたのだ。

　そのせいでこの森には魔物が多くなってしまっている。

　しかしこれは一時的なものなので、数日後にはいつも通りの森に戻もどっているだろう。

「テオ、薬草は集め終わったか？」

「あともう少し必要です」

「そうか、意外とかかるものだな」

「ヘルヴィさんがいるなら、最初から薬草がいっぱいある場所に行けばよかったですね……すいません」

　こんなに強い護衛がいるのだったら、多少強い魔物がいるところでも大丈夫だったはずだ。

　ヘルヴィを無む駄だに疲れさせてしまって、テオは申し訳なく思った。

「なに、謝あやまることはない。薬草採取は初めてだから、新しん鮮せんで楽しいぞ。それに……」

「あっ……」

　ヘルヴィがいきなり後ろからテオに抱だきつき、肩に顔を置く。

　頰と頰が触ふれるか触れないか、そのくらいの近さだ。

「ここだと、誰だれにも見られないから……人の目をはばからずに、イチャつけるからな」

「ヘ、ヘルヴィさん、だけど魔物がきたら……」

「大丈夫だ、さっきの魔物で周りにはいなくなった。私が言うのだから間違いない」

　ヘルヴィは傭兵ギルドでフィオレや受付嬢達に昨夜と今け朝さのことを話して、我慢ができなくなった。

「テオ、こちらを向け……キスが、できない」

「ヘルヴィ、さん……んっ」

　その後、二人はキスに夢中で薬草採取を数十分ほど忘れていた。




　いつもより効率的に薬草を集めていたのだが、終わった時間はいつもより遅くなってしまった。

（うぅ、またヘルヴィさんとキスをしてしまった……！　気づいたらこんな時間に……だけど、気持ちよかった……）

（はぁ、最高だ……どんな料理や酒よりも、テオの唇の方がいい……もっと味わいたいから、帰ったらもう一回……！）

　しかし二人とも、全く後こう悔かいはなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「久しぶりに帰ってきたね、ネモフィラの街に」

　一人の女が、丘おかの上から街を見下ろしながらそう言った。

　まだ遠くに街はあるが、夜までには到とう着ちやくできるだろう。

「一年ぶりくらいかしら？」

　隣となりにいる女も、懐なつかしそうに街を見下ろしながら言う。

「あの子は元気にしてるかな？」

「少しでも強くなっていればいいのだけど」

　かつて一緒にパーティを組んだ男の子を、二人は思い出す。

　実力差がありすぎて難しい依頼を一緒に行けないので、仕方なく男の子とはパーティを解散したのだ。

　別れるときは本当に辛つらかったのを覚えている。

「待っててね、テオ君」

「テオ、会いに行くから」

　二人はあのときの男の子──テオに会うために、ネモフィラの街へと歩き出した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　結局、テオとヘルヴィが受けた薬草採取の依頼は夕方過ぎに終わった。

「その、帰りましょうか……」

「ああ、そうだな……すまないな、こんなに遅くなってしまって」

「い、いえ、僕もその、時間を忘れてたというか……」

　ヘルヴィは恥ずかしさに慣れてきたが、テオはまだ慣れていない。

　だからヘルヴィの顔が見られないのか、ずっと下を向いて歩いていた。

（顔を真っ赤にして下を向いているテオ可愛い……）

　夕方の街は、人通りが多くなる。

　仕事帰りの人もいれば、夕飯の買い出しに商店街に来ている人もいる。

　道が混こんでいるので、下を向いていたら人に当たってしまう。

　そして今にも、テオがすれ違う人と肩がぶつかりそうに──。

「おっと」

「あっ……」

　当たる寸前に、ヘルヴィはテオの肩に手を回して自分の方に引き寄せる。

　テオの顔がヘルヴィの胸の間に突っ込むように挟はさまってしまった。

「いつまでも下を向いてたら危ないぞ」

「ふぁ、ふぁい……っ！」

　ようやく顔を上げたテオだが、自分の顔がヘルヴィの胸の中ということに驚く。

「ふぁ、ふぁの……！」

「んんっ、テオ、そこで喋しやべるな……くすぐったいだろ？」

　胸むな元もとが開かれた服を着ているので、直じかにテオの息が当たってしまう。

「～～っ！」

　耳まで真っ赤になるテオを、ヘルヴィは見下ろしながら別の意味で頰を赤く染めた。

　そのまま口を塞いでやりたいが、この場所が商店街のど真ん中であることに気づく。

　道行く人のほとんどが、いきなり始まった二人の情熱的な抱ほう擁ようを見ていた。

　ヘルヴィは周りに見られて恥ずかしいわけではないが、こんなところでキスをするのは見世物にされてる感じでいい気分はしない。

「テオ、行くぞ。早く依頼達成を報告しないと、家に着くまでに日が暮れてしまう」

「あっ……は、はい」

　身体からだを離したとき、一瞬テオが残念そうな顔をしたのをヘルヴィは見み逃のがさなかった。

　テオの耳元に顔を近づけ……。

「帰ったら、思う存分触さわってもいいんだぞ？」

「──っ!?　いや、その……！」

　驚いて後あと退ずさったテオが見たものは、ヘルヴィの妖よう艶えんな笑顔だった。




　その後、ますますヘルヴィの顔が見られなくなったテオは、ヘルヴィに手を引かれてギルドへと向かった。

「どうしたのテオ君？　顔から火が出るんじゃないか、ってくらい真っ赤だけど」

「聞かないでください……」

　フィオレにそう問いかけられたが、何も答えられないテオだった。

　状態がいい薬草を渡し、依頼報告を終える。

　そして二人が帰ろうとした、そのとき。

　ギルドの入り口の扉とびらが開かれた。

　そこには二人の女性が立っていた。

　一人は戦士の格好をしているが、露ろ出しゆつしている肌面積は多めだ。

　軽戦士はこういう服装を好んでいるので、そういうことだろう。

　髪かみは赤色で肩ぐらいの長さだ。無造作っぽく見えるが、軽く整えられている。

　顔立ちは可愛く、なにやら周りをキョロキョロと見渡している。

　誰かを探しているようだ。

　そして、もう一人はどう見ても魔法職だ。

　帽ぼう子しも魔法使いっぽい、とんがり帽子だ。少しヘタれている感じが熟練者の雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　綺麗な金きん髪ぱつが背中の真ん中ぐらいまで流れていて、少しウェーブがかかっていた。

　目は少しつり上がっていて、美人という印象を受ける。

　むさ苦しい男どもが入り浸びたっている傭兵ギルドに、女性が来ることはあまりない。

　今日は男達が少ないから静かだが、いつもだったら騒いでいることだろう。

　そして今日は人が少ないということも手伝って、戦士の格好をした女性が探していた人物はすぐに見つかった。

「あっ！　テオ君、久しぶり！」

　パァッと笑顔になったその人は、駆かけ足になってテオに近づいてくる。

　その後ろから魔法職の女性がついてくるが、テオを見つけたからか少し嬉しそうだ。

「えっ、ジーナさん!?　それに、セリアさん!?」

「やー、覚えててくれてたんだ」

「当たり前ですよ！　お久しぶりです、ジーナさん！」

「うん、久しぶり！」

　戦士の格好をしたジーナは、嬉しそうにニコニコしている。

「セリアさんも、お久しぶりです」

「ふふっ、そうね。相変わらず元気そうで何よりよ、テオ」

「はい、セリアさんもお元気そうで良かったです」

　魔法使いのセリアは、頰を緩ゆるめて笑った。

「いやー、だけどテオ君は何も変わらないねー」

「そうですか？」

「うん、ほら、身長とかさ」

「うぅ……言わないでくださいよ、気にしてるんですから」

　ジーナとセリアよりも身長が低いのは、パーティを解散してからも変わってなかった。

「私は好きだけどなー、ほら、撫でやすいし」

　ジーナはテオの頭に手を伸のばした、が……。

「私の許可なしに、触ってもらっては困るな」

　その腕を、ヘルヴィが摑んだ。




　腕を摑まれたジーナは、目を見開いた。

　テオの頭を撫でるのを邪じや魔まされたから驚いたのもあるが、そこではない。

　摑まれた腕に伝わってくる、相手の力にだ。

　ジーナはこの世界で、とても強い部類に入る。

　それこそ力比べだったら、鍛きたえたこの身体に勝てる者はほとんどいない。

　そこらの男にも負けることはないだろう。

　しかし……。

（全く、動かせない……！）

　振り解ほどこうとしても、まず腕が動かない。

　さっきから本気で力を入れているにもかかわらず、ピクリとも動かない。

　まだ腕の力だけしか入れていないから、全身の力を使えばなんとかなるかもしれない。

　しかし弟分で可愛いテオの目の前で、そんな本気の姿を見せたくはなかった。

「ジーナ・アデモロに、セリア・ソリシアだな。テオから話は聞いてるぞ」

　ジーナの腕を摑みながら、その人は言った。

「私はヘルヴィ。テオ・アスペルの、妻だ」

　腕を振り解けないよりも、驚くことを言い放った。

「妻!?　奥さんってこと!?　えっ、テオ君結けつ婚こんしたの!?」

　ジーナが目を見開きながら聞くと、テオは顔を赤くしながらも頷うなずく。

「は、はい、そうです……」

　その姿を見て、別れたときと何も変わってないと微笑ましく思う。

　しかしやはり信じられない。

　テオがこんな美女、そしてこんなにも強い人と結婚してるなんて。

　後ろにいる相棒、セリアも驚いている。

「本当に？　なんか騙だまされてない？」

「だ、騙されてないですよ！」

「そう？　テオは善人すぎるから心配だけど……」

　セリアはチラッと、テオの奥さんと名乗るヘルヴィを見る。

　ジーナがテオの頭を撫でようとしただけで、過か剰じように反応しているヘルヴィは、いまだに腕を摑んでいる。

「今のを見る限り、大丈夫そうね」

　それだけテオのことを大事にしているということなのだろう。

「その、そろそろ放してくれないかな？」

「ああ、そうだな。次からテオの頭を撫でるときは、私の許可を取るように」

　ヘルヴィが手を放し、ジーナは摑まれた腕をさする。

　あれだけ動かせなかったのに、摑まれた痕あとすらついていない。

「ヘルヴィさんってさぁ、強いの？」

「ああ、最強だぞ」

　当然のごとく、ヘルヴィはそう言い切った。

「どんぐらい？」

「この世界では敵なしだな」

「へー、大きく出たね」

「事実だからな」

「ジーナ、どうしたのいきなり？」

　ヘルヴィの力の強さを知らないセリアが、不思議そうに首を傾かしげる。

「セリア、ヘルヴィさんめっちゃ強いよ。さっき結構本気で腕を振り解こうとしたけど、全然無理だった」

「っ！　ジーナが、力負けしたの？　それはすごいわね」

　それを聞いて興味を持つセリア。

　相棒であるからこそ、ジーナの力を知っているのだ。

　そのジーナが力比べで負けるなんて、思いもよらなかった。

「ヘルヴィさんはジーナと同じ、拳けん闘とう士しなのかしら？」

「いや、拳で戦うのはあまり好かないな。どちらかというと魔法の方が得意だ」

「魔法も使えるの？」

　ジーナよりも力が強い人が、魔法の方が得意？

　そんな馬ば鹿かなことがあるのだろうか。

　しかし噓をついてるようには見えない。

「ねぇねぇ、じゃあ戦おうよ！」

「……はっ？」

　ジーナのいきなりの提案に、ヘルヴィは驚きの声を上げた。

「私戦うの好きだし、セリアも結構戦うの好きだし！　それだったら戦おうよ！」

「……何を言っているんだこの女は」

　ヘルヴィは興奮しているジーナを指差し、相棒であるセリアに問いかけた。

　セリアもため息をつきながら、「またか……」というように頭を抱かかえている。

「ごめんなさいね、この子、戦せん闘とう狂きようなのよ」

「セリアも好きなくせに」

「あなたほど身勝手ではないわ。だけどそうね、私もヘルヴィさんの強さは気になるわ」

　武器も魔法の杖つえも持っていないヘルヴィが、どれほど強いのか。

「ジーナさん、セリアさん、やめた方がいいと思いますけど……」

　テオがおそるおそる話しかける。

「大丈夫よテオ。あなたの奥さんに怪け我がなんてさせないわ」

「いや、そうじゃなくて……多分お二人でも、ヘルヴィさんには勝てないと思います」

「っ！」

　テオの言葉に、二人は目を見開いて驚く。

「テオ君、私達の強さ知ってるでしょ？　それに別れたときより、私達も強くなってるよ？」

「そうね。あのときより数段はね。それでも勝てないというの？」

「その……申し訳ないですけど、難しいと思います……」

　テオが言いにくそうに自分達に忠告してきたが、これは本当なのだろうか？

　身内贔びい屓きでヘルヴィのことを、誇こ張ちようして言っているのではないか？

　しかし本当か噓か、それを確かめる方法が一つある。

「なおさら引けないね！」

「そうね、ちょっと楽しみになってきちゃったわ」

　ジーナもセリアも、口角を上げてそう言った。

　二人ともやはり戦うのが好きなのだ。

　それも自分よりも強い相手となんて、最近は戦っていない。

　ついつい戦いたくなってしまう。

「ど、どうするんですか、ヘルヴィさん？」

「ふむ、私は構わない。それに私も気になっていたところだ、この世界の強つわ者ものはどれほどの強さなのか」

　久しぶりにこの世界に召しよう喚かんされたところに、目の前にはこれまで会ってきた人間の中では一番強いと思われる二人。

　どれほど強いのか確かめたくなった。

「あっ、戦う前に、テオ君の頭撫でてもいい？」

「えっ!?」

　ジーナは忘れていたことを思い出したかのようにそう言った。

「……はぁ、まあいいだろう、そのくらいは」

「ありがとー！　んー、久しぶりのテオ君の頭！　可愛いねー！」

「そ、その、ありがとうございます……？」

　テオは喜んでいいのかわからずに、一応礼を言った。

「抱きしめちゃダメ？」

「それはダメだ」

「ちぇー、ケチだな。セリアはしないの？」

「そうね、私は膝ひざ枕まくらしたいわ」

「それもダメだ」

「まあそうでしょうね」

「そうだな、私に勝つことができたら許してやろう」

「おっ、言ったな！　よーし、絶対勝つぞ！」

「ええ、負けられない理由が一つできたわ」

　やる気がとても上がったジーナとセリア。

（膝枕はしたことなかったな……戦いが終わって、家に帰ったらテオにしてやろう。いや、してもらうのもいいかもな……）

　真ま面じ目めな顔でそう考えるヘルヴィ。

「な、なんか僕が景品になってる？」

　テオは勝負に参加してもいないのに、いつの間にか自分が景品になっていて戸と惑まどった。

　フィオレに聞くと、傭兵ギルドから離れたところに広めの空き地があるようだ。

　周りに家もほとんどないので、少し大きな音を立てても大丈夫らしい。

「では、そこでやろうか」

　四人はギルドを出て、少し歩き空き地へと向かった。

「おー、こんな場所があるんだね」

「戦うのにはもってこいの場所だわ」

「す、少し暗くないですか？」

　テオも見渡しながらそう言った。

　日が沈しずみかかっている。戦うには暗すぎるようにテオには見えた。

「あー、夜目がきかなかったらそうかもね。私達は慣れてるけど」

「そうね。ヘルヴィさんはどうかしら？」

「私も全く問題ない。昼間と同じくらいには見えている」

「おー、さすがだねー」

「しかし、観客であり守り立て役であるテオが、私達の戦いを見られないというのは困るな」

　ヘルヴィはそう言って、指をパチンと鳴らす。

　その瞬間、空き地が一気に明るくなった。

　驚いた三人が上を見ると、大きな光球が浮かんでいた。

　直視しても大丈夫な明るさで、それでもこの空き地を照らすには十分なものだ。

「どうだテオ、これくらいなら見えるだろう？」

「はい、ありがとうございます、ヘルヴィさん」

　顔を見合わせて笑う二人に、ジーナとセリアは少し疎そ外がい感を覚えてムッとする。

「ヘルヴィさん、私も光球を出しましょうか？　一人でこの大きさの光球を維い持じする魔法は、大変でしょう？」

「そうだね、戦うなら公平じゃないとね」

　直径十メートルはありそうな光球を出し続けるのは、並の魔法使いでは十数分が限界だろう。

　それを出しながら戦うのは難しいので、セリアも出して公平にしようと考えたのだ。

　その考えを見抜いたのか、ヘルヴィはふっと笑う。

「大丈夫だ。私にとってこんな魔法など簡単すぎて、ハンデにもならない。なんならあと同じものを百個出しても構わないぞ」

「……あまり私達を舐めないでほしいなー？」

「舐める？　違うな、正しく実力を判断しただけだ」

「いいわ、話すより戦った方が早いでしょ？　実力を示すには」

「そこは同意見だ」

　攻撃的な笑みを浮かべた三人と、これから始まる戦いにドキドキして冷や汗あせをかいているテオ。

「テオは離れててくれ」

「は、はい」

　急いで離れようと、ヘルヴィに背を向けて走り出そうとした。

「ああ、そうだテオ。ちょっと待ってくれ」

「はい？　……っ！」

　ヘルヴィに呼ばれて振り返った瞬間、息ができなくなった。

　口を塞がれたからだ。

　数秒唇を重ねられただけだったが、いきなりのことで思考が止まる。

　顔を離したヘルヴィが、したり顔で言った。

「これで私は絶対に勝てる。礼を言うぞ、テオ」

「……は、はい、頑張ってくださいぃ……！」

　今度こそ逃げるように、顔を真っ赤にしながら走り出した。

「うわー、セリア見た？　今の見た？　すごいね、今の」

「み、見たわよ。うるさいわね」

「なんでセリアが照れてるの？」

「て、照れてないわよ！」

　二人とも頰が少し赤くなっていたが、セリアはなぜか恥ずかしそうにしていた。

「待たせたな」

「見せつけてくれちゃってさー。いいなー、ずるいなー。この幸せ者ー！」

「ふふっ、褒め言葉だな」

「結婚してるんだよね？　いつしたの？」

「昨日だ」

「昨日!?　新婚さんなんだ！　そりゃお熱いよねー」

「そうだな。ところで、相方は手で顔を隠しているがどうしたのだ？」

「あー、セリアはとっても純情だからねー」

「……うるさいわね、もう落ち着いたわよ」

　深呼吸をしながら心を整えるセリア。

　これから戦うのに、魔法使いが心を乱していたら本気を出せない。

「どっちから戦う？　セリアはまだ落ち着いてないから、私から先でいいよね？」

「……ええ、それでいいわ」

「ほう、お前らは何を言っているのだ？」

「えっ、何が？」

　首を傾げるジーナに、ヘルヴィはニヤリと笑いながら言う。

「お前ら二人でかかってこい。そうしないと勝負にもならないぞ」

　その一言で、ジーナとセリアの顔から一気に熱が引いた。

「……へー、そこまで言うんだ？」

「さっきも言っただろ、そこまで実力がかけ離れているのだ」

「……後悔しても知らないわよ？」

「しないから大丈夫だ」

　今回の戦いについて、二人の感情は楽しみと好こう奇き心だけだったが、今の一言で怒いかりも追加されることになった。

「わかったよ。こっちは二人で戦う、それだけ自信があるんだね」

「そうね、そうしましょう」

「ああ、そうしないとつまらん」

「ただし！　ムカつくから、私達が勝ったら景品は一つ追加で」

　人差し指を一本だけ立てて、ニヤリと笑うジーナ。

「ほう、別にいいぞ。私が負けるわけないからな」

「私達が勝ったら──テオ君のキスをいただくよ」

　その瞬間、ジーナとセリアは目の前に途と轍てつもない威い圧あつ感を感じた。

「なっ……！」

「くっ……！」

　その威圧感だけで、二人は一歩後退ってしまった。

「ほう……私ですらテオからのキスを一度しか受けてないというのに、それを求めるか」

　今日の朝にされたキス以外、ヘルヴィからしている。

　テオからのキスなど、ヘルヴィにとってはこの世の何よりも価値がある。

　それを、目の前の女共に奪うばわれるなど、あってたまるものか。

「今の一言で、私は加減ができるかどうかわからなくなったぞ。せいぜい死なないようにな、お前ら」

　ヘルヴィの一言に、ジーナは拳と拳を目の前で力強く合わせる。

　拳がぶつかり合った瞬間、ガギンッという金属音が鳴った。

「上等！　いくよー！」

　地面を抉えぐるほどの脚きやく力りよくで、ヘルヴィに向かって跳とぶように接近する。

　右手を大きく振りかぶり、全体重を拳に乗せてヘルヴィの顎あごへ突き出した。

　ジーナの戦闘方法は単純明快。

　自分の身体に鋼鉄魔法をかけて、殴なぐる。

　しかしこれに勝てる者や魔物は、ほとんどいない。

　単純に、とても硬かたい。

　剣けんで斬きろうとしても、皮ひ膚ふ一枚すら傷つかない。

　ハンマーで殴ったとしても、骨にはヒビも入らない。

　ハンマーのほうが砕くだけ散るほどだ。

　鋼鉄魔法は力も強くなるので、その拳が剣と真正面からぶつかり合ったら、簡単に剣をへし折る。

　その拳が人体の一部にでも当たったら、その部位は無事では済まないだろう──普ふ通つうは。

「噓、でしょ……!?」

　ヘルヴィの顔とジーナの拳の間に挟まれたのは、右の手の平。

　もちろんヘルヴィのものだ。

　無造作に上げられた手の平に、打ち込んだ全力の拳。

　完璧な打ち込みだった。

　それなのに、ビクともしない。

　ジーナが今まで倒してきた魔物の中でも、自分の拳があまり効かない魔物はいた。

　そのときに打ち込んだ感触に似ている。

　しかし、確実にそれ以上。

　手て応ごたえがあったのに、これほど相手に効かないのは初めての経験だ。

「ふむ、思ったより強かったな」

　ニヤリと笑いながら、ヘルヴィが言った。

（微び動どうだにしなかったくせに、何を言っているんだか……！）

　そう思いながら、ジーナは左の拳を最速で打つ。

　今度はヘルヴィの腹へ。

　右の拳で死角になっていて、しかも今度は振りかぶらずに。

　絶対に当たると確信を持ち、殴った。

　威い力りよくは弱いが腹に当たれば、悶もん絶ぜつはするだろう。

　そう思った、のだが……。

「今度は思ったよりも弱かったぞ」

「……あはは、まさか防がれるとは」

　腹との間に入った、左の手の平に止められていた。

　さっきもそうだが、手が入った瞬間が全く見えない。

　動体視力には自信があるジーナだが、手が動いたという残像すら視し認にんできないのだ。

　ジーナの両手の拳が、ヘルヴィの手の平の中に収まっている。

　右腕が上で左腕が下で、腕が交差した状態だ。

　引いても押おしても抜け出せない、放してくれない。

「鋼鉄魔法、珍しいものを使うのだな」

「へー、知ってるんだ……！」

　どうにかして抜け出そうと力を入れているので、ジーナは力んだ声になる。

　それに比べてヘルヴィは鼻歌でも歌えるぐらいの軽かろやかな声だ。

「ああ、昔、鋼鉄魔法を使える亀かめの魔物を殲せん滅めつしたことがある」

「そんな魔物、聞いたことないけど……！」

「今言っただろ、殲滅したと」

　殲滅とは、残らず滅ほろぼすこと。

　つまりヘルヴィの言っているその亀──体長が山のようだった魔物は、もうこの世にはいないのだ。

「あいつらの甲こう羅らはなかなか硬くて、壊すのが楽しかったぞ。お前の拳はまだまだ軟やわらかいな」

「いっ、ああっ……！」

　ヘルヴィが手に力を入れていく。

　その瞬間、ジーナの拳に鈍にぶい痛みが走る。

　ハンマーで叩たたかれても痛みもしない拳が、ヘルヴィの握あく力りよくで痛みを訴うつたえる。

　痛みに耐たえきれず、ジーナは地面に膝ひざをつく。

　しかしヘルヴィは手を放してくれない。

「まだ序の口だぞ。指の一本も折れていないのに、膝を折るなど」

「いたたっ！　ちょ、ちょっと助けて、セリアァ！」

　思わず相棒の名を呼んだジーナだったが、その相棒は魔力を溜ためていた。

「はいはい、助けるけどちょっと痛いわよ」

「い、いいから早くしてー！」

　セリアは魔法を二人に向かって放った。

　風魔法で作った刃やいば。

　それが鋭い風の音を立てながら、二人に接近する。

「んっ……」

　ヘルヴィは咄とつ嗟さにジーナの手を放し、その場から大きくジャンプして躱かわす。

　ジーナも手が離れてから躱そうとするが、さすがに間に合わない。

　鋼鉄魔法を使っているジーナだが、身体の何ヶ所かに切り傷ができる。

「いったい！　ちょっと、加減してよ！」

「解放してあげたんだから、感謝しなさいよ」

「まあそうだけど。いやー、あともうちょっとで拳が潰れるところだった」

　両手を振って痛みを紛まぎらわす。

　剣で斬られても肌一つ傷つかないジーナの鋼鉄魔法だが、セリアの風魔法はそれを容易たやすく切る。

　深ふか傷でではないが、鋼鉄の身体を傷つける魔法も十分強い。

「ふむ、服が切られなくて良かったよ。危あやうく観客のテオに違う刺し激げきを与あたえてしまうところだった」

　ジャンプで躱した拍ひよう子しに、ヘルヴィとテオの距離は近づいた。

　チラッと流し目でテオを見ると、その声が聞こえたのか顔を赤くしていた。

「き、切れてたら目を逸そらすから大丈夫です！」

「ふっ、ではなおさら切られなくて良かった。テオにはずっと私を見ていてほしいからな」

　その言葉にさらに顔を真っ赤にするテオ。

「が、頑張ってください……」

「ああ、もちろんだ」

　可愛いテオの姿を見て先さき程ほどの怒りがなくなったヘルヴィは、戦闘に戻るために前へ出る。

「なんかあの二人、戦闘中にイチャついてるんですけどー」

「あんだけ余裕ぶられると腹立ってくるわね」

　ジーナとセリアは不満そうな顔をしながら言った。

「すまんな、しかし安心するといい。私は今気分が良い、殺さないように手加減できるほどにな」

　そして戦いが、再開した。




「次は私からいくわ」

「うん、お願い」

　セリアが前に出て、魔法を準備する。

　先程強めの魔法を放ってしまったから、魔力をしっかり溜めないと撃うてない。

　いつもならばジーナがその時間を稼かせぐのだが、それもできないだろう。

　しかし……。

「それだけ最強と名乗ってるんだから、私が最強の魔法を出せるまで待ってくれるわよね？」

　挑ちよう発はつするように、セリアは口角を上げながらそう言った。

「ふふっ、いいだろう。気分が良いのでな、待ってやろうではないか」

「それは良かったわ……」

　絶対に待ってくれるという確信はあったが、それだけ余裕で了りよう承しようされるとさすがにイラッとくる。

（絶対一ひと泡あわ吹かせてやるわ……！）

　そう思い、セリアは本気の本気で魔力を溜める。

　セリアが放とうとしている魔法は難しく、魔力の消費も激しい。

　しかしそれゆえ最強。

　これを放って死ななかった魔物は、一体もいない。

　先程のジーナとの攻防を見る限り、ジーナの攻撃ですらダメージを与えていない。

　それならこの攻撃でも、死にはしない……と思う。

「ジーナ、いいのよね？」

「うん、いいと思うよ。ヘルヴィさんがその魔法で死ぬとは到とう底てい思えないし」

　相棒のジーナですら、こう言っているのだ。

　それを信じて、全力で攻撃をするしかない。

「いくわよ、ヘルヴィさん。せいぜい死なないようにね」

　そして魔力が溜まり、セリアは両手を前に出して──放った。

「潰れなさい──『高重圧グラビデ』！」

　重力魔法。

　対象の相手にかかる重力を何倍、何十倍にもして潰す魔法だ。

　相手がどれだけ硬くても、どれだけデカくても関係ない。

　どんな魔物も耐えられずに潰れて死んでいく。

　セリアはこれを人間に使ったことなどない。

　扱あつかいが難しく、使ったら絶対に人間は肉にく片へんになってしまうからだ。

　──だが。

「ふむ、重力魔法か。まさかこの時代に使える者がいるとは思わなかったな」

　何も変わらない様子で、ヘルヴィはその場に立っていた。

　まるで魔法なんて喰くらっていないかのように。

「噓……!?　そんな、当たってるわよね!?」

「ああ、しっかり当たっている。今私の体重は百倍ほどに増えている。もちろん、テオの前で正確な数字は言わないがな」

　セリアの魔法はしっかりかかっている。

　しかし、それでなぜあんなにも普通なのか。

「なぜ私が倒れないか不思議そうだな、セリアよ。答えは単純、力が足りないだけだ」

「た、体重の百倍の重力が全身にのしかかっていて、平気なの……？」

「私に膝をつかせたいなら、あと数千倍は必要だな」

「ふ、ふふっ……」

　思わず笑ってしまうセリア。

　数千倍必要と言われても、試ためしようがない。

　今のセリアにとってはこれが限界。

　重力魔法がまずそれほどの強さに至るかもわからない。

　いつもは一瞬で片がつく魔法を数十秒やっているので、セリアは魔力が尽つきて魔法を解いてしまう。

「はぁ、はぁ……もう、無理よ、私は戦えない」

「いやー、私も今のを見て無理だって悟ったよ。勝てる気が全くしないね」

　セリアは膝をついて息を荒あららげながら、ジーナは両手を上に掲かかげて降参した。

「ふむ、私から攻撃はほとんどしていないが……それなら最後に、お仕置きとして喰らっていけ」

「あ、あんまり痛いのはやめてね……」

「痛いというよりは、少し苦しい程度だ」

　ヘルヴィが指をパチンと鳴らすと──二人は地面に這はいつくばらされてしまった。

「ぐっ……！　えっ、これって……！」

「あ、あなたも、重力魔法、使えるの……？」

　とても難しい魔法で、扱える者はほとんどいない。

　しかもヘルヴィは魔力を溜める様子もなく、一瞬で行うほどの魔法力。

「さ、さすが、魔法の方が得意って、言っただけのことはあるわね……」

　セリアはまだ未熟で力を調節できないので、おそらく人間にやったらすぐに殺してしまう。

　しかしヘルヴィは二人を這いつくばらせる程度に調節している。

　そこでも魔法の差がわかってしまう。

「そ、それよりも、きついんだけど……！」

「大丈夫だ、骨が折れない程度には調節している。数分ほどの我慢だ」

　ヘルヴィは笑いながら……ジーナの方の重力を強くした。

「ぐへっ……！　ちょ、なんで……！」

「魔法で力を強くして抜け出そうとしても、そうはさせん。重力を強くしといた、ありがたく思え」

「ぐっ、これ、本当に動けないんだけど……！」

　鋼鉄魔法をかけて本気で立ち上がろうとしても、ギリギリ起き上がれないぐらいの重力がかかっている。

「ヘルヴィさん、終わったんですか？」

「ああ、テオ。見ての通り、私の圧勝だ」

「テ、テオくーん……助けてー……」

「テオ、私、全力で魔法を撃った、あとだから……もう、死にそう……」

　近づいてきたテオに、倒れ伏している二人が助けを求める。

　優やさしいテオなら、自分達を助けてくれるだろうと思ったのだ。

　ヘルヴィもおそらく「やめてあげてください」と言われると思ったのだが……。

「そ、その……もう少し我慢してください」

「えっ……ど、どうして……！」

「僕のお、奥さんに……い、いきなり戦いを仕掛けた、お仕置きです……！」

　その言葉に三人とも驚き……ヘルヴィは戦士の顔から、一気に女の顔になった。

「あ、だけど、その、ヘルヴィさん、もう少し弱目でも……んんっ!?」

　戦ったあとで昂たかぶっているのか、いつもより積極的になったヘルヴィは、二人が見ている前でテオの唇を奪った。

　その後、押し潰されていた二人の重力は、数分間弱まることはなかった。




「も、もう！　ヘルヴィさん！　その、キス……を、しすぎです！　もうちょっと自重して下さい！」

　テオは怒おこっていた。

　しかしそれを見ている他の三人は和なごんでいた。

　テオの顔は真っ赤なのだが、それは怒ったからというより恥ずかしいからだ。

　声を張って怒ってはいるが、恥ずかしそうに怒る姿は全く怖こわくない。

　むしろ三人は愛おしく感じる。

「ジーナさん、セリアさん、大丈夫でしたか？　結構長く魔法を受けてましたよね？」

「うん、大丈夫だよー。心配してくれてありがとう」

「なんとかね……よくキスをしながらあれだけの魔法を使えるわね。キスに夢中で操作を間違えて、ペチャンコになるんじゃないかとヒヤヒヤしてたわ」

「それくらい造作もないことだ」

　セリアだけがその異常さに気づく。

　天地がひっくり返っても、ヘルヴィには勝てないと思い知らされた。

「ヘルヴィさんは何者なの？　あなたみたいな強い人が、名を知られてないっておかしいわ」

「そうだね。これでも私達、貴族の護衛を頼まれるほど強いんだけどなぁ」

　傭兵ギルドに属している二人だが、その実力が認められていろんな指名依頼をもらい、王都では貴族お抱えの傭兵として有名である。

「言ったはずだ、私はテオの妻だ」

「いや、聞いたけどさ。その強さは説明できてないじゃん」

「言ったはずだ、私は最強だと」

「それも説明しているわけではないわよね？」

　適当にはぐらかすヘルヴィ。

　二人は無理な追つい及きゆうはしない。

　傭兵ギルドに属している人は、そういった人には言いづらい事情を抱えていることが多いのだ。




　その後、四人はテオの家に帰ることになった。

　ジーナとセリアは宿を取っているが、夕飯は一緒にすることになったのだ。

　帰り道で食材を買いながら、家に向かう。

「ヘルヴィさん、今日は食べたいものありますか？」

「そうだな……昨日は肉だったから、今日は魚がいいな」

「わかりました、お二人も魚で大丈夫ですか？」

「もちろん！」

「ええ、ありがとう」

　二人は並んで歩き、その後ろをジーナとセリアが歩いている。

　商店街でテオが目め利ききをして、魚や野菜などを買っていく。

「テオ、重いだろう。半分持つぞ」

「いや、大丈夫ですよこれくらい。慣れてますから」

「……両手に持っていては、手を繫つなげないだろ」

　頰を赤らめて目を逸らしながら、ヘルヴィが言う。

「えっ……あっ、その……」

「ほら、早くしろ」

「は、はい、ありがとうございます……」

「……んっ」

　ヘルヴィは左手に荷物を持ち、右手をテオの方に差し出す。

「は、はい……」

「……よし」

　テオは差し出された手を繫いで歩く。

　頰を赤く染めた二人は、気まずいのか家まで黙だまって向かった。

「テオ君はわかるけど、ヘルヴィさんはなんであれだけのキスをしてるのに、手を繫ぐときは顔赤くするんだろう」

「さあ？　付き合ったこともない私達にはわからないわね」

「セリア言わないで、悲しくなるから」

　後ろでその様子を見て、戦ったときよりダメージを受けた二人だった。




　家に帰って、四人で夕食を食べた。

　ヘルヴィの要望通り、テオは魚料理をふるまった。

「んー、美お味いしい！　やっぱりテオ君の料理は最高だね」

「ええ、そうね。野宿で食べてる補給食なんかより断然美味しいわ」

「当然だろう、テオが作ったのだから」

「あ、ありがとうございます」

　三人に褒められて、頰を赤らめながら笑みを浮かべるテオ。

　照れ隠しにテオの食べる速度が増したのを見て、三人は微笑ましく思った。

「テオ君おかわり！　いやー、美味しいからいくらでも食べられるね！」

「テオ、私もおかわりしてもいいかしら？」

「はい、もちろん」

　自分の料理を美味しそうに食べてくれる二人に、テオは嬉しくなり茶ちや碗わんを受け取って立ち上がる。

「ヘルヴィさんはお代わりしないの？」

「それなら私達が、テオの料理を全部食べるわね」

　二人はニヤッと笑いながらそう言った。

　傭兵をやっている二人は細身ながらも、人よりも多く食べる。

　これなら勝てるかもしれない、と思って勝負を仕掛けた。

　あからさまな挑発だったが、テオが絡からむとなるとヘルヴィも引くわけにはいかない。

「ふっ、いいだろう。テオ、私ももちろんおかわりだ」

「は、はい、皆さん無理しないでくださいね？」

　それから、大食い勝負は始まった。

　しかしそれを想定して作ったわけではないので、量には限りがある。

　今日作った分だけじゃなく、保存して明日や他の日に食べようとしていた分も出していく。

　そして結果は──。

「も、もう食べられない……」

「ま、まさか二人がかりで、負けるなんて……」

　ソファにぐてーっと伸びているジーナとセリア。

「美う味まかったぞ、テオ」

　ヘルヴィは椅い子すに座すわって、どこから出したかわからない紙ナプキンで口元を拭いていた。

　勝者は明らかだった。

「ヘ、ヘルヴィさんそんなに食べられるんですね。もしかして、昨日とか足りてなかったですか？」

　ヘルヴィは昨日の夕食のおよそ五倍の量を軽々と食べていた。

　ソファで動けない二人をちらっと見て、テオの耳元に顔を寄せて囁ささやく。

「悪魔の私は空腹、そして満腹という感覚がない。だから本当なら食事をしなくてもいいのだ」

「そ、そうだったんですね」

　生きるためには衣食住が必要、というのは人間の逃のがれられない定め。

　だが悪魔であるヘルヴィには、本来いらないものなのだ。

　しかし娯ご楽らくとして、食事をすることはできる。

「だが味はわかる、だからテオの料理は本当に美味しいぞ、ごちそうさま」

　テオの耳元に近づけていた唇を、頰に軽く押し当てた。

　本当なら唇にしたいところだが、自重しろと言われたので頰にしておいた。

「っ！　あ、ありがとうございます……」

　優しい頰へのキスに、恥ずかしそうに頰を染めたテオだった。




　食べすぎてすぐ動けないジーナとセリアは、ソファで休きゆう憩けいしていた。

「……なんかあの二人、本当に夫ふう婦ふみたいだね」

「夫婦みたい、じゃなくて実際に夫婦なんでしょ」

　二人の目線の先には、一緒に皿洗いをしているテオとヘルヴィの姿があった。

　皿を渡す度たびに、顔を見合わせて笑い合っている。

「弟だと思って接してたテオ君が、いつの間にか結婚しててビックリしちゃった」

「……そうね」

　二人がテオとパーティを組んでいたのは、もう一年以上も前になる。

　当時から他の傭兵達たちと比べると飛び抜けて強かった二人は、他の人と組むことはなかった。

　テオと組んだのも、どのパーティにも入れてもらえずに可哀かわい想そうだから、一時的に組もうとしただけだった。

　しかしテオは戦闘こそできないが、それ以外の雑用は完璧だった。

　野営地で道中拾った薬草を煎せんじて軽い傷を治したり、数少ない材料で美味しい料理を作ることができた。

　キツくて辛い仕事も、テオがいるだけでその辛さが和やわらいで楽しく思えたこともある。

「あーあ、私の人生設計が崩れちゃったなぁ」

「なによそれ」

「テオ君を連れて王都に行って、私達三人で暮らそうとしてたのに。テオ君には家事をしてもらって、日を跨またぐような仕事だったら一緒についてきてもらってご飯を作ってもらうの」

「……それは、幸せそうね」

　しかし、それはもう叶かなわない。

「まさか婚約者が昔からいたなんてね」

「そうね、知らなかったわ」

　婚約者というのはヘルヴィがついた噓なのだが、二人がそれを見破れるわけがなかった。

「そういえばテオ君、私達を女として見てる感じがなかったもんね」

「……そのことはあまり思い出したくないけれど」

　最初は別々のテントを使って寝ていたが、仲良くなるにつれて一緒のテントで寝ることもあった。

　二人ともテオになら襲われてもいい、と思っていたのだが、そういう雰囲気になったことは一度もなかった。

　一度本気で誘ったことがあったが、軽く流されてしまった。

　自分達に魅み力りよくがないのかと、その当時は落ち込んだものだ。

　……実際は、テオにそういう知識がなかっただけなのだが。

　パーティを解散したのも、依頼で王都に行くことになったということと、危険だからさすがにテオを連れていけないと判断したからだ。

　断腸の思いで別れ、二人は王都で仕事をこなしていった。

　そして久しぶりに依頼がなくなったので、テオに会いにこの街に戻ってきたのだ。

「だけどよかった、テオ君が幸せそうで。ヘルヴィさんも優しそうだしね」

「ええ、二人が愛し合ってるのがよくわかるわ」

　このご時世、政略結婚や金目当ての詐さ欺ぎ結婚などがよくある。

　特にヘルヴィは美人なので、テオが騙されているのではないかと最初は思ったのだが……。

　今までの二人を見てきて、そして二人で仲良く皿洗いをしている姿を見ると、そんな心配は全く必要ないと確信できた。

「……二人って、したのかな？」

「……何のこと？」

「わかるでしょ？」

「……私がわかるわけないでしょ」

　二人の目線は、寝しん室しつに続く廊ろう下かへと移った。

「ヘルヴィさんって、肉食っぽいもんね。もうやってそう」

「昨日結婚したって言ってなかったかしら？　つまり昨日の夜は、初夜……」

「ああ、絶対にやってるね、間違いない」

　ジーナとセリアは妄想を膨ふくらませていく。

　実際は熱ねつ烈れつなファーストキスをしたにもかかわらず、一緒のベッドにすら入らなかった初夜だった。




「お二人はこの街にいつまでいるんですか？」

　皿洗いを終えたテオが、ソファで妄想をしていた二人に話しかける。

「ん!?　ああ、えっと……急な依頼がなければ、一ヶ月ぐらいはいるかも」
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　突とつ如じよ話しかけられたジーナが、慌てながら答えた。

「そ、そうね。一ヶ月ぐらいはこの街で軽く依頼を受ける程度かしら」

　セリアが妄想をやめてそう言うと、ジーナは何か思いついたかのように「そうだ！」と立ち上がる。

「テオ君、久しぶりに私達で依頼を受けに行こうよ！　そんな難しい依頼はないと思うけど、いい感じのやつを見つけてさ！」

「えっ、いいんですか？」

「もちろん！　ねっ、セリア」

「ええ、私もテオと一緒に久しぶりに旅をしたいわ」

　ジーナとセリアは気分が上がって楽しそうに話す。

　テオも二人と一緒に旅のような気持ちで、久しぶりに依頼を受けたいと思った。

「ヘルヴィさんも来ますよね？」

　当然のように、テオがヘルヴィを誘った。

　ジーナとセリアもテオの妻であるヘルヴィを置いて、旅に行けるとは思っていなかった。

「ヘルヴィさんも行こうよ！　きっと楽しいよ！」

「私達とヘルヴィさんがいれば、そう危ないことは起こらないでしょうしね」

　二人もヘルヴィとは仲良くしたいし、いろいろと聞きたいこともあった。

　主にテオとの夜の生活について。

「……ああ、テオが行くならもちろん私も行こう」

　ヘルヴィは二人の考えが読めていた。

　二人の心を読んでいたので、さっきの妄想も全部知っている。

　それについて聞かれるのは、少し面倒くさいとは思うが……。

（嬉しそうにしているテオの顔を、曇くもらせてはいけないな）

　久しぶりにジーナとセリアと依頼を受けられる、と喜んでいるテオを見て了承した。

　テオが自分を除いた三人で旅に行きたいと言うのなら、許せなかったが。

　当然のように自分のことを誘ってくれた。

（やった……！　お二人と、それにヘルヴィさんと一緒に旅に行ける！　ヘルヴィさんとは初めてだから、すごく楽しそうだ！　ご飯とか頑張って作らないとなぁ……！）

　心の中でこんなに喜んでくれている。

　多少質問攻めにされるのが面倒くさいとしても、テオと一緒に行く価値は十二分にあるだろう。

　こうして四人は、泊とまりがけの依頼を受けることにした。








第四章　悪魔









　──翌日の朝。

　四人は傭よう兵へいギルドの前に集まっていた。

「おはよう、テオ、ヘルヴィさん」

「おはようございます、ジーナさん、セリアさん」

「ああ、おはよう」

「お二人とも、『ゆうべはお楽しみでしたね』！」

「……？　どういう意味ですか？」

　心底不思議そうに、テオが首を傾かしげる。

「あ、あれ？　わかんないの？」

「ジーナ、あなた本当にそれを言ったのね……」

　昨日宿に戻もどった二人が話したことといえば、テオとヘルヴィのことだ。

　テオが可愛かわいい、ヘルヴィさんも意外と可愛い、ヘルヴィさんはなんであんなに強いんだろう……などなど。

　そして一番盛り上がったのは、やはり夜のことについてだった。

　お互たがいに妄もう想そうしたことを話し、さらに妄想を広げた。

　今日テオに会ったら、営みについて絶対に一言言いたいと思っていたジーナだった。

　セリアはやめなさい、と言っていたが、ジーナは我が慢まんできずに言ってしまった。

　そういう知識がないテオは、もちろん何のことだかわからない。

「ヘ、ヘルヴィさんは……わかるよね？」

　テオに不思議そうに見られてたじろぐジーナは、ヘルヴィを見た。

「……なんのことだかわからないな」

「あっ、噓うそだ！　絶対わかってる！」

　わかりやすく目線を逸そらしたヘルヴィを指差して、ジーナは大声をあげた。

　ヘルヴィの耳が赤くなっている。

　今まで無関係を装よそおっていたセリアも、ヘルヴィの反応を見てニヤリと笑った。

「へー、意外とヘルヴィさんってそういうことに興味津しん々しんなのね」

「お前らに言われたくないぞ」

　ヘルヴィは二人が自分たちのことで妄想したことを知っている。

　……その妄想を覗のぞいて興奮し、二人が帰ったあとすぐテオにキスしたのは内ない緒しよである。

　ヘルヴィはもともと、心の中の妄想を覗こうとしなければ覗けないのだ。

　つまりはそういうことだろう。

「テオくーん、ちょっとヘルヴィさん借りるねー」

「えっ？」

「テオは先にギルドで依い頼らいを探しててくれるかしら？　お願いね」

「は、はい……」

　二人はヘルヴィを連れて、テオから離はなれていった。

　ヘルヴィも特に抵てい抗こうすることなく、連れていかれた。

「な、なんか昨日もこういうことあったなぁ」

　受付嬢じよう達に連れていかれたヘルヴィの姿を思い出しながら、テオは先にギルドへと入った。

「泊とまりがけの依頼？」

　受付嬢のフィオレがそう聞き返した。

「はい、ヘルヴィさん、それにジーナさんとセリアさんの四人で行こうと思っていて」

「それなら何があっても大だい丈じよう夫ぶそうだね」

　この街で最強だと言われたジーナとセリアに、伝説の魔物キマイラを単独で殺したヘルヴィ。

　その三人が揃そろっていて危険なことが起こるなど、考えられないだろう。

「だけど最近はそういう依頼も来なくなったからなぁ……ちょっと待ってね」

　依頼書を何枚も見ていくフィオレ。

　泊まりがけの依頼は難しいものが多く、傭兵ギルドにはなかなか来ない。

　魔物を狩かるような単純な依頼ばかりだ。

　ジーナとセリアがいた頃ころは指名依頼が多く、それにテオが補ほ佐さとしてついていくことがほとんどだった。

「あっ、一つだけあったよ。結構前の依頼だけど」

「本当ですか！　よかった……！」

　テオは嬉うれしそうに笑えみを浮うかべる。

「だけどこの依頼……ちょっとなぁ……」

　手にした依頼書を眺ながめながら、フィオレが少し眉まゆを顰ひそめる。

「ど、どうしたんですか？」

「……ううん、なんでもないよ。一泊ぱくか二泊する依頼になると思うけど、大丈夫？」

　フィオレはすぐに笑え顔がおになって、誤ご魔ま化かすように聞いた。

「は、はい、大丈夫です」

「うん、わかった。ところで他の三人はどうしたの？」

「なんだかジーナさんとセリアさんが、ヘルヴィさんに話があるみたいで……」

　一方その頃、ギルドの外の三人は……。




「えっ!?　してないの!?」

　ジーナが驚きよう愕がくの事実に目をまん丸にしていた。

「声が大きいぞ、お前」

「ご、ごめんなさい……だけど、本当に？」

「ああ、そうだ」

　ジーナのように声を上げはしなかったが、セリアも同じくらい心の中では驚おどろいていた。

「手を繫つなぐくらいで顔が赤くなってるから少しおかしいと思っていたけど、そうだったのね……それなら納なつ得とくだわ」

「う、うるさい。しかしまだ結けつ婚こんして三日目だからな、これからだ」

　ヘルヴィは焦あせっていない。

　これからテオとはずっと一いつ緒しよにいるのだ。

　いつでもするチャンスはあるだろう。

「だけどテオ君がそんなに知識がなかったなんて……ふふっ、コウノトリが赤ちゃんを運んでくるって信じてたの、きっとテオ君ぐらいだよ」

「そうね……だけどヘルヴィさん、あなたはそういう知識はあって、その、欲もあるのよね？」

「……ああ、否定はしない」

　ここにテオがいたら絶対に聞けない。

　女同士だからこそ話せることだろう。

　さらにセリアがたたみかける。

「その、我慢するの辛つらいでしょう？」

「あー、私も思う。テオ君可愛いもんねー」

「……ふっ、ふふふ」

　ヘルヴィが不気味に笑う。

「ああ、すぐにでも襲おそいたい。あんなに熟じゆくした果実を目の前に置かれて食べられないなんて、辛すぎるぞ。拷ごう問もんに近い。いつか我慢できずに襲ってしまうかもしれん」

「や、やっぱりそうよね」

「なんか生々しいなぁ……テオ君に怪け我がさせないようにね？」

「私がテオに怪我をさせるわけがないではないか。力加減は案外得意だからな」

「うん、戦ったから知ってるけど、ちょっと方向性が違ちがうと思うなぁ……」

　そんなことを少し話して、三人はテオが待つギルドへと入っていった。




　この街から遠くにうっすらと見える山、通つう称しよう「双ふた子ご山やま」。

　ほとんど同じ標高に山頂が二つあることからその名がついた。

　四人が受けようとしている依頼は、それぞれの山頂付近に生えている、二種類の珍めずらしい薬草を採取してきてほしい、というものだった。

「おっ、これはテオ君が必ひつ須すの依頼だね」

「そうね、私達じゃ見分けもつかないし、上う手まく採取できないでしょうね」

　ジーナとセリアはテオの能力をしっかりと把は握あくしている。

　薬草の採取だったら、傭兵ギルドでテオの右に出る者はいないだろう。

「あ、ありがとうございます……」

　テオは照れ笑いをしながら礼を言う。

　それを見た二人がテオの頭を軽く撫なでた。

「あっ、撫でてもいい？」

「聞く前に撫でていただろう」

「あはは、ごめんごめん、忘れてた」

「私も忘れてたわ」

　ヘルヴィも止めようと思えば止められたはずだ。撫でるぐらいなら許しているのだろう。

（私も撫でたいなぁ……）

〝お前も別にいいぞ、撫でても〟

（うぇっ!?）

　フィオレは頭の中にいきなりヘルヴィが入ってきて驚いた。

（い、いきなり心を読まないでください！）

（さっきからずっと読んでいたぞ）

（もっとダメです！）

　フィオレは自分が変なことを考えていなかったか思い返す。

　……おそらく大丈夫だろう。

（今日の朝もキスしてきたぞ、もちろん濃のう厚こうなやつだ）

（……ダメだった）

　一いつ瞬しゆん気になって考えてしまったことの答えを言われて、軽く落ち込こんだ。




　フィオレは依頼の続きを話す。

　その双子山には二つ、注意点がある。

　まず一つ、街から見て右手にある山。

　そこには山さん賊ぞくが住まう。

　老ろう若にやく男なん女によ関係なく襲うようで、今までその山賊に受けた被ひ害がいはとても甚じん大だいだ。

　この依頼がずっと達成されない原因である。

「そんな奴やつらいるんだ」

「知らなかったわ」

　半年前ほどに来た依頼なので、一年前に王都に行った二人は双子山の盗とう賊ぞくのことは知らなかった。

「まあそのくらい問題ないだろう。私がいるからな」

「うん、私達もいるしね。多分ヘルヴィさん一人で足りるけど」

「そうね、私達は必要ないと思うわ」

　王都の貴族に実力を認められた傭兵二人に、その二人を圧あつ倒とうしたヘルヴィ。

　山賊なんかに後おくれを取るわけがない。

「はい、私も盗賊ぐらいなら心配はしないのですが……」

　フィオレが心配するのは、左の山頂。

　そこには──悪魔が棲すまう、という噂うわさがある。

「悪魔……？」

　テオはそう呟つぶやき、チラッとヘルヴィを見た。

　それに気づかないジーナとセリアは、フィオレの言葉を聞いて苦く笑しようした。

「悪魔って……なんか怖こわいような、胡う散さん臭くさいようなだね」

「そうね、悪魔なんて本当にいるかどうか。おそらく悪魔みたいに強いとか、怖いみたいな感じで言われてるのでしょうね」

　──悪魔。

　それはキマイラのように、伝説の魔物として語り継つがれている。

　大昔、今あるほとんどの国がまだなかったほどの大昔。

　悪魔が世界にいる魔物をほとんど全すべて滅ほろぼしたという伝説がある。

　しかしそれはあまり信じられていない。

　なぜなら魔物は今でもそこら中に溢あふれかえっているからだ。

　だから悪魔という存在は、キマイラなどの伝説の魔物よりも、夢物語に出てくるそれに近いのだ。

　──しかし、悪魔は実在する。

　ジーナとセリアの、すぐ隣となりに。

　いまだに誰だれにも言ってないが、ヘルヴィは悪魔だ。

　昨日もジーナとセリアが帰ったあとは、二人きりになったので翼つばさとツノを出してもらった。

　その後にした行こう為いを思い出して少し顔が熱くなるテオだが、今はそんなことを考えている場合じゃない。

（悪魔って怖くて強いものの比ひ喩ゆでも使うけど……）

　悪魔が何人いるのかは知らないが、もし左の山頂に棲んでいるのが本物の悪魔だったら。

　その悪魔は自分が召しよう喚かんし奥おくさんにした、ヘルヴィ並みに強いのかもしれない。




（──と、テオは考えているのか。ふむ、どうだか……）

　テオの心の中を読みながら、ヘルヴィも考えていた。

　大昔から生きているヘルヴィだが、自分以外に悪魔がいるなんて聞いたことがない。

　悪魔と言われている魔物や人間などを見たことはあるが、自分には到とう底てい及およばない弱い者ばかりだ。

（まあたとえ本物でも、私が最強だ。そしてテオには、傷一つつけさせない）

　心配そうに見上げてくるテオの頭を、ヘルヴィは軽く笑いながら撫でる。

　自分でも極上の微笑ほほえみだ。テオが見み惚とれるのも仕方ないだろう。

　顔を真っ赤に染めたテオを見ながら、ヘルヴィはあることを思い出してフィオレの頭の中に話しかける。

〝フィオレ、約束してほしいことがある〟

（は、はい、なんでしょう？）

〝テオには絶対に、私が心を読めることを言うな〟

（えっ？　何でですか？）

〝言ってしまったら純じゆん粋すいで可愛いことを心の中で正直に思ってくれなくなるだろう。私はそれを覗くのが楽しみなのだ〟

（は、はぁ……わかりました）

　わかるような、わからないようなことを約束させられたフィオレだった。




　四人はその依頼を受けることにした。

　悪魔が出る山、というのは気になるが、それ以外は何も問題ない。

「今日出発しようよ、食べ物とか準備して」

「野宿の準備は私達がするから、テオとヘルヴィさんは食事の準備をお願いするわ」

　おそらく四日間ほどかかると思うので、食事の準備が一番大変だ。

　食事を一任されたテオと、妻のヘルヴィがそれを担当するのは当然のことだろう。

「どのくらいで準備できるかな？」

「そうですね、保存食とかも準備しないといけないので……」

「テオ、家にはその準備があるのか？」

「はい、新しく買わなくても四日分ぐらいの食べ物はあると思います。なので食材とかを厳選して荷物に詰つめて……」

「いや、その必要はない」

「えっ？」

　準備をしなくてもいい、と言うヘルヴィ。

　他の三人は不思議そうな表情を浮かべる。

「家にあるのなら大丈夫だ。私達はすでに準備が終わっている。そして野宿の準備もいらないな」

「どういうこと？　三日間くらいは野宿しないといけないんだよ？」

「そうよ、さすがに野宿の準備をしないのはキツイわ」

「まあ見せた方が早い、とりあえずテオの家に戻るぞ」

　ヘルヴィはそう言うと、ギルドの外へ出てテオの家へ向かう。

　三人も慌あわてて後を追っていく。

　食事や野宿の準備をしないなんて普ふ通つうはありえない。

　準備の大切さを知っているジーナとセリアは、疑いながらもついていく。

「あの、ヘルヴィさん……」

「大丈夫だ、テオ。私に任せておけ」

「は、はい、それはいいのですが……」

　テオは少し恥はずかしそうに、ヘルヴィの顔を覗き込んで言う。

「僕ぼくの家、じゃなくて、僕達の家ですよ」

「っ！　あ、ああ、そうだったな……私達の家に、戻るぞ」

「はいっ！」

　満面の笑みで頷うなずくテオ。

　それを後ろから見ていたジーナとセリアは、その可愛いやり取りに顔を見合わせて破顔した。

　そして家に着き、そのまま中に入ろうとするテオ。

　しかしヘルヴィはテオの肩かたを摑つかんで、それを止める。

「少し危ないから、私の後ろにいろ」

「は、はい」

　一歩二歩と下がり、ヘルヴィの後ろに回るテオ。

「家の中に食事の準備がしてあるのだったら、こうすればいいのだ」

　ヘルヴィは手を前に出し、魔法を行使した。

　すると、地面がいきなり揺ゆれ始める。

　ジーナとセリアは耐たえられたが、テオはいきなりのことでフラついてしまい、ヘルヴィの腰こしに抱だきつく。

「あっ、ご、ごめんなさい……！」

「……いや、まだ離れるな。揺れるからな」

「は、はい……ありがとうございます」

　テオは顔を赤くしながら抱きついている。

　もの凄すごく細い腰で、薄うす着ぎなので触さわっている感かん触しよくが直接伝わってくる。

　顔の横には以前突つっ込んでしまった胸があり、さらに緊きん張ちようするが興奮もしてしまう。

　ヘルヴィも平静を装っているが、内心はドキドキし興奮していた。

（ああ、後ろからテオに抱きしめられている……！　腰やお腹なかに回された手があったかい、気持ちいい……ずっと抱きついてていいんだぞ……！）

　そう思いながらも、魔法を行使し続け地じ震しんは少しずつ大きくなり……。

　テオとヘルヴィの家が、浮いた。

　確実に地面から離れ、いや、地面ごと浮いていた。

「ええっ!?」

「ま、まさか、重力魔法なの？　こんな大きな家を、浮かせられるの？」

　後ろで様子を見ていた二人が、目を見開く。

　重力魔法は潰つぶすだけではなく、浮かすこともできる。

　しかしそれは潰すよりも繊せん細さいな魔力操作が必要になる。

　セリアは人を浮かすことすらできない。

　それをヘルヴィは簡単に家を浮かせてみせた。

「えっ、ヘルヴィさん、もしかして……？」

　テオも家を浮かせられるとは思わなかったが、ヘルヴィの考えていることがわかってしまった。

「食事は中にある。家を持っていけば野宿せずに家で過ごせる。完かん璧ぺきだろ？」

　したり顔でそう言ったヘルヴィ。

　しかし……。

「いや、その、ヘルヴィさん……旅はテントで過ごすから、楽しいところもあってさぁ」

「そうね……家を持っていったら、冷めるわね」

「むっ、テオもそうか？」

「そ、そうですね……限られたところで料理するってのも、旅の醍だい醐ご味みだったりするので……」

「ふーむ、そうか。私は旅というものをしたことがないから、わからなかったな。では家を持っていくのはやめようか」

　そう言うと、ヘルヴィはゆっくりと家を降下させて、いつも通りの光景に戻した。

「すまんな、これが一番いいと思ったのだが」

「いえ、大丈夫です」

「いやー、まさか家を浮かせて持っていくなんて、考えもしないよね」

「そうね、まず普通はできないから考えようともしないわね」

　そういうことで、四人は普通に食事や野宿の準備をして、出発することにした。




　野宿のための道具を揃え、旅の準備を終えた二人がテオ達の家に戻ってきた。

「ていうか家を浮かせて持っていくのって、すごい目立つよね。大きいし」

　ジーナはさっき浮かせたときにできた、地面のヒビ割れを見ながら言った。

　背中には大きなリュックサックを背負っているが、何も背負っていないかのように歩いている。

「そうね、私達の後ろにずっと家が浮いているのは、なんだか滑こつ稽けいだわ」

　セリアもジーナほどではないが、大きな荷物を背負っている。

　やはり野宿の旅となると、大きな荷物が必要なのだ。

「テオ君、食料とかは？　準備まだ終わってないの？」

　ジーナは家に入って周りを見み渡わたしても、それらしい荷物がない。

「いえ、終わりましたよ」

「じゃあ荷物は？」

「その、なんというか……」

　テオはうまく答えられずに、ヘルヴィの方を見る。

　つられてジーナとセリアも見た。

「荷物はどこなの？」

「ああ、ちょうどいい。外へ出て、荷物を下ろしてくれ」

　ヘルヴィは質問には答えず、二人に指示をした。

　不思議に思いながらも二人は外に出て、背負っていた荷物を地面に置いた。

「これでいいの？」

「ああ、それでいい」

「で、いったいどうする……」

　ジーナはそう言いかけると、背後で何かが浮かび上がった気配を感じた。

　振ふり返ると、二人の荷物が浮いていた。

「先さき程ほどの、荷物をどうやって運ぶつもりだったのかという質問。答えは、こうだ」

　ヘルヴィがそう言った瞬間、二人の荷物は空へと飛んでいった。

　勢いよく上がっていき、視力がいいジーナですら見えなくなってしまった。

「え、ええっ!?　な、なんで、どこに飛ばしたの!?」

「こ、これも重力魔法よね……や、やっぱり凄いわね」

「セリア、冷静になってよ！　凄いけど困るよね!?」

　自分達の荷物が飛んでいったという現実を目まの当たりにし、セリアは苦笑しながら空を見ていた。

「落ち着けお前ら、荷物は雲の上に浮かんでいるだけだ。下ろそうと思えばすぐに下ろせる」

「ほ、本当？」

「ああ、私ならあのくらいの荷物をずっと浮かせていられる。これで重い荷物を持たなくて済むだろう」

「よ、よかった、いきなり空に飛んでいくからビックリしたよ」

「そ、そうね。食料が入った荷物も浮かんでいるってことね？」

「はい、そうです。僕もいきなり荷物が飛んでいったときはビックリしましたよ……」

　しかしよく考えると、やはり荷物を持たないで旅ができるというのはありがたい。

　ヘルヴィにはずっと魔法を使い続けてもらわないといけないが、彼かの女じよの魔力量ならこのくらい苦にもならないはずだ。

「家も空高くまで浮かせれば、滑稽なことにはならないだろう」

「家が空まで飛んでいくところを眺めている僕達のほうが、滑稽な気がしますけど……」

　先程の重い荷物を飛ばされたときよりも、大きな衝しよう撃げきを受けそうだ。

　ということで四人は旅の準備を終え、出発の報告のために手ぶらでギルドへ向かって出発した。




「えっと、お荷物はどうしたのですか？」

「空に飛ばした」

「はい？」

　ギルドに着くと、テオは何も知らないフィオレに詳くわしく説明した。

「さすがですねヘルヴィさん……キマイラを倒たおした、と言われたときのほうが驚きましたが」

「どちらも特に難しいことではないがな」

　普通の人ならばどちらも不可能なことであるが、ヘルヴィにとっては余よ裕ゆうなことであった。

「えっ!?　ヘルヴィさんがキマイラを倒したんだ!?」

　フィオレの言葉を聞いたジーナとセリアが、目を見開いていた。

　キマイラが倒されたことは噂になっているが、誰が倒したのかは一部の人にしか知られていない。

「……ああ、そうだ。だからそんな大きな声を出すな」

「あっ、ご、ごめんね。誰が倒したって噂になってないってことは、隠かくしてるんだよね？」

　ジーナが口を押おさえながら周りを見渡す。

　幸運にも周りにはほとんど人がいないので、受付嬢達以外には聞かれていなかった。

　そして受付嬢達は、ヘルヴィとテオがキマイラを倒す依頼を受けたことを知っている。

「そうだったのね。なら私達がヘルヴィさんに勝てるわけないわね、キマイラみたいな化け物を倒せるのだから」

　ジーナとセリアはこの世界でも強い方だが、さすがにキマイラを二人で倒せるというほど自惚うぬぼれてはいない。

　キマイラ以上に強いヘルヴィに負けるのは、当然のことだった。

「ヘルヴィさんがいるなら、今回の旅はどう考えても安全だろうね。山賊でも悪魔でもなんでも来いって感じ！」

「そうね、楽しくなりそうだわ」

　二人は楽しそうにギルドの入り口へと向かう。

「ヘルヴィさん、それにテオ君。気をつけて、怪我をしないようにね」

「はい、頑がん張ばります！」

　テオも笑顔で応こたえる。

　そして入り口へ駆かけ出そうとすると、振り向いてヘルヴィに手を差し出した。

「ヘ、ヘルヴィさん、行きましょう……！」

　自分から手を繫ごうとするのは初めてなのか、顔が少し赤くなっている。

　ヘルヴィはキュンとしたが顔には出さず、「……ああ」と言って差し出された手をとった。

「ではフィオレ、行ってくる。安心しろ、私は最強だ。傷を一つも負わせずに帰ってくるさ」

　手を繫いだままフィオレにそう伝えると、二人は入り口へと向かった。

「……傷を負わせない、って、テオ君を本気で守る気満々だなぁ、ヘルヴィさん」

　その様はカッコいいけど、テオにベタ惚れしている感じが可愛いと思うフィオレだった。




　四人はギルドを出てそのまま出発……とはならず。

「そういえば馬忘れてたねー」

　双子山に行くのに一日ほどかかると説明を受けたが、それは馬での話だ。

　歩きだったらその数倍はかかってしまう。

　いつもなら荷物があるので馬車を借りるのだが、今回は荷車を借りる必要はない。

　荷物は空の彼方かなたに運んでいるからだ。

　だから四人は馬だけを借りるために、貸馬屋へと向かった。

　貸馬屋に着いて店員に聞いてみると、ちょうど四頭だけ空いていた。

「ラッキーだね、いなかったらどうしようかと」

「そうね、歩きで行くのは荷物がなくてもさすがにしんどいわ」

「三頭は調教された安全な馬なんですが、一頭はちょっと荒あらっぽくて……まだまともに乗れた人はいないんですよ。だからどなたかが二人乗りすることをお勧すすめします」

「そうか、なら必然的に私とテオが二人乗りするべきだろう」

　馬を借りるとなってから、ヘルヴィは少し残念だった。

　それぞれ別々に乗ってしまったら、テオと離ればなれになってしまい、移動中イチャつけないからだ。

　なので二人乗りを勧められて、むしろ嬉しかった。

　しかしジーナとセリアは……。

「うーん、大丈夫じゃない？」

「ええ、大丈夫だわ」

「えっ？　いや、その、一応うちの商売道具ですので、手て荒あらな扱あつかいはお控ひかえいただきたいのですが……」

　二人の様子を見て、店員は無理やり馬に言うことをきかせるのかと、勘かん違ちがいする。

「まあとりあえず、その馬見せてよ、大丈夫だと思うから」

「は、はぁ……」

　ジーナは笑顔でそう言うが、店員は安心していいのかわからない。

　店の裏側に馬が放牧されているようで、案内されてそこに向かう。

　そこには四頭の馬がいたが、一頭だけ明らかに違っていた。

　色も他の三頭の茶色に対して、その馬は黒色である。

「こちらなんですけど……うわっ！」

　店員が黒い馬に近づくと、威い嚇かくするように鳴いて突とつ撃げきしようとしてくる。

　店員は慌てて後ろに下がり、ジーナの顔色を窺うかがう。

「調教が済んでいないので、荒っぽいのですが……」

「本当だねー、これは腕うでの見せ所でしょ！」

　ジーナがそう言って前に出る……と思いきや、笑顔で振り返る。

「ほら、テオ君！　やっておしまい！」

　ヘルヴィの後ろにいたテオを名指しで、「突撃！」と言うように前を指差した。

「なんですかそれ……」

　苦笑いをしながらもテオは黒い馬の方に進んでいく。

「テオ、大丈夫なのか？」

「はい、ヘルヴィさん、多分大丈夫ですよ」

　テオは威嚇し続けている馬に近づいていく。

　後ろからヘルヴィが心配そうに見つめている。

「だ、大丈夫なのですか？　あの馬、力はかなりのもので、蹴け飛とばされたら骨とか簡単に……」

「大丈夫だよ、テオ君ならね」

　店員とジーナがそう話している最中も、テオと馬の距きよ離りは近づいていく。

　ヘルヴィは馬が少しでもテオに危害を加えようとしたら、その前に八つ裂ざきにしてやるとヘルヴィが構えている。

　テオはさらに近づく。もはや突撃されたら避よけられない距離だ。

　そして……。

「よーしよし、可愛いねー、いい子だねー」

　馬はテオに対して、一瞬でデレデレになった。

　さっきまで威嚇の鳴き声を上げていたのに、今では頭をテオの身体からだにこすりつけている。

　テオはそれを受け止め、優やさしく頭を撫でている。

「す、すごい……あんなに手に負えなかったのに、一瞬で……！」

　店員がその光景を見て驚愕している。

「テオ君は動物に好かれるんだよねー」

「そうね、もう一種の魔法みたいだわ」

「あはは、魔法なんて使えないですよ」

　馬の頭を撫でながら笑っているテオ。

　それを見てヘルヴィは誰にも気づかれないように安あん堵どした。

　テオが動物に好かれるということは情報として知っていたが、どれだけ好かれるかなどはわからなかった。

（しかし馬ごときの分際で、テオにあれほど撫でられるなど……！　私ですらテオに頭を撫でられたことがないのだぞ……！）

　さすがに殺気を出すほどではない。

　だがあの馬にテオが乗れることがわかって、二人乗りができなくなってしまった。

　ヘルヴィはいまだにテオに撫でられている馬を見て、絶対に仲良くなれないと思った。

「さて、じゃあ行こうか！」

　馬に乗ったジーナが、元気良く言った。




　すでに四人は貸馬屋から出て、馬を連れて街の外まで来ていた。

　セリアも馬に乗り、とても慣れた様子である。

　暴れていた黒馬はそうであったのか疑うくらいに静かで、テオの言うことを聞いていた。

「大丈夫？　重くない？」

　テオも馬の背に乗ると、黒馬の首を撫でる。

　言葉がわかっているのか、黒馬は低く唸うなるように返事をした。

「二人乗ってるからね、大変だと思うけど頑張って」

　黒馬に乗っているテオ──そして、その後ろには横向きで乗っているヘルヴィがいた。

　貸馬屋で黒馬が乗れるようになったので、四人それぞれの馬を借りようと……したのだが。

「す、すいませんお客さん」

「……いや、大丈夫だ」

　ヘルヴィが乗ろうとすると、なぜか馬が暴れてまたがることができなかった。

　どれだけ店員が落ち着かせても、ヘルヴィが近づくだけで興奮した様子で暴れ回る。

　先程の黒馬よりも手につかなくなってしまった馬は、ヘルヴィから逃にげるように走っていた。

「お、おかしいなぁ、あの馬は一番穏おだやかな性格なんですけど……」

　店員がわからないのも無理はない。

　馬は本能的にヘルヴィがとても危険な人物だとわかってしまったのだ。

　穏やかな性格だからこそ、死に物もの狂ぐるいで逃げ回っていた。

　このままではヘルヴィだけ馬に乗れないことになってしまう。

「あの、ヘルヴィさん……一緒に乗りますか？」

「っ！」

　ということで、急きゆう遽きよテオとヘルヴィが二人乗りすることになったのだ。

　黒馬も最初はヘルヴィを怖がっていたが、テオが一緒に乗ると安心して大人しくなった。

　本来ヘルヴィが想定していたのは、テオが後ろで自分が前という乗り方だった。

　しかし実際は自分が後ろになっている。

（まあこれもいいだろう……テオとくっつくという、当初の目的は達成している）

　横向きに乗りテオと最大限くっつけるように、テオの腰に左腕を回している。

「……っ！」

　テオの耳が真っ赤になっている。

　本当なら黒馬に横向きではなく、普通に跨またがって抱きつくようにくっつきたい。

　そちらの方がくっつける面積が広いからだ。

　しかしその状態で後ろから抱きしめると、テオの後頭部がヘルヴィの胸に埋うもれることになる。

　ヘルヴィは大丈夫、むしろ推すい奨しようする乗り方なのだが、テオが恥ずかしすぎるとのことで横向き乗りになった。

　しかしその分、左側面をテオの身体にくっつけるために、テオの腰に回している手に力を入れる。




「ヘ、ヘルヴィさん、大丈夫ですか？　落ちたりしないですか？」

「ああ、大丈夫だ。テオのお陰かげで安定感抜ばつ群ぐんだぞ」

「そ、そうですか、良かったです」

　本当ならこんなにくっつかなくても、ヘルヴィのバランス感覚なら落ちるわけがない。

　怯おびえて暴れていた馬の上に横向きで何も持たずに乗っても、落ちることはないだろう。

　たとえ落ちたとしてもヘルヴィなら安全に着地できるし、できなくてもかすり傷一つ負わない。

　それでもヘルヴィはテオにくっつく。

　テオも男なので、自分に頼たよるように腰に回された左腕が嬉しかった。

（ヘ、ヘルヴィさんが、こんなにくっつくなんて……柔やわらかくて、いい匂においがして……）

　やはり好きな女性とくっつくのは嬉しい。

　柔らかい身体が自分の背中に当たり、しなやかな腕が自分の腰に抱きつくように回っている。

　その感触が気持ち良くて、顔は赤くなるがもっとくっついて欲ほしいと思う。

（ふふっ、嬉しいか……私も嬉しいぞ、テオ。もっと私の身体を味わっていいのだぞ？）

　テオの心を読んだのか、ヘルヴィがさらに押しつけるように身体を寄せてきた。

　自分の背中に当たる感触がより一層強くなったのを感じて、テオの顔もより一層赤くなる。

（ああ、可愛いなぁ、テオ……）

　赤くなっている顔を見るためにヘルヴィは、テオの右肩から顔を出して覗き込む。

「ヘ、ヘルヴィさん……」

「テオ……」

　テオが右を向くと、ヘルヴィの顔がある。

　もっと右を向いていくと頰ほおと頰が当たり、もっと右を向くと──。

「ねえ、お二人さん！　もう行こうよ！」

「そんなことしてたらいつまでたっても出発できないわ」

　──ギリギリのところで邪じや魔まが入る。

　すでに馬に乗っているジーナとセリアは、もう見ていられないというように声を上げた。

「す、すいません！」

　テオは恥ずかしくなって前を向く。

　しかしヘルヴィはテオの顎あごを無理やり右に向かせる。

「んっ……」

「んんっ……!?」

　三秒ほど唇くちびるを合わせ、離した。

　テオは少し放心していたが、ヘルヴィは何事もなかったかのように左腕を元に戻す。

「ふむ、待たせたなお前ら」

「結局するんだ!?」

「する前にわざと止めたのに……」

「だからしたのだ、邪魔されるのは気に食わん」

　ニヤリと笑ったヘルヴィに、二人はため息をつく。

「くっそー、なんかこの旅で二人がイチャイチャするのが目に見えるようだよ」

「私達の馬が二人乗りに耐えられる馬だったら……」

　黒馬は他の馬より大きく、二人乗りができる唯ゆい一いつの馬だった。

　だからこの旅ではずっとテオとヘルヴィは二人乗りである。

　だがヘルヴィは魔法を使って自分の身体を軽くできる。

　おそらく他の馬でも二人乗りできるが……それを今回の旅の途と中ちゆうで、言うことはないだろう。

「では行こうか、私とテオの新婚旅行へ」

「いや違うから！　依頼で行くんだから！」

「私達も一緒にいるのだから……いない者として扱わないでよ？」

　こうして四人は、ネモフィラの街を出発し双子山へ向かうのだった。




　草原を馬で走り、昼過ぎくらいに双子山の麓ふもとに到とう着ちやくする。

「はぁ……なんかここに来るまででもう疲つかれちゃったよ」

「ほんとね……」

　馬から下りて、ジーナとセリアは伸のびをする。

「テオ、大丈夫か？」

「は、はい、ありがとうございます」

　先に黒馬から降りたヘルヴィがテオに手を差し伸べる。

　テオは恥ずかしがりながらもその手を取って、安全に馬から下りた。

　普通の男女とは逆のことをしているにもかかわらず、全く違い和わ感がない。

　このようなイチャイチャを、ここに来るまでずっとしていたのだ。

　ジーナとセリアにはその声は聞こえなかったが、移動中やたらとくっついていた二人だった。




「ふむ、ここが双子山か」

　ヘルヴィはテオと手を繫いだまま、山を見上げながら言った。

　標高はそこまで高くはないが、山頂が二つある。

　麓から山頂まで岩いわ肌はだは見えず、ほとんどが緑で覆おおわれていた。

「これほどの山に入ったことはないな、破は壊かいしたことはあるが」

「何言ってるのヘルヴィさん？」

「山は壊こわせないでしょ？」

　大昔に大陸のほぼ全ての魔物を滅ぼしたヘルヴィは、破壊した山など数えきれない。

　天変地異を自ら起こせるヘルヴィにとっては日常茶さ飯はん事じのことだったが、それは昔のことだ。

「さて、すぐに山に入るのか？」

「もうお昼時なので、ここでご飯にしましょうか」

「おっ、待ってました！」

　あからさまに気分を上げたジーナが言った。

　セリアも表には出さないが、テオの手料理を楽しみにしているようだ。

　しかし……。

「でさ、荷物はちゃんと運べてるの？」

　ジーナが疑いの目を向けながら、ヘルヴィに問いかけた。

　あれだけの大荷物を持っていないからこそ、荷車を借りなくて済んで疲れも最小限で済んでいる。

　しかしそれはヘルヴィがしっかり運んできていたら、の話だ。

「途中で気になって上を見ても、何も見えないからさ。本当に運んできてるの？」

「それは私も気になったわ。魔法の気配もしないし、大丈夫なのかしら？」

　ヘルヴィが魔法を発動している素そ振ぶりもないので、セリアも疑いながらここまできた。

「大丈夫だ、ちゃんと上にある。今下ろす」

　いつも通り、ヘルヴィはパチンと指を鳴らす。

　何も起こっていない、ように見えた。

　しかし上を見ると、物体が落ちてきているのがわかった。

「おっ、きたきた！　……待って、速くない？」

　上から落ちてくる荷物は、自由落下よりも速く落ちてきている。

「待って待って！　あんなに勢いよく落としたら……！」

　中に入っている食料や野宿の道具が粉々になってしまう。

　そう思ってヘルヴィを止めようとしたのだが、時すでに遅おそく。

　ものすごい速さのまま地面に激げき突とつし、地じ響ひびきを上げ……ることはなかった。

　荷物は地面すれすれのところで急に止まり、浮かんでいた。

　そして数秒すると、ゆっくりと着地した。

「さすがにあの速度で下ろすわけがないだろう、常識を考えろ」

「ヘルヴィさんにだけは、常識を教えられたくないけどね！」

　まず荷物を空に浮かべて運ぶということが非常識なのだ。

「一個しか荷物ないけど、これに食料が入っているの？」

「はい、これは僕のバッグなので。今から料理しますね」

　テオがバッグを開けて、調理道具や食料を取り出していく。

　生ものなどはさすがに入れられないので、野菜やお米などだ。

「うーん、野菜だけだとなんかね……テオ君が料理すれば美お味いしいんだけどさ」

「ここに来るまでに魔物とかと遭そう遇ぐうしてたら、食料にできたんだけど……全く遭遇しなかったわね」

　数時間も草原を馬で走っていたにもかかわらず、魔物が一体もいなかった。

　稀まれに遭遇しないことはある。

　いつもなら無む駄だな戦いをしないで喜ぶところだが、今回は食料が手に入らなかったので残念だ。

「テオ、肉があればいいか？」

「そうですね、調味料はあるのでお肉があれば……」

「そうだな、では魔物を……仕留めたぞ」

「えっ、仕留めた……？」

　仕留める、ではなく、仕留めた？

　周りには魔物の姿は全く見えない。

「ヘルヴィさん、どういうこと？　どこにも魔物の姿が……」

　ジーナがそう問いかけようとしたら、上から微かすかに音が聞こえた。

　上を向くと、さっきよりも大きな物体が頭上めがけて落ちてくるのが見える。

「まさか……」

「次は地面スレスレで止める気ないから、避けろ」

「ちょ、噓でしょ!?」

　二人は急いでその場から離れる。

　はたしてドスンッと大きな音を立てて地面に落ちてきたのは、大きな鳥だった。

　体長は五メートルほどあり、食料としては十分だろう。

「あー、ビックリした……」

「ちょっとヘルヴィさん、危ないことをしないでくれる？」

「お前達なら避けられると思ったからな」

　空を飛んでいる魔物を、軽々と仕留めたことに普通は驚くだろう。

　しかし「ヘルヴィさんならやりかねない」と他の三人は一様に納得した。

「テオ、これで作れるな？」

「できますけど、こんな大きい鳥捌さばいたことないですし、時間かかると思いますよ」

「それなら手伝うさ。解体は得意だ」

　ヘルヴィがほとんど魔法で大きな鳥を解体し、すぐに食べられるようになった。

「なんか二人で作業しているのが微笑ましいんだけど……やっていることが凄すぎて、微笑ましさが激減しちゃうなぁ」

「さすがにあんな大きな鳥全部は食べられないけど、どうするのかしら？」

　さすがに巨きよ大だいな鳥を全て食べるのは無理なので、昼の分だけ肉を取って残った分は……。

「また上空に浮かせて放置するんだ」

「保存の仕方が凄すぎるわ……」

　常温で生肉を保存していたら危ないが、上空は寒いから、この旅の間ぐらいもつだろう。




　ということでテオが料理を作り終わり、草原に座すわって昼ご飯を食べる。

「うーん、美味しいねー！」

　ジーナが一口食べて、笑顔でそう言った。

　このような旅で食べられるとは思えないほど、豪ごう華かで美味しいものをテオが作ってくれた。

　肉は何の魔物かわからなかったので少し不安だったが、ちゃんと軟やわらかくて味付けもいい。

「本当、美味しいわ」

「美う味まい。さすがだな、テオ」

「あ、ありがとうございます……！」

　いつも料理について褒ほめられているにもかかわらず、毎回頰を赤らめて喜ぶテオ。

　今回の旅は妻であるヘルヴィが一緒に来ているから、より一層力を入れて作ってみた。

　美味しいものを作るために調味料などをいっぱいバッグの中に入れてしまったが、ヘルヴィが空に浮かべて運んでくれた。

（ヘルヴィさんには助けてもらってばっかりだなぁ……僕もヘルヴィさんの役に立つために、もっと頑張らないと……！）

　そんなことを思うテオ……もちろん、そんなテオの心を覗いているヘルヴィ。

（こんなこと助けたうちに入らないと思うが……だがお返しをしてくれるなら、早く性の知識をつけてくれ）

　本当なら初夜でお互いの初めてを経験したかったのだが、テオの知識がなく心の準備もできていなかったので断念。

　代わりにお互いのファーストキスを経験できたから、それはそれで良かったのだが。

（別に知識がなくても私がリードをすればいいのだが……テオも男なのだし、男の矜きよう持じを傷つけないように、そこは待っていたほうがいいだろう。いや、だがテオなら可愛いから、リードされたほうが様になるのでは……）

　想像してみる。

　テオが上で自分を頑張ってリードしながらしてくれるのと、自分が上で涙なみだ目めになっているテオをリードする……。

（どちらも捨てがたい……！　しっくりくるのは後者だが、前者をされたときの普段のテオとのギャップが素す晴ばらしいだろう……！）

　まだ昼時でご飯を食べている最中なのに、頭の中ではそんな妄想をしているヘルヴィだった。




　昼食が終わり、食器をしっかり洗う。

　ちゃんと片付けをしないと、鼻が利きく魔物などが寄ってくることがあるからだ。

「はぁ、旅先でこんな美味しい料理を食べられるなんて、本当に助かるなぁ」

「そうね、食事が美味しくないとやる気が出ないわよね」

　過か酷こくな旅では、限られた時間とはいえ、休きゆう憩けいはとても大事だ。

　その休憩の中でも食事は、最も体力を回復させることができる。

　食事が味気ないと、本調子が出せずに危険な目に遭あうというのはよくあることだ。

　だからジーナとセリアの二人にとっては美味しい食事を作ってくれるというだけで、テオの存在はありがたい。

「ありがとうございます。ヘルヴィさんも、美味しかったですか？」

「……ん？　ああ、もちろん、美味かったぞ」

　今の今まで妄想をしていたヘルヴィだが、声をかけられてそれをやめた。

「ヘルヴィさんはいいよねー、これからずーとテオ君のご飯を食べられるんだから」

「それはそうだろう、テオの妻なのだから」

　ヘルヴィは堂々と言うが、テオは恥ずかしそうにしている。

　度たび々たび言われる「テオの妻」というのを聞くと、テオは毎回口元を綻ほころばせてにやけてしまうのだ。

　我慢しようとしても難しい。

　……その顔を見たいから、ヘルヴィがわざと言っているのもある。

「私達は王都でもいろいろと美味しいものを食べたけど、テオの料理がなぜか忘れられなかったわ」

「そうだね。旅のこういうときに食べる料理が、思い出に残りやすいというか、忘れられないんだよねー」

　王都の高級で人気のある料理屋は、確かに美味しい。

　でもいざとなると、やはり思い出すのは旅をしていたときのテオの手料理だった。

　それが今日、こうして食べられて本当に二人は嬉しかった。

　昨日もテオの手料理を食べたが、旅をしているときに食べるほうがやはり好きなのだ。

「そ、そんなに褒めないでください……恥ずかしいです……！」

　テオは赤くなった顔を隠すように、両手を頰に当てる。

　その仕草にキュンッときてしまう二人だった。




「さて、そろそろ行こっか」

　ジーナがそう言うと、四人は目の前にある山を見上げ、そして森を見る。

「ここからはさすがに馬での移動は厳しいわね」

「そうですね……だけどここに馬を放置するのは、危ないと思います」

　今は魔物が一体も見えないが、普通に魔物が出ることもある。

　草原の中で三頭の馬を放置していたら、魔物にとってはただの餌えさにしかならない。

「それなら大丈夫だ、私が結界を張ってやろう」

「結界って……ヘルヴィさん、魔力量大丈夫なの？　空に荷物を浮かべて運んで、ここに馬を守るための結界を張るのって、普通の人だったらまずできないし、できても数分ももたないわ」

「最強なのだから、できて当然だろう。朝飯前にもならんぞ」

「……もうヘルヴィさんが人間かどうか、疑わしいわね」

　その言葉にヘルヴィは反応しなかったが、テオはビクッと反応してしまった。

「ん？　どうしたのテオ君」

「い、いえ、なんでもないです！」

　もともと噓が苦手なテオだからこそ、今の言葉に反応してしまった。

　ジーナとセリアはテオの様子が変だと気付いても、幸いなぜなのかまではわからないようだった。

「結界も張った。では行くぞ」

　ヘルヴィは誤魔化すように話を逸らして、森の中へと入っていく。

　他の三人も慌てて、それについていった。




　山に入ってから、数十分後。

　テオたちは二体の魔物を見つけた。

　その名は、ブラックベア。

　真っ黒な体毛を持った、巨大な熊くまの魔物である。

　体長は優に四メートルを超こえ、獰どう猛もうで人間を見たらすぐに襲いかかってくる。

　一いつ般ぱん人じんだったら、見つかってしまうと死を覚かく悟ごしないとならない相手だ。

　逃げようとしても巨体ながら、人間の足の速さを簡単に上回る。

　一体でも対処が難しいのに、そのブラックベアが今回は二体いる。

　普通だったらこの魔物を見つけた瞬間、見つからないように迂う回かいするだろう。

　腕に多少自信があっても、倒すのは難しい。

　しかし……。

「久しぶりに見たなぁ、ブラックベア」

「そうね。前にこいつを食べたけど、肉が硬かたくて食べられたものじゃなかったわ」

「……雑ざ魚こだな」

　三人は余裕でこの魔物を前にしても、普ふ段だんと変わらない様子だ。

「だ、大丈夫ですよね……？」

　テオは三人がいれば大丈夫とわかってはいるが、さすがに怖いのでヘルヴィの後ろにいる。

　自分一人だったら、絶対に見つからないようにする相手だ。

　ブラックベアはいきなり目の前に敵が現れたことで、二本足で立ち上がり大声をあげる。

「ひいっ……！」

　自分の倍以上ある巨体を目の前にしたテオは、涙目でヘルヴィの後ろに隠れる。

（くっ……可愛い……！）

　ヘルヴィは自分の服の裾すそを健けな気げに握にぎってくるテオを見て、少し上気する。

（テオを怖がらせたことは万ばん死しに値あたいするが、この姿を見れたのはナイスだ）

　興味がなかった相手に殺意はあるものの、感謝もするヘルヴィだった。




「ここは私達がやろうかなー」

「そうね、ヘルヴィさんとテオは見てて」

　ジーナとセリアがさっと前に出る。

　それぞれ一体ずつ、ブラックベアと対たい峙じした。

　最初に動いたのは、ジーナと対峙したブラックベアだった。

　立ち上がったまま、右腕を思い切り振り下ろしてジーナに攻こう撃げきする。

　大木の幹ぐらい太い右腕。

　そんなデカい腕が力強く振り下ろされる。

　普通の人間だったら当たれば吹ふき飛び、即そく死しだろう。

　ジーナはその腕を避けずに──。

「ほいっと」

　左腕一本で、軽く受け止めた。

　その瞬間、今の攻撃力を証明するかのように、ジーナの足が地面に少しめり込んだ。

　しかし、鋼鉄魔法をかけたジーナだったら、このくらいの攻撃は余裕で受け止められる。

　一撃で倒せなかったことに少し驚いたブラックベアだったが、すぐに左腕でまた攻撃をする。

　ジーナの胴どう体たいを横薙なぎに払はらう。

「よいしょ！」

　ジーナは右足を上げ、蹴けるようにして左腕を弾はじいた。

　その拍ひよう子しに、巨大な身体が後ろへと下がる。

　蹴られた左腕は分厚い体毛と脂し肪ぼうに覆われているにもかかわらず、いとも簡単に折れてしまった。

　力で負けて後ろに下がり、左腕も折られたブラックベア。

　しかし野生の強さなのか、全く怯ひるんだ様子を見せずにもう一度覆いかぶさるように襲いかかってくる。

　今度は嚙かみ付こうとしているのか、口を大きく開けている。

「ばいばい、ベアちゃん」

　近づいてきた顔に、ジーナは鋼鉄の拳こぶしを叩たたき込んだ。

　その拳は左のこめかみを正確に貫つらぬき、ブラックベアの巨大な身体が吹き飛んだ。

　近くにあった大木にぶつかったが、それが折れるほどの勢い。

　倒れ伏ふしたブラックベアは、もう動くことはなかった。

「よし、いっちょあがり！」

　ジーナは振り向いて、ヘルヴィとテオに向かってピースをした。

「ふむ、あのくらいは余裕だろうな」

「さすがです、ジーナさん！」

「いぇーい！」

　テオに褒められて嬉しそうに笑うジーナ。

「遅いわよ、もっと早く終わらせなさい」

　ヘルヴィの隣には、すでに戦せん闘とうを終わらせたセリアがため息をついていた。

　セリアとブラックベアの勝負は一瞬。

　ブラックベアが攻撃をしようと右腕を上げる……いや、上げようとしたが、できなかった。

　なぜなら右腕は斬きられて、地面に落ちていたから。

　ならば左腕、と思ってもすでになかった。

　次の攻撃を繰くり出そうと考える暇ひまもなく、頭が身体から離れて地面に落ちた。

　全てセリアが放った風の刃やいばで斬り落としたのだった。

　一般の魔法だったら傷一つ付かないブラックベアの身体を、簡単に斬り裂さいたセリアの風魔法。

　普通だったら受け止めることができない攻撃を軽々止め、一撃で仕留めたジーナの拳。

　ヘルヴィには勝てなかった二人だが、この世界では強つわ者ものという立場に変わりはなかった。

「や、やっぱりお二人強いですね……！」

　自分では全く敵かなわないブラックベアをこうも簡単に倒され、憧あこがれの目を向けるテオ。

「そりゃあね、一応ネモフィラの街だったら一番強い……いや、強かったからね」

　今は自分よりも強く、ネモフィラの街で最強の地位を奪うばったヘルヴィがいる。

　ヘルヴィの強さはあんな小さい街で収まるものではない、とジーナは考えていた。

「このくらいの相手は余裕ね」

　長い金色の髪かみを手で後ろにかき上げながら、セリアはそう言った。

「すごいカッコよかったです！」

「ふふ、ありがとう」

「テオ君テオ君、私は私は？」

「もちろん、カッコよかったです！　あんな凄い攻撃を軽々止めて、あんな巨体を殴なぐり飛ばすなんて！」

「へへーん、まあねー！」

　自分達にとっては弱い相手だったが、やはり褒められると悪い気はしない。




　ジーナとセリアはテオに褒められてニヤニヤしてとても嬉しそうだ。

　テオは自分と旅をしていたときも、こうして褒めてくれていた。

　それが嬉しくてモチベーションが上がっていたのも確かだ。

　しかし他人が褒められているのを見て、妻のヘルヴィはおもしろくなかった。

　二人を褒めることを止めないテオの後ろで、ムッとしていた。

（私がキマイラを倒したとき、そんなに褒められた覚えはないぞ……）

　確かにテオはここまで褒めてはいなかった。

　しかしそれは相手がキマイラという規格外すぎる相手だからだ。

　そんな化け物をあっという間に倒してしまったので、テオは褒める以前に啞あ然ぜんとしてしまった。

　薬草採取のときは弱い魔物ばかりと遭遇していた。それはテオが興奮して褒めるほどの相手ではなかった。

　ジーナとセリアを倒したのは褒めるに値するとは思うが、倒した瞬間にキスをしてしまったので、そういう雰ふん囲い気きではなかったのだろう。

（くそっ、あんなに褒められるのであれば私が相手をすればよかった。私なら殴らずとも、デコピンで頭を消し飛ばせるぞ）

　ヘルヴィは次に多少強い相手がきたら、自分が相手をすることに決めた。




　その後、しばらく森の中を歩く。

　陽ひが遮さえぎられていて少し暗いが、テオ以外は夜目が利くのでどんどん進んでいく。

　テオがさっき転びそうになったが、隣にいたヘルヴィがとっさに身体を支えた。

　それ以降、テオとヘルヴィはずっと手を繫いでいる。

　子供みたいな扱いで恥ずかしがるテオ。一方ヘルヴィは、さっきの件で不ふ機き嫌げんになっていたがすっかりご機嫌になっていた。

「そういえば何も考えずに山に入ったけど、まず双子山のどっちの山頂に向かうの？」

　ジーナは振り向いてテオに問いかけた。

　テオだけが山頂にある薬草を見分けられるので、どちらの山頂へ先に行くかはテオが決めることになった。

「そうですね、じゃあ先に右の山に行きましょうか」

　右の山……受付嬢のフィオレの話では、そこには山賊がいるようだ。

「了りよう解かい！　山賊なんてボッコボコにして、薬草を採りにいこう！」

「そうね、さっさと倒したいわね」

　そう言いながら前を歩く二人は、右の方へ進んでいく。

　テオとヘルヴィも手を繫ぎながら、それについていった。




　山に入ってから数時間。

　さすがに暗くなってきたので、今日は今いる場所で野宿することにした。

　ヘルヴィが再び上空から荷物を下ろし、野宿と食事の準備をする。

「いい感じに進んでますね、この調子だったら明日の昼ぐらいに山頂に着きそうです」

　テオは安心したように料理をしながらそう言った。

　最初にブラックベアと遭遇した以外、魔物にはほとんど遭遇していない。

　遭遇しても弱い魔物ばかりで、テオに褒められたいヘルヴィとしては拍子抜ぬけだ。

「うーん、順調なんだけど……ちょっと順調すぎるなぁ」

「えっ？」

「そうね、ときどきこういうことがあるんだけど……そういうときはいつも帳ちよう尻じり合わせをするみたいに、この後嫌いやなことがあるのよね」

「そ、そうなんですか？」

　旅や冒ぼう険けんを何百回と経験している二人が、不ふ穏おんなことを言うのでテオは少し怖おじ気け付づく。

　包丁を握っていたテオの手に、ヘルヴィの手が重ねられる。

「大丈夫だテオ、私がいるのだから」

　優しい笑みを向けられ頰が熱くなる。

　ずっと手を繫いで慣れたと思っていたのに、さっきより恥ずかしい気持ちになってしまう。

「あ、ありがとうございます……」

　テオは恥ずかしそうに顔を背そむけて料理を続ける。

　それを見てヘルヴィは満足そうに頷き、手を離して隣で手伝う。

　後ろで野宿の準備をしている二人が、ムッとして話しかける。

「テオ君、私もいるから大丈夫だよー」

「もちろん私もね」

「は、はい、よろしくお願いします！」

　昼にヘルヴィが狩った鳥をまた上空から下ろして、それを夕飯にした。

　同じ食材を使ったが、テオの腕前のおかげで味付けは全然違ったので、飽あきることなく美味しく食べられた。

　満腹になり、いい気分で寝ねる……となったとき。

「テント二つしかないけど、ヘルヴィさんはテオ君と一緒でいいよね？」

「えっ……!?」

　ジーナの言葉に、テオは驚いた。

「ぼ、僕とヘルヴィさん、一緒のテントなんですか？」

　同じ屋根の下に住んでいるが、同どう衾きんしたことは一度もない。

　ヘルヴィとしては一緒のベッドでもいい、むしろ一緒に寝たいのだが、テオは恥ずかしいのだ。

　テオは今回の旅も別々に寝るものだと思っていた。

「女性三人が同じテントっていうのはできないんですか……？」

　自分一人でテントを貸し切ってしまうというのは申し訳ないが、テオとしては精神的にそっちのほうがありがたい。

「テントもあんまり広くないから、二人が寝転がってちょうどいいぐらいなのよ」

　しかしセリアの言葉に、テオの要望は儚はかなく散った。

　テオもヘルヴィと同じところで寝るというのが嫌なわけではない、嫌なわけがない。

　しかし物事には心の準備というものが必要だ。

（い、いきなり、ヘルヴィさんと同じテントで……！　き、緊張して眠ねむれるかどうかわからないよぉ……！）

　テントは狭せまく、どちらかが寝返りでもすれば、すぐに身体のどこかが当たるぐらいだ。

　テオは寝るときに寝返りをうつことが多い。

　手などが当たるぐらいなら、まだ我慢できる。

　だが他のところを触ってしまったら……。

　チラッとヘルヴィの身体を見て、顔の熱がさらに上がってしまう。

（うぅ、やっぱりダメだよ……！）

　テオは下を向いて赤くなった顔を隠そうとする。

　もう辺りは暗くら闇やみなので、ジーナとセリアですら見えていない。

　しかし悪魔のヘルヴィにはしっかりと見える、そして心の中も見える。

「ん？　ヘルヴィさんどうしたの？」

「……いや、なんでもない」

　ヘルヴィも赤くなった顔を見られないように背けた。

（ああ、可愛い……！　いいんだぞテオ、触っても。事故でも故意でも、どちらかというと故意のほうが嬉しいが……いや、私から事故に見せかけて触りにいくのもありかもしれん……！）

　違うことをお互いに考えているが、夫ふう婦ふで顔を真っ赤に染めていた。

「テオ君はヘルヴィさんと一緒に寝るのが嫌なの？」

「い、嫌ってわけじゃ……！　は、恥ずかしいだけで……！」

「そうなんだ。じゃあそれならさ、昔一緒に寝たこともあるし、私かセリアが一緒のテントに──」

　ジーナがその続きを言おうとしたが……うなじに、ヒヤリとした感触があった。

　いつの間にかヘルヴィの人差し指が、そこに当てられていた。

　ただの指のはずなのだが、ジーナは抜ぬき身みの刀が当てられている感覚に陥おちいる。

「その続きを喋しやべるときは──覚悟をしろよ」

　ジーナの耳元で囁ささやかれた言葉。

　テオやセリアには聞こえていないが、セリアはなんとなく何を言われているのかわかった。

　しかしその恐きよう怖ふは、やられた者にしかわからないだろう。

「て、ていうのは冗じよう談だんで、テオ君とヘルヴィさんが一緒のテントだよね！　うん、これは絶対！　夫婦なんだから当たり前だよね！」

「……ふむ、そうだな」

　ジーナのうなじから指が外された。

　ヘルヴィがその場を離れテオに近づくのを見て、ようやくジーナは安堵した。

「そ、そうですよね……」

「テオ、私と一緒でいいか？」

「は、はい、その、寝ね相ぞうが悪いかもしれませんが……」

　ヘルヴィはそれでもいい、むしろ嬉しいかもしれない。

「……私も、寝相が悪いかもしれん。そこはお互い様だ」

　実際ヘルヴィは寝るとき、微び動どうだにしない。

　しかしそう言っておけば……事故と見せかけることができる。

「よ、よろしくお願いします……」

「ふふ、緊張しすぎだぞ、テオ」

「だ、だって……」

　ヘルヴィはテオの耳元に顔を持っていくと、囁いた。

「これからずっと、一緒のベッドで寝てもいいのだぞ？」

「──っ！」

　耳まで真っ赤になったテオを見て、ヘルヴィはこの後やってくる夜のことを考えて心を躍おどらせた。




　その一方、

「し、死んだかと思った……！」

「何やってんのよ。ヘルヴィさんなら絶対に怒おこるってわかってるでしょ」

「あんなに絶対的な死を感じたのは初めてかも……両親が天国で手を振ってるのが見えたもん」

「あんたの両親まだ生きてるでしょ、なんで勝手に殺してんのよ」

「あ、そうだった」

　ヘルヴィとテオの後ろで、そんな会話をしているジーナとセリアだった。




　辺りが完全に暗闇になり、ジーナとセリアの目ですらほとんど見えなくなった頃。

　四人はそれぞれコンビ同士、そして夫婦同士に分かれてテントに入ることになった。

　普通ならこういう場合、誰か一人が見張りとなるものだ。

　しかしヘルヴィがテントの周りに結界を張り、絶対的に安全な状態になっていたので見張りはいらない。

「テオ君、ヘルヴィさん、おやすみー」

「良い夢を、お二人とも」

「ああ、そちらもな」

「お、おやすみなさい……」

　ジーナとセリアは慣れたもので、狭いテントの中でお互いのスペースを分けて寝転がる。

「んー、今日は久しぶりのテオ君との旅で、楽しかったなぁ」

　ジーナは伸びをしながら、今日の出来事を思い出した。

「そうね、料理もやっぱり美味しかったわ。思い出補正が入ってると思ってたけど、それ以上にね」

　テオの手料理を最後に食べたのは一年以上前。

　あのときに食べた素晴らしく美味しいもの、という印象が強く、自分達が過大に評価して期待していたと思っていた。

　しかしそれにしっかりと応え、それ以上に美味しいものを食べさせてくれた。

　わざわざ王都からテオに会いにきた甲か斐いがあったというものだ。

　二人は今日を思い返しながら、寝巻きに着き替がえる。

「あなたはいいわよね、テオに褒められて」

「セリアだって褒められるじゃん」

「あなたほど褒められないわよ」

　確かにテオはジーナの戦闘を褒めることが多い。

　それは単純に、ジーナの戦い方がテオの好みだからだ。

　ジーナの戦い方は徒手で、ただただ力で圧倒するというもの。

　魔法で自分の身体を強くしているが、それでも力押し。

　テオとしてはそれがカッコいいと感じているのだ。

　男なら憧れるであろう、純粋な戦闘力。

　だからテオはジーナの戦いに興奮し、褒める。

　セリアの魔法もカッコいいが、ジーナのほうがテオは好きということだ。

「そういうところも可愛いよね、テオ君って。純粋に憧れてくれる感じが、私もすごい嬉しいし」

「私ももう少し派手な魔法をやった方がいいかしら？」

　重力魔法は本来ならとても派手なのだが、テオは何回も見てしまっている。

　最初こそ驚いて褒めてくれたが、人は慣れるもの。

　重力魔法では褒められることはほとんどなくなってしまった。

　しかも前にヘルヴィには重力魔法で敗れ、そしてその魔法ですら上をいかれた。

「テオのために魔法を開発しないと……」

「あはは、いいね。なんか爆ばく発はつするやつとかだったら派手だと思うなー」

　そんなことを二人は話して……話が途と切ぎれる。

　辺りは森で、とても静か。

　虫の鳴き声がときどき聞こえてくるぐらいだ。

「……二人はもう寝てるのかな？」

　隣のテントにいるはずのテオとヘルヴィの声が、全く聞こえない。

「そうかもね。今日は結構歩いたし、テオは結構疲れていると思うわ。ヘルヴィさんは……これくらいで疲れているとは思えないわね」

「まあそうだね。ヘルヴィさん、息の一つも乱れてなかったもんね」

　二人ですら汗あせをかいて息を荒くしながら登っていたのにもかかわらず、ヘルヴィは汗ひとつかいていなかった。

「……セリア、覗かない？」

「……ジーナ、死にたいの？」

「いやいや、さすがに殺されないでしょ……多分」

「ほら、可能性はあるじゃない。あなたさっき殺されかけてたでしょ」

「いや、覗くぐらいなら大丈夫じゃない？　ヘルヴィさん、テオ君を奪うみたいな冗談は通じないけど、覗かれるぐらいならさ」

「……そうかもしれないけど」

「覗くのは無理かもしれないけど、声ぐらいは確かく認にんしてみない？　ほら、やってたらさ……声でわかるでしょ？」

「……」

　ということで二人は、挑いどむことになった。

　口ではなんだかんだ言っても、セリアも気になるのだ。

　こっそりと自分達のテントを出て、隣のテントに近づいていく。

　今まで培つちかってきた経験をフルに活いかして、気配を殺す。

　とても無駄な使い方である。

　テントの近くで、耳を澄すませる。

　さっきまで何も聞こえなかったが、ここまで近づいたら中の音が聞こえてきた。

「あっ、ヘルヴィさん……んっ、気持ちいいです……」

「──っ!?」

　その瞬間、二人は息を吞のんだ。

　お互いに目を見合わせ、唾つばを飲み込む。

　ギリギリ声は出なかったが、危なかった。

　いきなりそんな声を聞いてしまい、二人は顔を真っ赤にした。

「あ、そこっ……んんっ……あぁ……！」

　テオの小さく艶あでやかな声が聞こえてくる。

　いつも聞く声より、何十倍も色っぽい。

（ほら、やっぱりやってるじゃん！）

（そ、そうね……）

（私の想像通り、ヘルヴィさんがやっぱり攻せめてるみたいだね……！）

（た、確かにそうみたいね、ヘルヴィさんが攻められてるほうが私は興奮するんだけど……）

（それはセリアの趣しゆ味みじゃん）

（そ、そうじゃないわよ）

　なぜ喋らずにここまで意思疎そ通つうができるのかは謎なぞだが、上手くやりとりをしていた。

（の、覗きたいなぁ……どんな感じなんだろう）

（さすがにダメよ、絶対バレちゃうわ）

〝別にいいぞ、覗いても〟

（ほら、いいって……えっ？）

「えっ？」

　声を出して驚くセリア。

　本当に小さな声だったのでジーナぐらいしか聞こえてないが、慌てて手で口を塞ふさいだ。

（い、今、ジーナ喋った？）

（いや、喋ってないけど……というかヘルヴィさんの声したよね？）

〝ああ、私の声だぞ〟

　二人は顔を見合わせ、目を見開いて驚く。

　辺りを見渡すが、ヘルヴィの姿はない。

〝お前らの頭の中に直接話しかけている〟

（そ、そんな魔法があるの!?）

（……すごいわね、さすがだわ）

〝喋りもせずに意思疎通ができるのもすごいと思うがな〟

　二人は多少身ぶり手ぶりをしているが、全く喋っていない。

　それなのに複雑な会話を成り立たせているのは驚くべきことだった。




「んっ、はぁん……！　あぁ……！」

　ヘルヴィの魔法に驚いた二人だったが、むしろこの声のほうがずっと気になっていた。

　顔を真っ赤に染めて、耳を澄ませる。

（ヘルヴィさん、私達と会話しながらできるの？　すごい、テクニシャンなんだね……！）

（ちょっと、やめなさいジーナ！　だけどそうね、ヘルヴィさん、私達に構わないで、テオを構ってあげた方がいいと思うわ……！）

〝……妄想が激しくて楽しそうだな、お前らは〟

　頭の中にヘルヴィのため息が聞こえてくる。

　二人にはヘルヴィがなぜため息をついたのかはわからないが、それどころではない。

「んっ、あっ、気持ちいいです……！　あっ、そこ、もうちょっと強く……！」

　二人の頭の中ではテオが裸はだかにされ、ヘルヴィにあんなことやこんなことをされている姿が、鮮せん明めいに映し出されている。

　もちろん、ヘルヴィにはその妄想が見えている。

〝……お前らやめろ、本当にやりたくなるだろうが。だから中を見ていいと言ったんだ〟

（ほ、本当にいいの？　私達、ここで聞いてるだけでも満足だよ？）

（そ、そうね、あまり夫婦の営みを邪魔するのは悪いわ）

（本当にそういう行為をしているのであれば、そこにもいさせるわけないだろ。いいから覗け、テオにバレないようにな）
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　二人はそう言われて、顔を真っ赤にしながら互いに頷く。

　そしてこっそり、足音を立てずにテントの入り口まで行き……隙すき間まから中を覗いた。

　心臓が口から飛び出るのではないかというほどドキドキしながら見ると……ヘルヴィが寝ているテオに跨がった姿があった。

　やっぱりしている──！

　そう思った二人だが、よく見ると二人とも服を着ている。

　着たままするのか──！

　と思ったが、そうでもないみたいだ。

　テオがうつ伏ぶせになっている。

　もしヘルヴィが上でするのであれば、最低でもテオは仰あお向むけではないと……入らないだろう。

　ヘルヴィの手がテオの服の中に入って、背中を押しているだけだ。

「んっ、はぁ……気持ちいいです……」

　服の中に入っている手はどう見ても動いてないのだが、テオは全身を弛し緩かんさせて気持ち良さそうに喘あえいでいる。

　もしかしてテオは、背中が性感帯──！

〝そんなわけないだろ、お前ら〟

　と思ったところで、ヘルヴィのどなり声が頭の中に響ひびいた。

　その後ヘルヴィから説明を聞くにつけ、どうやらテオの身体の魔力を操あやつってマッサージをしているだけのようだ。

（へー、そんなマッサージがあるんだ。セリア、あとで私にもやってよ）

（無理に決まってるでしょ、人の身体の中にある魔力を操るなんて聞いたことないわよ。失敗したら多分爆発するわよ）

（うぇ!?　ほ、本当？　めちゃくちゃ危ないじゃん！）

　セリアほどの実力者でも無理だと断定できるほど、相手の身体の魔力を操るのは難しい。

　それなのにマッサージという繊細なことができるのは、世界中探し回ってもヘルヴィただ一人だろう。

〝私は軽くできるが、やらない方がいい。セリアなら上手く調整すれば爆発はしないが、内臓はズタボロになるだろう〟

（あら、今褒められた？　ありがと。じゃあジーナ、やってあげてもいいわよ、死にはしないらしいわ）

（死ななくても、生死の境は彷徨さまようこと確実じゃん！）

「んぅ……あっ……あぁ……！」

　三人が会話をしているとはつゆ知らず、テオはマッサージに身を任せていた。




　その後、ジーナとセリアが自分達のテントに戻る……ことはなかった。

（戻らないのかお前ら？）

（いやー、そういうことはしてないってわかったけど、ねえ？）

（そうね、わかったけど……）

「んふぅ……はぁん……あっ……！」

　いまだにテオの艶やかな声が、テントの中から聞こえてくる。

（これはこれで、いい！　だからもうちょっとここで聞いてるよ）

（そうね、テオのこんな声初めて聞くもの。もうちょっと……いえ、ずっと聞いていたいわ）

（お前ら……まあいい。邪魔をしなければな）

　ヘルヴィは頭の中でそう言い残すと、二人の心の中から消えた。

　これからあの二人はテントの外で、テオには聞こえないぐらいの物音しか出さないだろう。

　ヘルヴィの耳にはすでに、二人の興奮した荒い息いき遣づかいが聞こえてくるが、許容範はん囲いだ。

　自分もさっきからずっとテオの上に乗っかり、この声を間近で聞き続けているから、荒い息遣いにならないように深呼吸を何度もしている。

　テオはマッサージで身をよじるために、ヘルヴィが跨がっている部分がそのせいで何度も擦こすれる。

　……一番いけない気分になっているのは他の誰でもない、ヘルヴィだった。

　それからまた十数分。

　一番それらしい声を出しているテオ以外が、全員興奮する時間が続いた。




「はぁ……とても気持ちよかったです、身体が楽になりました！　ありがとうございます！」

「……ふぅ、それはよかった」

　テオの上からどいて、ヘルヴィは落ち着くために深呼吸する。

　いつもよりも長くマッサージをしていたので、その分我慢しなければならない時間も長かった。

　しかしギリギリ耐えた。

　テオの上でバレないように腰を振ったのは、許容範囲だと思いたい。

　少なくとも、テントの外のやつらよりは。

（はぁ……よかったぁ……！）

（くっ、もう少しだったのに……！）

　テントの外から聞こえてくる生々しい音でなんとなく、ナニをしていたかはわかるが……触ふれないことにしよう。

　ヘルヴィも本当ならば今すぐに発散したいのだが、テオの前なのでできるはずもない。

　幸いにも服なら一瞬で着替えられるから、下着が濡ぬれたままということはない。

「僕ばっかやってもらって申し訳ないですし、僕もマッサージしますよ！」

「んっ？　そうか？　では頼たのむ」

　悪魔であるヘルヴィには疲れという概がい念ねんがほぼないので、マッサージを欲ほつすることはない。

　しかし合法的にテオに触ってもらえ、方向性は違うが気持ち良くしてもらえるのだ。

　これを逃のがすわけがない。

（あー、テオ君のマッサージ気持ちいいんだよなぁ）

（そうね、私達も昔はやってもらったわ）

〝ほう、そうなのか〟

（うわっ！　い、いきなり入ってこないでよヘルヴィさん、ビックリしたぁ）

（私はずっと聞かれてると思ってたわ）

　なぜお前らがナニかをしているときに、心を覗くと思ったのだ。

　と言ってやりたかったが、面めん倒どうくさいので黙だまっておく。

　しかしこの二人が以前マッサージしてもらったというのであれば、自分も絶対にやってもらう。

　今度はヘルヴィがうつ伏せに寝て、テオがその上に乗る。

「重くないですか？」

「ああ、大丈夫だ」

「どこか凝こってるところとかありますか？」

「そうだな……特にはないが、背中や肩を頼む」

「はい、わかりました」

　そしてテオの両手が、ヘルヴィの腰寄りの背中に触れた瞬間──。

「ひゃうんっ!?」

「えっ？」

「えっ……？」

「えっ……？」

　誰かの口から、今までにない高い声が漏もれた。

　テオ、そしてテントの外にいるジーナとセリアは、同時に驚きの声を上げる。

　二人の声は小さく、声を上げたタイミングもテオと同じだったので、テオに気づかれはしなかった。

　いや、たとえもう少し大きくてタイミングがずれていても、テオは気づかなかっただろう。

　それぐらい、今の声は衝撃的だった。

　その声を出した人物は……耳を真っ赤にして、顔を伏せている。

「……どうしたテオ？　やらないのか？」

「えっ、いや、その……大丈夫ですか？」

「何がだ？」

「あっ、えっ……？　だって今の声……」

「何か聞こえたか？」

「……いえ、なんでもないです」

　そしてまたテオの両手が、ヘルヴィの背中に触れ優しく揉もんでいく。

「……っ！　ひうっ……！」

　悪魔であるヘルヴィは、もう何千年、何万年も生きている。

　最強を誇ほこる彼女は自分でも、弱点などないと──思っていた。

　しかし今、発覚した弱点。

「ふっ……あんっ……！」

　ただ背中を揉まれているだけなのに、声が漏れてしまう。

　──ヘルヴィは、くすぐりに弱かった。

「あ、あの、やめますか……？」

　テオは普通にマッサージをしているだけなのに、どう見てもくすぐったそうにしている。

　筋肉はほぐれるかもしれないが、疲れは取れない、むしろ過か剰じように反応して疲れてしまうだろう。

「い、いや、大丈夫だ。引き続き頼む」

　しかしヘルヴィは続けてもらうことを選せん択たくする。

　テオに触られることなど、めったにないことだ。これを逃す手はない。

（私が我慢すればいいだけの話だ……！　こんなもの、私だったら簡単に……！）

　少しでも抵抗するために、まずテオの思考を読む。

　どこを次に触ってくるかを知ることで、身構えることができる。

　次は肩けん甲こう骨こつの辺りを触ってくるようだ。

　そして……。

「んっ……はぁ……！」

　さっきよりは我慢できるが、声は抑おさえられない。

　むしろ我慢しているからこそ、より色っぽい声こわ色いろになってしまっている。

　これにはテオだけじゃなく、外にいるジーナとセリアも赤面する。

（ヘ、ヘルヴィさーん？　大丈夫？　やってないんだよね？　マッサージを受けてるだけだよね？）

（テオのときよりもなんか生々しい声が聞こえるのだけど……）

〝だ、大丈夫に決まっているだろう。私は……くうぅ……！〟

　頭の中で話すことも難しくなってきている。

　テオは的確にマッサージしているのだが、逆にそれがヘルヴィの弱点を正確についていた。

　特にヘルヴィがくすぐったそうにしているのは、脇わき腹ばら付近だった。

　テオもそれはわかったので極力触らないようにしているのだが、背中をマッサージしていると、どうしても少し指が当たってしまう。

　そして意図せずに当たってしまうからこそ、ヘルヴィがどれだけテオの思考を読んでも予測はできない。

「あんっ……うぅんっ……！　はぁ、はぁ……！」

　色っぽい声が漏れ出し、息が乱れる。

（な、なんだか、ヘルヴィさんの声を聞いてると、変な気分になってきちゃう……）

　そういった行為を全く意識したことがないテオですら、興奮してしまう色っぽい姿と声。

　ヘルヴィはテオが興奮していることを知り、さらに身体を熱くする。

　そんなことで、ヘルヴィがマッサージで声を我慢するのは、もはや不可能だった。




　数十分後、ようやくマッサージを終えて一息つく。

（いやー、いいものを聞かせてもらったよ）

（そうね、ヘルヴィさんのお陰で、私も満足できたわ）

　さっきの欲求不満を、ヘルヴィのマッサージで発散したセリア。

　それほどヘルヴィの声は、興奮させてくれるものだった。

〝お前ら……明日覚えてろよ〟

（うわー、怖いなぁ。じゃあ、おやすみヘルヴィさん、マッサージもほどほどにね）

（おやすみなさい。テオにもよろしくね。ふぅ、まず着替えないと……）

　覗かれていたことをテオに話すわけがないので、よろしく言えるわけがない。

「ヘルヴィさん、大丈夫でしたか？」

「あ、ああ、もちろん。気持ちよかったぞ、テオ、ありがとう」

「そ、それは良かったです……」

　テオは昔、ジーナやセリア、受付嬢のフィオレにもマッサージをしたことがある。

　そのときにも「気持ちよかった、ありがとう」と言われたが……。

　三人の「気持ちよかった」と、ヘルヴィの「気持ちよかった」は何か違うとテオは感じた。

　前者は単純に、身体が楽になった、心ここ地ち好よかったという意味だというのはわかる。

　しかし後者、ヘルヴィはなんだか違う。

　何が違うのかを考えると、テオの身体は熱くなってきて……。

「テオ、そろそろ寝るか」

「っ！　は、はい！」

　変な気分になりそうなところで、ヘルヴィから声がかかる。

　思わず恥ずかしさで顔が赤くなってしまう。

（くっ……は、恥ずかしさのあまり、止めてしまった……！　あのまま想像していれば、もしかしたらあんなことやこんなことができたかもしれないのに……！）

　一方、ヘルヴィは、心を読んでいたので、テオの考えていたことは全部わかっていた。

　だからこそ、自分の恥ずかしい姿を思い返しているテオを止めたのだ。

　テオが自分の姿で興奮してくれるのは嬉しいが、今回はさすがに恥ずかしすぎた。

（こ、こんなにも恥ずかしいものなのか……！　やはり私は、攻められるより、攻める方が性しように合っている！　テオに攻められてこんな恥ずかしい思いをするのであれば、私からしたほうが……！）

　そう決めつけて、二人は狭いテントの中で寝ることにした。




　長い夜は明け、二日目の朝。

　朝食を食べ、テントなどの片付けを終える。

　大きな荷物が空に消えていく光景を見ても、テオ達たちはもう驚かなかった。

「さて、お腹いっぱいにもなったし、行こっか！」

　ジーナの元気な一声で、四人は山頂を目指して歩き出した。

「いやー、旅先であんなに快適に寝たのは初めてだなぁ」

「そうね、ヘルヴィさんの魔法のお陰ね」

　ヘルヴィはあれだけ夜に動どう揺ようしていても、テントの周りに張った結界は全く乱れていなかった。

　虫も入ってこないので、何も心配をせずに四人は寝ることができた。

「ぼ、僕もぐっすり眠れました、ありがとうございます、ヘルヴィさん」

「ん、ああ、それは良かった」

　ヘルヴィはマッサージで身体が火ほ照てってしまい、テオが寝返りを打つ度にドキドキしていた。

　テオの手がヘルヴィの身体を触ってきたり、抱きついてきたりもした。

　寝ていて無意識なのが、余計にタチが悪い。

　襲わなかった自分を褒めたい……いや、むしろなんで襲わなかったのか、自分でもわからない。

　しかしまあ……抱きつかれたお陰で、ナニをしたとは言わないが、身体の火照りが少しは収まった。

（襲ってはいないぞ……少し首筋を舐なめたり、触ったりはしたが……下は触っていない）

　誰に言い訳するでもなく、そんなことを考えるヘルヴィ。

　その時、山頂に向かって歩き出すと、テオ以外の三人が異変を察知した。

（ヘルヴィさん、聞こえる？　それにわかってる？）

〝ああ、聞こえているし、わかっている〟

（地面がなだらかすぎるわ。まるで何かを隠したみたいに……）

　これだけの森の中なのに、地面に起き伏ふくがなくなだらかなのは、不自然である。

　おそらくこれは自分達以外の誰かがここを通り、足あし跡あとを消すためにやったことだ。

〝今日、どこかで仕し掛かけてくるだろう〟

　ヘルヴィは頭の中でそう伝え、二人は同意するように頷いた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「おいおい、もう日が昇のぼっちまったじゃねえか」

　一人の男が、舌打ちをしながらイラついたように言った。

　少し古びた大きな椅い子すに座り、机に両足を乗っけている。

　周りにいる男達は、ボスの機嫌が悪いことに怯えていた。

「す、すいません」

「なんであんな目立つことしている相手を、一晩かけて探せねえんだ？」

　男達に指示したのは、この山に入ってきた奴らを捕つかまえ、男だったら殺し、女だったら連れ帰ってこいということ。

　大きな山なので、入ってきたことを知るのはいつもならもう少し後になっていたはずだ。

　しかし今回すぐに入ってきた者がいるとわかったのは、その者が目立つことをしているから。

　そいつらの荷物か何かが、上空へと浮かび、そして落ちていくのが見えた。

　自分達盗賊に、発見してくれと言っているのも同然だった。

　だから夜のうちにそいつらを発見し、こちらが先制攻撃を仕掛けようとしたのだが……。

　男達が十数人がかりで探しても、全く見つからなかった。

　足跡を見る限り、そいつらは四人いる。

　足跡もあまり大きくないので、全員が女か、身長が低い少年が交じっているか。

　それらの情報がわかっているのに、どこにいるかがわからなかった。

「そんなに無能だったか？　お前ら」

「そ、それは……すいません」

　イラつくボスに、周りは謝あやまることしかできない。

　盗賊団の中で一番強く、ボスを務めている──オルゴ。

　ここにいるオルゴ以外の十数人で一いつ斉せいに襲いかかっても、オルゴには敵わないだろう。

「……はぁ、まあいい。お前らは弱いが、使えないわけではない。それは知っている」

　オルゴはため息をついて、机から足を下ろし肘ひじをついて考える。

「この人数で一晩かけて探し回って、見つからないのはさすがに不自然だ。位置をほぼ把握しているのにもかかわらず。つまり今回の相手には、高位な隠いん蔽ぺい魔法を使える奴がいる」

　その一言に、部下の中の数人がハッとする。

　今気づいた、というように反応した奴らを、オルゴは一ひと睨にらみした。

「余よ程ほどの馬ば鹿かじゃなければわかるだろ」

「す、すいません」

　その数人を除いて他の奴らはわかっていたようだ。

「それに気づいても探せなかったのか……なかなか手て強ごわい相手のようだな、今回の相手は」

「はい、ボスの力をお借りしたいと思います」

　周りの男達も決して弱くはない。

　そこらの傭兵より強い者も多くいる。

　それなのに全員で戦ってもオルゴには勝てないということは、それだけオルゴの強さが桁けた違ちがいということ。

「久々に俺おれが、本気を出せる相手がいるか……ははっ！　楽しみだ」

　オルゴは立ち上がり、不敵に笑った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「めんどくさいなぁ……！」

　ジーナが迫せまりくる丸太を避け、イラつきながらそう呟いた。

　木にくくりつけられているので、ブランコのようにいったりきたりをする大きな丸太。

　盗賊が仕掛けた罠わなで、身体に当たれば骨の一本や二本は軽く折れそうだ。

「ちょっとジーナ、避けないで壊してよ。あなたが避けると後ろの私達も避けないといけないでしょ」

「ごめんごめん、ついつい避けちゃった」

　ほぼ真後ろにいるセリアはギリギリで避ける。

　その後ろにいるテオはそこまでの反射神経はなく、このままでは当たってしまう……が、その前にヘルヴィが丸太をいとも容易たやすく破壊した。

　ドアを軽くノックするような仕草で、人を簡単に吹っ飛ばすほどの丸太を粉ふん砕さいしてしまう。

「あ、ありがとうございます！」

「これくらい造作もない」

　四人が山頂に近づくにつれ、盗賊の罠が見受られるようになった。

　巧こう妙みように隠されていて、発動するまではジーナとセリアですら気づかない。

　しかし発動しても簡単に避けられるので、それほど切せつ羽ぱ詰つまってはいない。

　テオだけは避けられないが、ヘルヴィが隣にいる。

「隣にいろ、テオ」

「は、はい……！」

　ヘルヴィがテオの腰に腕を回し、離れないように引き寄せる。

　テオは真ま面じ目めに守ってもらっているから、そういう感情になっちゃいけない……と思いつつも、ヘルヴィの豊満な身体がくっついてドキドキしていた。

　ヘルヴィは心を覗かなくても、テオの真っ赤な顔を見ればどう感じているのかがわかる。

（うむ、可愛い。やはり私は攻める方が性に合っている。この可愛い姿を、余裕を持って見て、感じたい……）

　ヘルヴィはそう思うが、昨日の感覚も忘れられない。

（……まあいつか、そうだな。テオからも攻められたら、いいかもな）

　そんなことを考えながら、落とし穴に落ちそうになったテオを抱きかかえる。

　テオを横よこ抱だきにしていて、いわゆる「お姫ひめ様さま抱っこ」というものだ。

　この場合、「王子様抱っこ」というべきか。

「あっ、その……ありがとう、ございます。は、恥ずかしいので、下ろしてください……！」

「ふふっ、このまま山頂に行くのもいいかもな。こちらの方が守りやすい」

「っ！　そ、その、やめていただけると助かります……！」

　この体勢になると必然的に顔と顔が近づく。

　テオは顔が真っ赤になっているのを感じ、恥ずかしくて両手で顔を覆った。

「うわー、もうテオ君、本当に可愛いなぁ……！」

「いいわね……普通なら男女の立場が逆だと思うけど、あの二人だったらあれで完璧ね」

　ジーナとセリアは、後ろでいい雰囲気になっている二人を見て羨うらやましがり、そして癒いやされていた。

「さすがにテオ君をお姫様抱っこはしたことないなぁ。私もしたいけど、絶対に許してくれないよね」

「そりゃそうでしょ、あのヘルヴィさんよ……あっ、ジーナ」

「そうだよね……ん？　なに？」

「丸太」

「えっ？　うぼぉ!?」

　ジーナの横腹に、いつの間にか発動していた丸太の罠が炸さく裂れつした。

　不意打ちだったので耐えきれず、ジーナは吹き飛んだ。

「いったぁ……！」

「だっさい声ね、『うぼぉ』って。女が出していい声じゃなかったわ」

「それよりも、私の身体のこと心配してくれない……？」

「あなた鋼鉄魔法使ってるから、別に大丈夫でしょ？」

「そうだけど、痛いものは痛いんだからね」

　丸太が戻ってきたので、ジーナは「こなくそぉ！」と殴って破壊した。

「というか今の私の声、テオ君に聞かれてないよね？」

「大丈夫よ、あの二人、あなたが吹っ飛んだことさえ気づいてないわ」

「それはそれで傷つくんだけど……」

　そうこうしながら、四人は山頂を目指していく。




「ていうかさ、ここまできても盗賊が一人も見当たらないね」

　ジーナが罠を壊しながら言った。

　これだけ多くの罠が仕掛けられているのにもかかわらず、盗賊が一人もいない。

「どっかで待ち伏せでもしてるんでしょ」

「あー、そうかもね。弱ったところを叩く、的な」

「こちらは全く弱ってないけどね、一人油断してた人がいたけど」

「う、うるさいなぁ！」

「えっ、ジーナさん、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫だよ！」

　心配されたことは嬉しいが、やはり見られてなかったと知って落ち込むジーナ。

「しかしそうだな、お前らの言う通りみたいだ」

「えっ？」

「この先に待ち構えているぞ。そろそろ罠もなくなるようだ」

「あ、そうなんだ。ん？　ヘルヴィさん、もしかして罠がどこにあるかわかってたの？」

「もちろんだ」

「なら言ってよ！　もしくは先頭を歩いてよ！」

　これから罠もなくなるところで先頭を替わっても意味がないので、そのまま進む。

　すると……ヘルヴィが呟いた。

「ほら、お出で迎むかえだ」

　次の瞬間、さっきまでの罠が一気に発動したかのように、丸太や槍やり、そして盗賊達の放った魔法が、全方向から四人に襲いかかってきた。

　まずは丸太や槍、そして魔法を砕くだく。

　ジーナとセリアはそれぞれ拳と魔法で、ヘルヴィはテオに当たる分まで魔法で対応した。

「あ、ありがとうございます」

「ああ、任せておけ」

「いやー、ビックリ！　まさかあんな一斉攻撃をされるとはね」

「そうね、盗賊にしては上手い連係攻撃だったわ」

　いきなりの攻撃だったが、全員が無傷だった。

　ジーナの拳が少し赤くなっているくらいで、特に問題はない。

　罠や魔法を凌しのぎ、一息つく……と思いきや、次の攻撃が始まった。

　前、横、そして上からも。

　盗賊が十人ほど、武器を持って襲いかかってきた。

「あはっ、上等！」

　ジーナは拳をガキンッと合わせて鳴らし、横から襲いかかってくる盗賊に右拳を振るう。

　顔面へとめり込むようなパンチ……だったのだが、ギリギリで避けられる。

　避けられるとは思わず、「おっ？」と声が出てしまう。

　その隙すきに盗賊は懐ふところに入り込み、短たん剣けんを振るった。

　短剣には毒が塗ぬり込んであり、かすり傷でも、半日はまともに動けなくなる。

　しかしそれは……かすり傷をつけられたら、の話だ。

「……はっ？」

　切りつけた盗賊の口からは、そんな声が漏れた。

　なぜなら短剣で切りつけたはずなのに、肌の薄皮一枚すら切れなかったからだ。

　目の前の出来事に呆ぼう然ぜんとしてしまい、次のジーナの攻撃をモロに喰くらってしまった。

　顔面を殴られ、そのまま地面に叩きつけられた盗賊は意識を失った。

「もっといい武器じゃないと、私の肌は切れないよ」

　鋼鉄魔法を使いこなすジーナの身体は、生半可な武器じゃ傷一つつけられない。

　ジーナはその後も襲いかかってくる相手を殴り飛ばしていく。

「はぁ、動き回る相手は苦手なのだけれど……」

　セリアの周りには三人の盗賊の男が走り回っている。

　魔法使いの弱点は、正確に狙ねらいをつけるのが難しいということだ。

　狙ったところに一ミリのズレもなく当てられる魔法使いは、ほとんどいない。

　セリアほどの魔法使いでも、必ず数センチはズレてしまう。

　だから素早く動き回る相手に当てるのは、さらに難しい。

　その弱点がわかっている盗賊達は、縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る。

　そして三人の盗賊が一斉に襲いかかる。

　前から横から、後ろから飛びかかることで、誰か一人は確実に相手を攻撃できるように。

　全員の武器に毒が塗ってあるので、切りつけたら勝ちだ。

　セリアにあともう少しで攻撃が当たる……というところで、盗賊二人の命は事切れた。

　一人だけ、生きていた。

　何をされたのかはわからないが、近づいたときに前に出した短剣を持っていた腕が吹き飛び、粉々になった。

　そこでギリギリ止まったから、死ぬことはなかった。

「な、何が……！」

　セリアの周りを見ると、二人の盗賊がバラバラになっている。

「私の周りに風の刃やいばを仕込んでおいたのよ。私に近づけば、それに当たって粉々になるってだけ。その外から攻撃を仕掛けたらまだチャンスがあったのに、残念ね」

　その男以外の盗賊は、そのまま近づいたので風の刃に裂かれて粉々になったのだ。

　生き残った男は逃げようと足に力を入れようとしたのだが、転んでしまった。

　なぜ、と思って自分の足を見ると、右足がなかった。

「逃げられないように斬ったわ、ごめんなさいね。じゃあ、さようなら」

　そして残った盗賊の頭が、地面に転がった。

「うわー、セリアむごいなぁ」

「盗賊なんだから、殺しても問題ないでしょう」

「まあそうだけどさ」

　ジーナに襲いかかってきた盗賊の二人は気絶で済んだが、一人は当たり所が悪かったのか首が折れて死んでいる。

「だから言ったでしょ、動き回る相手は苦手だって。苦手すぎて手加減できずに殺しちゃうんだもの」

「私も脆もろい相手は勝手に死んじゃうからな、苦手かな」

　二人はそう言って、ヘルヴィとテオの方を見る。

「ふむ、お前らも終わったか」

「お、お疲れ様です……」

　ヘルヴィとテオの周りには、五人の盗賊が転がっていた。

　見たところ盗賊達に外傷はなく、血は一いつ滴てきも出ていない。

　しかし確実に死んでいる。

「何したの？」

「心臓を破壊しただけだ。人間はそれだけで死ぬ」

「いやそれだけって、十分すぎるけど」

　大昔の魔物を殺し尽つくしたヘルヴィだが、その中には心臓を破壊されても死なない魔物など何十種類もいた。

　しかしそれすら問題にならないぐらい、ヘルヴィは強かったが。

「テオ君、大丈夫？　人が死ぬのは見慣れてないと思うけど」

「そ、そうですね……前にお二人と組んだときも盗賊に襲われて、そのときに見たくらいです」

「ああ、そういえばそうだったわね」

　命を狙われて襲われたのであれば、正当防衛として殺しても何の問題もない。

　テオはそんな経験はなかったが、ジーナとセリアは何度も狙われたことがある。

「テオ、お前は心優しい者だ。人が人を殺すところを見るのは苦痛だろう」

「……その、そうなんですけど」

「それと、私達が人を殺すことに心を痛めているのもわかっている」

「……はい」

　テオは俯うつむいていたが、ヘルヴィが両手で頰を優しく覆って顔を上げさせる。

「わかっていると思うが、守るために殺すのだ。自分を、周りを、そしてテオ、お前をだ」

「……はい」

「……ふふっ、ああ、そうだな。お前はそういう男だ」

　ヘルヴィが微笑んで、テオを抱きしめる。

　抱きしめられたことにビックリして、テオは顔を赤くする。

「な、なんですか？」

「いや、なんでもない。しかし、私はいつまでも待っているぞ」

「……はい」

　躊ちゆう躇ちよしながらも、テオは弱々しく抱き返した。

「……なんでいきなりいい雰囲気になってんの？」

「さあ、わからないわ。だけど邪魔しちゃいけない雰囲気ね」

　いつものイチャイチャとは違う雰囲気で、抱きしめ合うテオとヘルヴィ。

　ジーナとセリアはそれを後ろで見守っていたが……二人同時に、背後に殺気を感じて振り返る。

「はっ、いいな、俺の部下達を一方的に殺すことができるなんてな」

　一人の男が、木に背を預けて立っていた。

　ジーナとセリアとの距離は三メートルほど。

　二人ほどの実力者だったら、殺気を放たれる前に気づくはずだった。

　しかし今目の前にいる男は、気づかれることなくその距離まで近づいていた。

　二人は警けい戒かいレベルを最大限に上げた。

「お前も盗賊かな？　まあ見ればわかるけどさ」

「ご名答、こいつらの頭かしらをやっているオルゴってもんだ」

「名前なんてどうでもいいけどね。あなた一人だけ雰囲気が違うもの」

　他の盗賊達と服などはほとんど変わらない、黒っぽい服。

　それなのに、他の奴らとはかけ離れている雰囲気があった。

「お褒めに与あずかり光栄だ。お礼として……死をあげようと思うが、喜んでくれるか？」

「女に与あたえるものとしては、最低だね」

「女だけじゃなくて、人に与えるものとして最低ね」

「ははっ！　そんなに褒めるなよ、照れるだろ」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中……先に動いたのは、ジーナだった。

　地面を蹴っ飛ばし、一気に近づき顔面へ向かって拳を振り切る。

　常人だったらまず避けられず、顔面が陥かん没ぼつするだろう。

　しかし紙かみ一ひと重えで避けた盗賊団のオルゴは、カウンターを狙う。

　先程の戦いを見ていたオルゴは、ジーナの身体の硬さを理解していた。

　だからこそ、狙う場所は──。

「──っ！」

　ジーナは常人離ばなれした反射神経で、顔を右に傾かたむけてギリギリ避けた。

　少し掠かすってしまったので、すぐにそこから離れてセリアの後ろまで下がる。

「あっぶな……！　あいつ、目狙ってきた……！」

　目の横に一線の血筋が走っている。

　オルゴはニヤリと笑った。

「そりゃ狙うだろ、そこ以外狙いどころがないんだから」

「よく言うよ、指で私の肌に傷つけられる奴が」

　顔の肌も同様、鋼鉄魔法で硬くなっているのにもかかわらず、目突きの指が掠った肌には傷がついていた。

　オルゴは「気づかれちまったか」と笑っている。

「俺の身体は特別でな。生まれたときから、鉄ぐらい硬いんだよ」

「えっ、何それズルいんだけど」

　この世界には稀に「特異生物」というものが生まれる。

　それは人間だけではなく、魔物にも当てはまる。

　むしろ魔物の方が多い現象だ。

　その種族では考えられない体質を持って生まれた存在を、「特異生物」というのだ。

　人間の肌、身体に、鉄の硬こう度どはもちろんない。

　ジーナのように魔法を使わずとも、鉄の硬度を持つオルゴは、「特異生物」なのだ。

「だけど鉄ぐらいだったら私の肌は傷つかないんだけど……」

　鍛きたえて鉄以上に硬くなった、ジーナの鋼鉄魔法。

　そうでないと剣で肌が切れないなんてことはない。

　つまりオルゴの攻撃は、剣以上に鋭するどいということだった。

「そこまで教える義理はねえな。もうちょい褒めてくれれば教えてやるが」

「よっ！　最低！　クズ！　人間のゴミ！」

「褒め言葉じゃねえだろうが！」

「えっ、だってさっき最低って言って喜んだじゃん」

「くそっ、舐めやがって……！」

「舐めてるのはどっちよ」

「──っ！」

　オルゴは横から風を感じた瞬間、すぐさましゃがんだ。

　すると自分の隣にあった大木に、音もなく亀き裂れつが入った。

　その亀裂が入った場所はオルゴの首があったところと同じ高さだ。

　さすがに焦ったのか、引き攣つった顔でセリアを見る。

「あら、今のを避けるのね。さすがだわ」

「はっ、容よう赦しやねえな。俺のイカしてる髪が切れちまったじゃねえか」

「ごめんなさいね、次は髪を傷つけずに殺やってあげるわ」

　決して表情には出さなかったが、セリアは内心かなり驚いていた。

　あれほど意表を突いて、油断だらけのところを攻撃したにもかかわらず、避けられた。

　反射神経と、身のこなしの速さが異常だ。

　ジーナも見ていたのでわかったが、オルゴはその二点に関しては確実にジーナ以上だった。

　さっきのジーナの攻撃を紙一重で避けて、カウンターで目を狙うなど普通はできない。

「セリア！　支し援えんして！」

　ジーナはもう一度踏ふみ込み、殴りにいく。

　一度でも当たればオルゴの身体が鉄だろうが、軽傷じゃすまないだろう。

　しかし何度拳を振るっても、簡単に躱かわされてしまう。

　そしてまたオルゴがジーナの目を狙って指を突こうとしたが……ギリギリで止まる。

　止まった瞬間を狙ってジーナは攻撃するが、簡単に躱される。

「あっぶねえ、目のところに魔法があったじゃねえか」

「よく気づいたわね」

　ジーナの目にはセリアの風魔法がかかっていて、あのまま指を突き出していたら、いくら鉄の硬度といっても、その指はちぎれ飛ばされていたことだろう。

「じゃあ正攻法で、ぶん殴って殺すか！」

「上等、やってみろ！」

　そして真正面から殴り合うジーナとオルゴ。

　戦闘狂きようの二人はどちらも顔には笑みを浮かべている。

　その笑みを先に崩くずされたのは……ジーナだった。

　近くで殴り合っているにもかかわらず、オルゴは全ての攻撃を避けて受け流す。

　ジーナは致ち命めい傷しようは喰らわないが、確実に攻撃を受けて血が飛んでいる。

　一度二人が離れると、オルゴはほぼ無傷。一方ジーナの露ろ出しゆつした肌からは血が出ていた。

「あいつの拳なんか変だよ。当たったところが抉えぐられるみたいな感じ」

「これが俺の技わざだ。普通の人間に当たったら、一発で骨まで見えるぐらい抉れるんだけどな」

　ジーナだからこそ皮ひ膚ふだけで済んでいるが、セリアが喰らえばひとたまりもない。

　鋼鉄魔法をかけているジーナも、喰らいつづけたら命を奪われる。

「うーん、私の攻撃も簡単に避けられるのよね」

　二人が殴り合っている間に、セリアが風魔法で攻撃しているにもかかわらず、簡単に避けられてしまっている。

　やはりオルゴの回かい避ひ能力は高い。

　ジーナとセリアが、人間に対してこれほど苦戦するのは久しぶりだった。

「お前みたいに強い奴が、なんで盗賊なんてやってんの？」

「あん？　なんだいきなり？」

　ジーナが唐とう突とつに問いかけた。

　単純に疑問に思ったのだ。

　ジーナの身体を簡単に傷つけ、自分達の攻撃を全て避けきる。

　そんな男が、なぜ盗賊というならず者に堕おちたのか。

　自分達と同じように傭兵をやっていれば、地位や金などに全く困らないところまで上り詰められるはずなのに。




「殺し合いの最中にお喋りするのはあまり好きじゃないが」

「さっきから結構喋ってるわよね」

「仕方ねえ、答えてやるよ」

　セリアのツッコミを意に介かいさず、盗賊のオルゴが答え始めた。

「俺は人の下につくのが嫌なんだよ」

「……」

「……答えてやっただろうが、なんか言えよ」

「えっ、それだけ？」

　ジーナは続きを黙って待っていたのに、たったそれだけの理由で驚いた。

「それが最大で最高の理由だろうが。人に指図されるのが気に食わねえ、特に俺よりも弱い奴らにだ。貴族なんていう金しか持ってない奴らなんて、クソ弱よええ奴しかいねえのに偉えらそうに威い張ばってやがる。あいつらの下につくのなら、死んだ方がマシだ」

「あはは、ちょっと耳が痛いねー」

「そうね、貴族の中にはそういう馬鹿な奴らもいるわね」

　オルゴが言ったことは、ジーナとセリアも身に覚えがある。

　今ではある貴族のお抱えの傭兵になっているが、それまではいろんな貴族を相手に傭兵をしていた。

　その中には貴族であることをいいことに、自分達を下に見る奴らが何人もいた。

「だから俺は力だけでのし上がれる盗賊になったんだ。この山にも前は小さな盗賊団がいくつかあったが、俺が全て従え、従わない奴らは殺した」

　オルゴは不敵な笑みを浮かべて、両手を広げる。

「俺は一番になりたいんだよ！　誰よりも強く、誰よりも上に立ちてえんだ！」

　高笑いでもしそうなオルゴを、二人は冷めた目で見ていた。

「思ったよりもつまらない話だったなぁ、がっかり」

「盗賊に堕ちたのに誰よりも上にって、馬鹿なのかしら？　盗賊をやってるだけで、誰よりも下よ」

　その言葉にオルゴは「くくっ……」と笑った。

「その下の奴に二人がかりで苦戦してるお前らはなんなんだ？　俺よりも下なんじゃねえのか？」

「むっ……！　戦いはまだまだこれからが本番だよ！」

「吠ほえ面づらかかせてあげるわ」

　実際、二人がかりでもギリギリの相手であることは間違いない。

　一方オルゴも、一人ずつなら殺せるが、二人を相手にすると負ける可能性があると思っていた。

　しかし今まで対等に戦ってきた相手がいないオルゴにとっては、こんなに楽しくて嬉しいことはない。

　初めて対等に殺し合える相手と出会った。

　三人は一様に笑いながら、また戦い始める──となるはずだったが。

「お前ら、待て」

　その言葉にピタリと止まったジーナとセリアが振り向く。

　見ると後ろにヘルヴィが立っており、隣ではテオがなぜか恥ずかしそうに顔を赤く染めていた。

　オルゴと戦っていた間、ヘルヴィとテオが何をしていたか見ていなかったが、テオの顔を見る限りいつも通りイチャイチャしていたのだろう。

「なに、ヘルヴィさん？　今いいところなんだけど」

「お前らじゃ勝ったとしても時間がかかるし、傷も多くなるだろう。なので交代だ」

「えー、本当に？　私達でやりたいんだけどー」

「お前らが傷を負ったら、誰が手当てすると思ってるんだ」

　テオがジーナの怪我に気づいて、ハッとして駆け寄る。

「だ、大丈夫ですかジーナさん!?　い、いろんなところ怪我してますが……！」

「あー、大丈夫だよ、皮が剝むけたぐらいだから」

「手当てしないと……！」

　オルゴはいきなり入ってきたテオにイラついた。

　どう見ても力がなく、ただ守られているだけの存在。

　そんな奴が自分と対等にやり合える強者との勝負を、邪魔すんじゃねえ──。

　一歩で近づいて、ぶっ殺す……と思ったの、だが。

　踏み出す直前に、肩に何かが当たった。

「貴様の相手は、私だ」

「なっ……!?」

　いつの間にか横にはヘルヴィが立っていて、自分の肩に手を置いていた。

　気づかないうちに間合いに入られたことに驚き、肩に置かれた手を振り払いすぐに後退する。

「なんだ、お前……！」

　相手に手を置かれたところを見て確認する。

　特に魔法をかけられたわけじゃないが、寒気がした。

　テオとジーナの後ろにいたはずなのに、気づいたら自分の隣に移動していた。

　こんな簡単に自分の間合いに入られたのは、生まれて初めてだ。

　さっきから部下との戦いを見ていたが……いや、あれは戦いとは言わないだろう。

　ヘルヴィを囲んだ部下が、同時にぶっ倒れて死んでいた。

　魔法なのか、それとも毒なのか。

　わからないから不用意に近づかないでおこうと思っていたのだが、いきなり近づかれてしまった。

　しかし自分には今、死ぬ前兆はない。

　限られた技なのか、それとも──他ほかにも技があるからやらないだけなのか。

「貴様はさっき、誰よりも強く、と言っていたな」

「あぁ？　そうだな、この世界の誰よりもな」

「ふむ、ならば喜べ。私が最強だ、私を倒せば、お前はこの世界の誰よりも強いということだ」

「はぁ？　なにを言ってやがる……」

　女であるヘルヴィが、世界最強のはずはない。

「まあやることは変わらねえ。てめえが強くても弱くても、ぶっ殺してやるよ」

　オルゴは殺気を出しながら睨むが、ヘルヴィは軽く笑う。

「誇るがいい。お前は力の頂点を、体験できるのだから」




　ヘルヴィがそう言うのを後ろで聞きながら、テオはジーナの手当てをしていた。

　後ろに下がってからテオが手当てをしようとしたのだが、荷物がないことに気づく。

　どう手当てしようかと慌てていたのだが、いつの間にか上空から荷物が下りてきていた。

　ヘルヴィが下ろしてくれたようだ。

　後でお礼を言おうと思いながら、テオは手て際ぎわよくジーナの傷を手当てした。

「これで終わりです。大丈夫ですか？」

「うん、テオ君ありがとう！　痛みもほとんどないよ」

　深手の傷こそなかったが、ジーナは身体中傷ついていた。

「あなたがここまで傷を負ったのは久しぶりね。何年ぶりかしら？」

「昔は鋼鉄魔法がしっかりできてなかったから、三、四年ぶりとか？　鋼鉄魔法が上手くできるようになってからは初めてかも」

　テオもジーナがここまで傷を負っているのを初めて見た。

　それだけ今の相手、盗賊団のオルゴがジーナとセリアと同等か、それ以上に強いということだ。

「だ、大丈夫ですかね、ヘルヴィさん……」

　テオはヘルヴィの強さを信しん頼らいしているのだが、さすがに心配になってしまう。

　自分の奥さんがそんな強い相手と一対一で戦うなど、心配するなというほうが無理な話だ。

「テオ君、ヘルヴィさんは大丈夫だと思うよ」

「そうね、私もそう思うわ」

「そ、そうですか？」

　ジーナとセリアはむしろ獲え物ものを取られたことに少し不満げで、ヘルヴィの相手をするオルゴが可哀かわい想そうに見えてしまう。

　テオにはわからないが、ジーナとセリアにはわかる。

　ヘルヴィと戦い、オルゴとも戦った二人なら。

　どちらが強いかなんて、比べ物にならない。

　対峙しているヘルヴィとオルゴは、先程から動かない。

　ヘルヴィはただ動かないだけだが、オルゴは違う。

（……っ！　わからねえ、なんだこれは……！）

　動けない。

　いつもなら膠こう着ちやく状態になったら自分から仕掛けるオルゴが、全く仕掛けられない。

　どう攻撃しても絶対に当たらない、とわかってしまう。

　隙がない、というわけじゃない。

　ヘルヴィは全く構えておらず、むしろ隙だらけだ。

　それなのにどこに打ち込んだとしても、自分が勝つ姿を想像できない。

「どうした？　睨み合いが好きなのか？」

「っ！　くそがっ……！」

　このままじゃ状じよう況きようは何も変わらない。

　自分の感覚を無視して、ヘルヴィに一歩で近づき拳を振るう。

　顔面に打ち込んだ拳は、軽く躱される。

　避けるのが難しい腹や胸を狙っても、上手く躱されてしまう。

（一発でも当たれば、俺の拳は肉を裂き、骨をも砕く……！）

　ジーナの鋼鉄魔法すら上回る、拳の威い力りよく。

　一発でも当たれば、致命傷になり得る。

　だが当たらないとそもそも話にならない。

　躱され続け、しかも相手からは攻撃されない。

　自分はおそらく必死の形ぎよう相そうをしているはずなのに、ヘルヴィは笑みを浮かべて余裕の表情だ。

（くそ、一発でも当たればこんな奴……！）

　そう思いながら拳を振るう。

　すると……。

「ふむ、まあいい。そろそろ終わらせようか」

　ヘルヴィが不敵に呟いたとき、オルゴの拳がヘルヴィの腹へ打ち込まれた。

　手て応ごたえあり。オルゴは勝利を確信した。

　腹に当たればそこに風穴が空くほどの威力で、臓物が飛び散るのを何度も見てきた。

　今回もそうなる……はずだった。

「なぜだ……!?　なぜ突き破れない……！」

　完璧に拳が腹へと当たったのに、全くの無傷。

　ヘルヴィの腹にはかすり傷一つついていない。

「貴様のそれは拳の回転力か。良い技だが、私には効かんな」

　拳を異常な速度で回転させることにより、相手の身体を斬り裂くように抉る。

　一発でそれを看破され、しかも当たったのに効いていない。

「なんだ、お前は……！」

「だから言っただろう。私が、頂点だと」

　ヘルヴィは腹を殴ったオルゴの腕を左手で摑む。

　オルゴは逃れようと力を入れるが、全く動かない。

「さて、一発は一発だ。私も腹を殴るから、腹筋に力を入れるんだな」

　ヘルヴィは右手を握り、拳を作る。

　軽く振りかぶったところで、オルゴは悟さとる。

（──死ぬ……！）

　そしてヘルヴィは、拳を最速で突き出した。

「……ふむ、まさか避けられるなんてな」

　ヘルヴィが当たらなかった右の拳を開いて、いまだに摑んでいるオルゴの腕を捨てた。




「はぁ、はぁ……！」

　なくなった左腕の痛みに耐えるように、オルゴは顔を歪ゆがめていた。

　ヘルヴィが攻撃する前に摑まれている左腕を右手の拳で殴って犠ぎ牲せいにし、避けることに成功した。

　避けていなかったら腹に風穴が空いた、どころではなかっただろう。

　そのまま胴体が跡あと形かたもなく吹き飛んでいたのが、予測できた。

（こいつはヤバい、あの女共とは比べ物にならねえ……！　このままじゃ死ぬ……！）

　今の攻撃はギリギリ躱すことができたが、次は躱せないだろう。

　ヘルヴィがトドメを刺そうと一いつ歩ぽ踏ふみ出す。

「くっ……！」

　オルゴは恐怖を覚え逃げだした。

　木々の間を縫ぬって、全速力で。

「ふん……」

　逃げていくオルゴの背中を、ヘルヴィはつまらなそうに見送った。




「あーあ、ヘルヴィさんのせいで逃げられちゃったじゃん」

　ジーナはオルゴが逃げた方向を見ながら、残念そうに言った。

　逃げた直後というのに、もうすでにオルゴの姿形は見えない。

　上手く森の地形を使って、こちらから感知されないように逃げているのだろう。

　少なくともテオはもちろんのこと、ジーナとセリアにもオルゴの居場所はもうわからない。

「なんで逃げる前に仕留めなかったの？　ヘルヴィさんならできるでしょ？」

　セリアは疑問に思う。

　確かにヘルヴィなら逃げる前に殺せたし、なんなら今やろうと思えばすぐにでも殺せる。

「……ふむ、少し思うところがあってな。今は泳がせておこうというわけだ」

「思うところ？」

「ああ、まあそれが外れたとしても後で殺せばいい。盗賊を生かしておく必要もないからな」

「もっともあの傷じゃ放置してても、死ぬかもしれないけどね」

　ジーナの言う通り、オルゴは片腕がなくなって血を失い続けている状態だ。

　適切な処置をしない限り、一日とその命はもたないだろう。

「逃げた方向を見る限り、山頂に向かったわけじゃなさそうね。とりあえず私達は依頼の薬草を採取しに山頂に行きましょう」

　こっちの山には山賊がいたので、今まで薬草を採取できなかった。

　しかしすでに山賊という障害物は取り払ったので、あとは山頂に行って採取するだけだ。

「薬草採取はテオ君の出番だね。私達は全く種類とかわからないから、任せたよ！」

「私は全くわからないってわけじゃないわよ。だけど今回の薬草は見分けが難しいから、お願いね、テオ」

「は、はい！　助けられてばっかりなので、僕も頑張ります！」

　テオは自分も役に立ちたい、とやる気に満ち溢れていた。

　その様がまるで小動物が頑張ろうとしている姿のようで、他の三人は戦いで荒ぶった心が少し癒やされた。

「行きましょう、ヘルヴィさん！」

　一番後ろでなぜか止まっているヘルヴィを見て、テオが声をかける。

「……ああ、行こうか」

　鋭い目つきで地面を見ていたヘルヴィだが、テオに声をかけられたので軽く笑って隣を歩き始めた。

　……ヘルヴィが見ていた地面には、あったはずの物がなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「はぁ、はぁ……いっつ！　くそっ！」

　オルゴは備えで作ってあった避ひ難なん場所にたどり着いていた。

　いつもの住すみ処かよりも狭いが、最低限のものは置いてある。

　商人を襲ったときに奪っておいた治ち療りよう道具で、激痛に耐えながら左肩をなんとか止血する。

　応急処置だが、これで失血死することはないだろう。

「何者だ、あの女……！　俺の技が全く効かないなんて……！」

　凹おう凸とつの激しい岩の壁かべにもたれかかって、力なくそう呟く。

　居い心ごこ地ちは最悪だが、今はそんなことを言ってる場合ではない。

　なぜ効かなかったのかが全くわからない。

　その前に戦った女、ジーナには効き目は薄かったが効いた。

　手応えの感じからして硬かったから、いつものように肉や骨を裂くまでには至らなかったというのはわかる。

　しかしヘルヴィのときは、手応えは完璧だった。

　特に硬くなかったし、普通の人間と同じぐらいの肉質だったから風穴を空けたと思った。

　それなのに全く効かないというのは、どういうことなのだろうか。

　その原因がわからないと、まず勝てない。

　オルゴはまだヘルヴィに勝つ、いや、ヘルヴィ達を殺すつもりだった。

「この俺がこんな無様な姿にされて……許さねえ！　絶対に殺す、肉も骨も内臓もズタズタにしてやる……！」

　怒いかりを露あらわにして、残っている右腕で岩の壁をぶん殴る。

　ヒビが入り大きく壁が崩れて、さらに居心地が悪くなってしまうが全く気にしない。

　いや、それを気にできるほど今は心に余裕がないだけだ。

　しかし今のままではどうやっても勝ち目がない。

　オルゴは左腕が利き手だったし、右腕一本で勝てるとは到底思えない。

　利き手の本気の一撃でも微動だにしなかった相手に、どうやったら勝てるのか。

「いいね、君。気に入ったよ」

「っ！　誰だ!?」

　突とつ如じよ聞こえてきた声に、考え事をやめて周りを見渡す。

　声が反はん響きようして、どこから声が聞こえたのかわからない。

　おそらく魔法か何かで声を反響させたのだろう。

　注意深く周りを見渡す。

　前や横、上を探しても声の人物はいない。気配もない。

「こっちだよ、こっち」

「なっ……!?」

　次に声がしたのは、後ろだった。

　それもすぐ近く、自分の右耳のそばから聞こえた。

　訳もわからず、オルゴは振り向きざまにまた岩がん壁ぺきを殴る。

　もちろんそこには誰もおらず、ただ壁のみが崩れ落ちていく。

「うん、いいよ、その獰猛さ。攻撃をする度に左腕に激痛が走っているのを無視するほどの精神力、とてもいい」

「なんなんだてめえは！　姿を現しやがれ！」

「だけど乱暴な言葉遣いは、あまり好かないなぁ」

　オルゴはイラついてまた大声を上げようとしたのだが……声が出なかった。

「っ……!?」

「落ち着いてよ。ボクは君に提案しにきただけなんだから」

　姿は見えないのに、なぜかオルゴの耳元でその声は響く。

　そいつは話を続ける。

「君に力を与える。そしてあの悪魔を殺してくれよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　双子山の山頂の一角。

　ヘルヴィ達は昼過ぎぐらいに、そこへと着いた。

「おー、いい景色だねー。ここはあまり木がないから、見晴らし最高だねー」

　ジーナが周りを見渡し、山頂からの景色を楽しんでいる。

「もうお昼だしさ、ここで食べようよ。こんな見晴らしのいいところで食べたら気持ち良さそうだしね」

「そうね、薬草探しの前に休憩しましょうか。探すのも大変そう」

　一面に咲さいている花。

　とても綺き麗れいな花畑なのだが、ここから薬草を探すと考えるとそうも言っていられない。

　セリアには薬草の知識があるだけに、この中から探す難しさがわかってしまう。

　一応セリアも今回の薬草について下調べしてきたが、全くその薬草は見当たらない。

　似ているものもあるが、だからこそ見分けが難しい。

　希少な薬草だし、見つからない可能性もある。

（そんなに広くないから、テオと私が端はしから見ていけば一時間ぐらいで終わりそうね。いや、だけど私だと見落としがあるかもしれないから、テオ一人に任せた方が……）

　そんなことを考えながら軽く見渡していたセリアだが……。

「あっ、見つけました」

「もう見つけたのか。さすがだな、テオ」

「……えっ？」

　テオが足元にあった薬草を指差し、セリアの考えていたことは杞き憂ゆうに終わった。

　その後も昼ご飯を食べようと見晴らしのいい場所へと移動したときに一本、昼ご飯を作っている間にもう一本見つかった。

　薬草を見る限り、セリアには似ているものとの見分けがほとんどつかなかった。

　よく注視すれば色合いや形が違うのだが、何か作業をしながら見つけられるとは到底思えない。

　テオの圧倒的な薬草採取の才能と運によって、こちら側の山頂での採取はあっという間に終わった。

「……さすがね、テオ」

「ありがとうございます、簡単に見つかってよかったです」

　気合を入れて山頂に来たテオには少し拍子抜けだが、セリアとしては凄すぎて言葉も出なかった。




　テオの作った昼ご飯を食べながら、四人は休憩していた。

「テオ君、疲れてない？　毎回料理作ってもらって、大変でしょ？」

「任せっきりで悪いわ。次のご飯は私達が作った方がいいかしら？」

「い、いえいえ！　僕の仕事はこれくらいしかないですし、お二人は戦いで疲れていると思うので大丈夫です！」

　テオは、盗賊との戦いや他にも道中で魔物と戦っている二人には休んでもらいたいし、自分も役に立ちたいと思って、戦闘以外の部分を頑張っていた。

　しかし二人としては盗賊や魔物との戦いはそこまで疲れるものでもなく、本気を出そうとしたオルゴとの戦いもヘルヴィがやってしまったので、特に疲れているわけではない。

「うーん、テオ君がそう言うなら任せるけど……実際、私達と比べ物にならないくらい料理美味しいし」

「大変だったら言ってね、手伝うから」

「はい、ありがとうございます。だけどヘルヴィさんも手伝ってくれてますから、大丈夫ですよ」

「ふむ、妻としては当然のことだ」

　そう言われて、「あ、ありがとうございます……」と頰を赤く染めながら礼を言うテオ。

　いまだにこういう発言で照れるテオに、慣れる日は来るのだろうか。

　でもその照れる姿を見たいので、ヘルヴィはその日は来てほしくないと思った。

「ヘルヴィさんも疲れてたら言ってくださいね。お、奥さんを……癒やすのも、夫の役目です……！」

「……ああ、ありがとう」

　ヘルヴィは顔には出さないが、心の中は乱れていた。

（ふ、ふむ、奥さん……良い響きだ。前にも言ってくれたが、なんか、うん……良いな）

　二人は顔を合わせずにお互いに照れているのを、彼かれ氏しいない歴が年ねん齢れいと等しい二人が面おも白しろくなさそうに見ていた。

　可愛いテオの姿を見るのは好きだが、夫婦のイチャイチャを見るのは面白くない。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでその様子を見ていたジーナが、何か思いついたかのようにニヤッとする。

「それじゃあさテオ君、ヘルヴィさんにマッサージでもしてあげれば？」

「なっ……！」

「えっ？　マ、マッサージですか……？」

「そうそう、テオ君ってマッサージ得意じゃん」

　昨日の夜発覚した、ヘルヴィの弱点。

　マッサージをしてもらっているだけなのに、妖あやしげな声を出すほどの敏びん感かんな体質。

　ジーナとセリアはその場にいたので、その弱点を知っている。

　だからこそヘルヴィを癒やすためと言いつつ、テオにはバレないように少し意地悪なことを提案できたのだ。

「そ、その……」

「あら、ジーナにしてはいい考えね。ヘルヴィさん、テオはとてもマッサージが上手いからやってもらうといいわ」

　ジーナの考えていることを察知したセリアが、優しい笑顔で援えん護ご射撃をする。

　心の中では二人とも意地悪い笑みを浮かべているが。

〝お、お前ら……！〟

　もちろんヘルヴィには、二人のその笑みが見えていた。

（おっ、話に入ってきた。ほらほらヘルヴィさん、また気持ちよくしてもらえば？）

（まあヘルヴィさんとしては、気持ちいいのかくすぐったいのかどっちかわからないと思うけど）

　二人が心の中でヘルヴィを挑発している。

　それを受け、ヘルヴィは〝テオの前ではお仕置きという名の地じ獄ごくをまだ味わわせていないが、この旅が終わったら二人には昨日の分も含ふくめてお仕置きしてやろう〟と、心に固く誓ったのだった。

　その恐おそろしさを知らない二人は、今は調子に乗ってからかうことができる。

「お、お二人は知らないと思いますが、ヘルヴィさんはマッサージされるのが苦手みたいで……」

　テオは昨日の夜のことを思い出して、顔を赤くさせながらそう言った。

　初めて見るヘルヴィの姿に、少し変な気持ちになったのが恥ずかしそうだ。

「あっ、そうなんだー。ヘルヴィさんマッサージ苦手だったんだー」

「意外だわ、ヘルヴィさんにも苦手なことがあったのね」

　二人はヘルヴィのことを見ながら、抑よく揚ようのない声でニヤニヤしながらそう言った。

　ヘルヴィがお仕置きを考えていることなど知らない二人は、今だけヘルヴィに勝った気がして少しいい気分になっていた。




　昼ご飯を食べ終わり、四人は片付けをしていた。

　料理に使う道具をリュックにしまい、ヘルヴィが上空へと浮かび上がらせたときに、それに気づいた。

「……ふむ、招かれざる客が来たようだな」

「えっ？」

　その気配に気づいてないテオが、ヘルヴィの言葉に疑問の声を上げる。

　しかしそのテオですら、それが姿を現す前に殺気を感じ取った。

　ジーナとセリアはすでに戦闘態勢だ。

「なにこれ、気持ち悪い気配。嫌な雰囲気だね」

「しかもこの気配、さっきの盗賊よね。随ずい分ぶん変わってるけど」

　テオは一歩後あと退ずさり、ヘルヴィは守るために一歩前に出る。

　そしてそれが姿を現す。

　盗賊のオルゴの身体から何か黒いモヤが出ていた。

　それがテオですら気づく気配の正体なのか。

　何かわからないが、とにかく気持ち悪い。

「なにあれ、キモい……」

「左腕どうなってるのかしら？」

　左腕はヘルヴィの攻撃を避けるために、自分で殴り落としたはず。

　それなのに左腕がある。

　左腕を回収していたのをヘルヴィは見ていたので、くっついただけなら驚かない。

　一から生やすのは難しいが、くっつける魔法ぐらいならセリアもできる。

　しかしオルゴの左腕は、異様な形をしていた。

　肥大して、右腕よりも五倍ぐらいの太さになっている。

　しかも左腕だけ赤黒く気持ち悪い。

　くっつけるのと同時に、何か改造したのは明らかである。

「さっきぶりだな、お前ら」

　オルゴからは逃げるときに見せた余裕のなさは消え失うせていた。そしてニヤニヤと笑っている。

「もう会いたくなかったけどねー」

「そうだな、それは同意見だ。だからお前ら、この世から消えろ」

「それはこっちのセリフね」

　セリアがそう言った瞬間、オルゴはジーナへと接近した。

　テオには残像しか見えない速さだったが、ジーナとセリアには見えた。

　むしろ先程戦ったときよりも少し遅くなっているかもしれない。

　やはり大きな左腕のせいでスピードが落ちているのだろう。

　その左腕が、ジーナの顔面へと振るわれた。

「──っ！」

　それをジーナは──避けた。

　しゃがんでかわすと、次の攻撃が来る前に後ろへと大きく下がる。

　ジーナは鋼鉄魔法に自信を持っている。

　鋼鉄魔法にみがきをかけて硬くなった身体は、ほとんどの攻撃を弾き返す。

　だから常人以上の反射神経を持っているにもかかわらず、攻撃を避けない。

　オルゴとの殴り合いも血は出ていたが、同じところを数十回も殴られないと致命傷にならないぐらいだった。

　しかし今の攻撃は、避けた。

　いつもならば顔面への攻撃など、カウンターで頭ず突つきを入れるぐらいなのに。

　何百戦して培ってきた勘かんが、避けなければいけないと告げたからだ。

「おいおい、さっきは目突き以外避けなかっただろう？　殴り合おうぜ、今度は俺も避けねえからさ」

　ジーナがなぜ避けたのかわかっているオルゴは、笑みを深める。

「お前の気持ち悪い左腕に触れたくないから、嫌だ」

「はっ、そうか。だが大丈夫だ、触れるのは一瞬だけだ。その瞬間、お前はこの世にいないからな」

　オルゴは笑いながらそう言ったが、あることに気づき周りに目線を配る。

「じゃあ私の魔法も、一瞬だけ触れてちょうだい。それでさよなら、よ」

　セリアが今まで溜ためていた魔力を解き放ち、オルゴに向けて風魔法を飛ばす。

　さっきは一度も当てられなかったが、スピードも落ちて標的もデカくなった分、今度は確実に当たる──そう思ったのだが。

「オラァァ！」

　オルゴが左腕を一振りしただけで、セリアの魔法が打ち破られてしまった。

「なっ……！」

「どうした？　今度は触れてやったぜ？　さよならは、しないみたいだな」

　ブラックベアのような大型の魔物でも一撃で殺せるほどの威力。

　どんな強い魔物でも、当たれば最低でも傷つけることはできた。

　相棒のジーナが鋼鉄魔法を使っているときですら、薄皮は切れるぐらいだ。

　しかしあの左腕に当たったはずなのに、傷一つ与えられなかった。

　つまり異様な左腕は、ジーナの鋼鉄魔法を上回っているということだ。

　ジーナとセリアがこのまま戦うのであれば、あの左腕以外を狙えばいい。

　だがあれだけ大きく、驚きよう異い的な武器を持っている相手を攻撃するのは難しい。

　普通なら絶望的な状況だが、二人は不敵に笑う。

　だからこそ、面白い──そう思う二人、だが。

「お前らには手に余る相手のようだな。私がやれば十分だ」

　そんな気持ちなど知らん、というように前に出るヘルヴィ。

「もー、またいいとこ取りするんだから」

「本当ね、ヘルヴィさんといたら面白い敵と戦えないわ」

「ふむ、そうか。ならば帰ったら私が相手をしてやろう。手加減なしで、な」

「いやそれは私達多分死ぬよね!?」

　それには返事をせずに、ヘルヴィはオルゴと相対する。

「貴様には聞きたいことがある。今度は逃がさんぞ」

「その態度、気に喰わねえなぁ……！　いつまでも自分が最強だと思ってるんじゃねえぞ！　この俺が、最強だ！」

　今までの余裕の笑みがないオルゴは、自分に言い聞かせるように叫さけぶ。

　ヘルヴィは対照的に涼すずしげな顔で、相手に諭さとすように言う。

「私が、頂点だ。与えられた力に溺おぼれた者が最強など、身の程を知れ」




　オルゴはそう言われて、あの声だけの存在の言葉を思い出した。

「君に力を与える。そしてあの悪魔を殺してくれよ」

　そう聞こえた瞬間、オルゴの目の前には左腕が落ちてきた。

　上を見ても何もなかったはずなのに、突如現れたように感じた。

「君の利き手らしいね。これをもっと強くして、くっつけてあげるよ。ボクならできる、どう？　やるかい？」

　耳元で響いてくる正体不明の声。

　それはオルゴにとっては魅み力りよく的な提案だった。

　しかし……。

「てめえ誰だ？　姿を現さない限り、そんな提案吞のまねえよ」

　自分に都合が良すぎる提案を疑わないわけがない。

　左腕に触らずに、周囲をずっと警けい戒かいし続けるオルゴ。

「うん、まあそうだよね。人間の中でも意外と理知的な君だ。そう言うと思ったよ」

　その声がしたと同時に、オルゴの目の前にまた何かが突如現れた。

　何も感知できなかった屈くつ辱じよくの中、そいつの姿を見て衝撃を受ける。

「お前は……！」

「ボクの姿なんてこんなもんだよ。で、どうするの？　ボクの提案、受ける？」

　その姿を見て、オルゴは考える。

　昔聞いたあることを思い出して、問いかける。

「その提案を受けたら、お前に俺は何を渡わたせばいいんだ？」

　目の前に出てきたそいつは、ニヤリと笑う。

「話が早いね。だけどさっきも言ったけど、君がボクに渡すのはあの悪魔の命。君の命なんかよりも価値のあるものだね」

「その言い草は気に入らねえが……まあいい。俺の命じゃないだけマシだ。わかった、その提案受けてやる」

　そうしてオルゴは、強大な力をもらったのだ。




　俺の左腕は強い。

　この左腕なら、身体が硬い女も、魔法の女も倒せると確信できた。

　しかし今目の前にいる女、ヘルヴィには勝てるという確信がどうしても持てない。

「俺が、最強だぁ!!」

　そんな不安な心を振り切るように、オルゴは叫んで地面を蹴る。

　大きな左腕を振りかぶり、ヘルヴィに向かって打ち込む。

　さっき自分がいたところの岩壁を、一発殴っただけで崩ほう落らくさせた力。

　硬い女でも一発で殺せる、この左腕。

　これなら防げないだろう──そう思って打ち込んだ左の拳、だが。

「邪魔だな」

　オルゴの視界には、左腕を打ち込んだことで見えなくなったいたヘルヴィの姿が、いきなり映るようになった。

「はっ……？」

　答えは単純、左腕を振り払われたから。

　目の前に飛んでくるハエを、手で振り払うように。

　そのような仕草で、この強大な左腕が上へと弾かれてしまった。

　しかしそんな仕草にもかかわらず、左腕に受けた衝撃は尋じん常じようではなかった。

　払われた手首が折れていた。

　厚くなった筋肉、太くなった骨。

　それが全く意味をなしていない。

　しかしあいつに与えられたこの左腕は、再生する。

　折れたところがたちまち繫がった。

「は、ははっ！　この左腕は最強だ！」

　再生するとすぐ、またヘルヴィに向かって突き出す。

　体重をかけ、全身全ぜん霊れいで。

「力比べをしたいのか。ならば知るがいい、己おのれの弱さを」

　ヘルヴィも左の拳を握り、突き出す。

　振りかぶりもせず、ただただその左腕を倒すぐらいの力で。

　そして──消し飛んだ。

「ガッ……!?」

　衝撃に耐えられず、オルゴは後ろへと吹き飛ぶ。

　地面を数メートル転がり、止まった。

「いっ、あぁ……！　なんで、だぁ……！」

　オルゴの左腕は、なかった。

　前のように斬り落とされたのではない。

　跡形もなく、消し飛んでしまったのだ。

　強大な力だったはずの左腕が、ヘルヴィの軽く振るった拳で消し飛んだ。

「もう少し弱くてもよかったな。久しぶりに拳を振るったから、つい力を込めすぎてしまった」

　近づいてくるヘルヴィの言葉に、さらに絶望感を覚える。

　倒れているオルゴを、ヘルヴィが見下ろす。

「お前は、なんなんだ……！」

「さっきから言っているだろう。私が頂点だと。お前が最強なんて、妄想もここまで激しいと笑えないな」

　さすがにオルゴはもう、ヘルヴィに勝てるとは到底思えなかった。

　この女が頂点かは知らないが、自分はもう勝てないと理解した。

「さて、お前には聞きたいことがある。先程の左腕は、誰から力を与えられたか、だ」

　抵抗をする気もないオルゴは、正直に答えようとする。

「はっ、俺もよく知らねえが──くっ……がはっ……！」

　何かを喋ろうとした瞬間、オルゴがいきなり苦しみ始めた。

　地面に転がりながら苦しみ……そして止まった。

「ねえヘルヴィさん、今の何？　こいつどうなったの？」

　後ろから近づいてきたジーナが、そう問いかける。

「……どうやら何者かに殺されたようだ」

「そうね、今のは毒の魔法による殺し方に近かったわね」

「そんなのあるんだ……結局、あの左腕はなんだったんだろうね？」

　ヘルヴィもそのことは気にかかっていた。

　この山に入ってから感じている気配。

　これは少し、自分に──。

「っ!?」

　考え事をしていたヘルヴィだが、あることに気づく。

　テオに召喚されてから一番の大声を上げる。

　焦った表情で、今までにない切羽詰まった声で。

「──テオはどこだ!?」

　その意味を理解してジーナとセリアは周りを見渡す。

「えっ、なんで……!?」

「さっきまでそこに……！」

　ジーナとセリアの後ろにいたはずのテオの姿が、どこにもなかった。
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「あはははっ！　よかった、意外と簡単に攫さらうことができたよ！」

　テオは見えない何かで口を塞がれ、声を出すことができない。

　手と足も見えない縄なわみたいなもので縛しばられていて、地面に転がっている。

　ついさっきまで目の前でヘルヴィと盗賊のオルゴが戦っているのを見ていたはずなのに、気づいたら景色が変わり、目の前に男がいた。

　テオはその男の姿を見て、声を出せるものならば驚きの声を上げていただろう。

（あの姿、もしかしてヘルヴィさんと同じ、悪魔……!?）

　男は頭からツノが生えており、腰からは翼が生えている。

　背せ丈たけは大きくなく顔も童顔で、テオと同い年くらいに見える。

　ヘルヴィの姿を知っているテオからすると、同じ種族にしか見えない。

　しかし少し違うのは、ヘルヴィよりツノも翼も小さいことだ。

　人間ではないことは明らかだった。

「しかしずっと見てたけど、この人間の何がいいのかなぁ」

　男はテオの顔を覗き込んでくる。

　頰を摑まれ、無理やり顔を正面に向けられる。
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「顔立ちは整ってるけど、それだけ。別に絶世の美少年って訳でもないし、力なんて皆かい無む。下等な人間の中でも下等。さっぱりわからないなぁ」

　頰から手が離れ、興味をなくしたようにテオから視線を逸らす。

　周りを見てみると、ここはどこかの洞どう窟くつのようだった。

　さっきまでいた山頂からどれだけ離れているのか、全くわからない。

「恋こいなんてよくわからないし、どうでもいい。ボク達悪魔には必要ないと思うけど、なんであの人はこんな人間に？　やっぱりボク達とは考え方が違うのかなぁ」

　訳のわからないことを言っているが、わかったことは一つ。

（この人は、悪魔なんだ……！）

　姿を見て何となくは分かってはいたが、今の言葉で確信した。

　だけどその悪魔がなぜ、自分を攫ったのか。

「じゃあそろそろ目的を果たそうかな」

　悪魔がそう言った瞬間、テオの口を覆っていた何かが外れた。

　口を塞いでいたものはなくなったが、手と足は動かせないままだった。

「ぷはぁ……！　あ、あなたは一体……!?」

「いいよ喋らなくて。口を押さえたままじゃ他の魔法を使えないから、解いただけだし」

　何者か聞こうとしても、悪魔がテオに全く興味がないのか、取り付く島もない。

「君は知らないと思うけど、悪魔を召喚した後、その悪魔を魔界に帰す方法がいくつかあるんだよ」

「ま、まかい……？」

　テオが疑問に思ったことなど気にせずに、悪魔は淡たん々たんと説明する。

「大たい抵ていは願いを一つ聞いて、その代だい償しようを貰もらえば悪魔は魔界に帰れる。これが普通の帰り方。だけどあの人は願いを聞いているにもかかわらず、代償を貰っていない。だから魔界に帰れない」

「だ、代償……」

　そういえばテオが召喚したときに、ヘルヴィは、

『願いを叶かなえる代わりに、お前の大切なものをいただくぞ』

　と言っていた。

　それが目の前にいる悪魔の言っている、代償のことなのだろう。

「あの人なら力ずくでも奪えるはずなのに、なんでそれをしないのか知らないけど。一体どんな願いを言ったの？　まあどうでもいいや」

　悪魔が右手を開くと、黒い物体が現れ、次の瞬間には黒く大きな鎌かまが変わった。

「そして他に悪魔が魔界に帰れる方法で手っ取り早いのは──その契けい約やく者しやが死ぬことだよね」

「ひっ……！」

　テオは思わず悲鳴を上げた。

　悪魔はテオの顔を見て、愉ゆ快かいそうに笑った。

「あははっ！　いい顔するねぇ、一瞬で恐怖に染まった顔になって、嗜し虐ぎやく心がくすぐられるよ。ボクはあまりそういうのないと思ってたのに。もしかしたら、あの人もこの顔を見たいから契約してるのかな」

　心から楽しそうに歪んでいるその顔は、テオがヘルヴィを召喚する前まで思い描えがいていた悪魔そのものだった。

「た、助けて……！」

　周りには誰もいないことはわかっているが、テオは涙目でそう言った。

　それを見てさらに顔を歪ませる悪魔。

「あはは、来るわけないでしょ。ここはさっきまでいたところと、数十キロは離れてる。さっきは双子山の東の山頂。今いるところは西の山頂近く。助けになんて誰も来ないよ」

　テオはその言葉に目を見開く。

　どこだかわからなかったが、まさかそんなに離れてるとは思わなかった。

「いくらあの人でも、来れるわけがないよ」

　悪魔は大鎌をテオの顔近くに持っていき、その恐怖した顔を楽しんでいた。

「君を殺せば、あの人は自由だ。だから君には、死んでも──」

「誰を殺すだと？」

「──らう……えっ？」

　いるはずのない者の声が後ろから聞こえ、思わず悪魔は振り向く。

　いや、振り向けなかった。

　振り向く前に、顔に鋭く重い一撃が入ったからだ。

　悪魔は吹き飛び──その身体は、山を削けずった。

　死が目前まで迫っていたテオは、それがなくなり安心し、涙を流しながらその人の名を呼ぶ。

「ヘルヴィさん……！」

　テオが今まで見てきたどんな顔よりも、ヘルヴィの顔は怒りに満ちていた。

　テオの手と足を縛っていた見えない何かがいきなり外れて、自由になった。

　ヘルヴィがテオを傷つけないように、手加減しながら魔法で外してくれたようだ。

「すまないテオ、油断していた……お前を危険に晒さらしてしまった」

　ヘルヴィがすまなそうに抱きしめてくる。

　さっきまで恐怖で震ふるえていたテオも、今はもうヘルヴィに抱かれ安堵していた。

　だからこそ、ヘルヴィがここまで弱々しくなっているのを初めて見て困こん惑わくしていた。

　まさか自分が攫われるとは思っていなかったので、それを予期して防ぐなんて難しい。

　それもどうやって攫われたのかもわからないので、さらに対処するのは困難だろう。

「ヘルヴィさん……助けてくれて、ありがとうございます……」

　自分は大丈夫です。

　ヘルヴィさんに助けられて、本当に良かったです。

　そんな気持ちを込めて、テオはヘルヴィの背中に腕を回す。

　テオのそんな気遣いが伝わったのか、ヘルヴィがさらに強く抱きしめてきた。

　数十秒、二人は抱き合い続け、ようやく離れた。

　テオは身体が離れるときには恐怖や困惑は消えていたが、恥ずかしさで顔が赤くなっていた。

　傍はたから見ればテオが攫われて、助けられて泣きながら抱きついて慰なぐさめてもらっている形だ。

　恥ずかしがるな、というほうが無理な話だった。

　そんなテオの心の内を知っているかのように、いや、覗いていたヘルヴィが小さく笑う。

（やはりテオは可愛い……こんな優しく可愛いテオを、守れなかった自分に腹が立つ。そして……あのクズにも）

　湧わき上がる怒りを抑えながら、ヘルヴィは俯いているテオの頭を撫でる。

「テオはここで待っていろ、私は今から敵を追いかける」

「あっ、は、はい、気をつけてください……！」

　顔を赤くしながらヘルヴィを見上げるテオに、軽く唇を重ねる。

　テオが無事で安心したが、ヘルヴィは我慢できなかった。

　突然のキスに呆然としているテオを横目に、ヘルヴィはクズを吹っ飛ばした方向を睨にらむ。

「お前らもここまで待っていろ、テオから目を離すなよ」

「はいはーい、いってらっしゃい」

「さっきので仕留めたと思うけどね」

　ここまでヘルヴィに連れてきてもらっていたジーナとセリアは、そう返事をした。

　そしてヘルヴィは、三人の目の前から消えた。

　ジーナとセリアが来ていたことを知らなかったテオは、今までのやり取りを見られていたことに気づいて、恥ずかしくなり顔を覆った。
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（逃げろ……逃げろ……！　あの人の手の届かないところまで、早く……！）

　ヘルヴィにぶっ飛ばされた男は、全速力で逃げていた。

　作戦は失敗。もう逃げるしかない。

　盗賊の男を利用してテオを攫うところまでは上手くいったが、ヘルヴィの強さは予想を遥はるかに上回っていた。

　殴られた顔は、原形を留とどめていなかったが何とか再生できた。

　むしろ吹っ飛ばされて、山を削り続けた身体のほうが深刻だ。

　しかしそれもほとんど再生し、ずっと逃げ続けている。

　男が一回で瞬間移動できる距離は、悪魔の中でもトップクラスの百キロ。

　何回も連続でやると血ち反へ吐どを吐はくほど辛いが、それでもやり続けながら逃げる。

　もうさっきまでいた山から、千キロ以上は離れていた。

　ヘルヴィ達が元々いたネモフィラの街よりも遥かに遠い。

（ここまで来たら、さすがにすぐには……）

「──っ!?」

　男がそう思った瞬間──目の前に現れた。

「逃げられると思ったか、クズが」

　先程テオ達がいた前では出さなかった漆しつ黒こくのツノと翼を出し、無表情で男を見下ろすヘルヴィ。

「なん、で……！　こんな早く……！」

　いくらなんでも常識外れすぎる。

　自分以上に瞬間移動の範囲が大きい悪魔など、数える程度しかいないはずなのに。

　なぜもう追いつかれているのか。

「お前がどれほど長い距離を移動しようとも、この星から逃げていなければ一回の瞬間移動で追いつける」

「はっ……？」

　この星から、逃げていなければ……？

「──この星の裏側まで、私は一回の瞬間移動で行ける。私から逃げられると思うな」

　絶望的なほどの力の差が、悪魔という種族の中でもあった。

　しかもヘルヴィは男の心を読んでいた。

　心を読むことができる相手は、自分よりも格下だけ。

　つまり文字通り、悪魔の格が違うのだ。

　しかしそれをすでに、男は知っていた。

「は、ははっ……！　さ、さすがですよ、ヘルヴィ様……！」

　そう言って、男が顔を引き攣らせる。

「……貴様は何者だ。私と同じ種族というのはわかるが、答えろ」

　そもそもヘルヴィは、自分以外に悪魔がいるなど聞いたことがなかった。

　そしてなぜこの男が本気で自分を敬っているのか、心の中を覗いてもわからない。

「貴女あなた様は、魔界に戻ってくるべきです……！」

「……魔界？」

　聞き馴な染じみのない言葉だ。

　しかしどこかで、聞いたことがある。

　そして、

「貴女様は魔界を統すべる、王になるべき器うつわなのだから」

　悪魔の男は瞬間移動の反動で口から血を流しながら、狂きよう信しん的な笑みを浮かべてそう言った。

　もう逃げる気もないのか、両膝ひざをついてヘルヴィを見上げている。

「王？　魔界？　貴様は何を言っている？」

　ヘルヴィにはわからない。

　魔界などという単語は、何千年も生きてきたのに知らない。

　だがなぜか、初めて聞いた気がしなかった。

「覚えていないのも、無理はありません。貴女様の魔界の記き憶おくは、封ふう印いんされているのです」

「ほう、記憶を封印している？　誰がだ？」

　どうやって、などとは聞かない。

　記憶の封印は人間や普通の悪魔にはほぼ不可能だが、ヘルヴィには簡単にできることだ。

「今現在、魔界を統べている王族や貴族達です。そいつらは貴女様の力を恐れた。たった一人で、魔界の全てを壊せる貴女様を」

　大昔にこの世界の生態系を崩ほう壊かいさせたヘルヴィ。

　そのときに出した力さえ、本気ではない。

　本気を出したら、生態系よりも先にこの星が崩壊してしまうからだ。

「だから王族や貴族達は、全員で協力して貴女様の記憶を封ふうじたのです」

「ふむ、なるほど」

　悪魔の中でも最強の王族や貴族達が、協力して記憶を封じるしか手がなかった存在。

　それがヘルヴィだ。

「今の魔界を本当に統べるべき王は、貴女様なのです！　だからお戻りください！」

　男は膝をついたまま頭を垂れる。

　ヘルヴィが心の中を覗いても、本気でそう思っていて、そして畏い敬けいの念を抱いだいているようだった。

「貴女様の記憶を解くことは、難しいかもしれません……。私以外にも貴女様を王に、という人々は大勢いますが、その者達の力を合わせても不可能です」

　王族や貴族が百人以上で封印した記憶だ。

　ただの悪魔が何千人、何万人集まったところで、それを解くのは不可能である。

「しかし記憶などなくても、その力さえあれば……！」

「……ふむ、そうか」

　目の前で頭を垂れる男は、ヘルヴィが魔界に戻ることを心底望んでいるようだった。

「まず魔界の現状や、どれだけの規模の世界なのか、どういった場所なのかを知らんと話にならん」

　ヘルヴィはそんな男を見て言い放つ。

「そ、そうですね、では詳しよう細さいを……」

　ヘルヴィは男の言葉を遮り話を続けた。

「だからまず、記憶を取り戻す」

「はっ……？」

　男がその言葉の意味を理解する前に、ヘルヴィは右手を軽くこめかみに当てる。




　そして──絶大で暴力的な魔力が、その場を支配した。




　悪魔の男は近くにいることすら耐えられず、数十メートル吹き飛ばされてしまった。

「……これか、私の記憶を封印しているものは」

　自分の脳の中を覗き、確認した。

　ヘルヴィは今まで自分の記憶が封印されているなど、考えもしなかった。

　あるともわからない封印を解けるわけがない。

　しかし、封印があるとわかれば、話は別だ。

「お、お待ちください！　そんな無理をすれば、貴女様が死んで……！」

　吹き飛んだ男は地面に這はいつくばり、ようやくヘルヴィが何をしようとしているのかを理解し、そう叫んだ。

　悪魔の中でも王族や貴族にしかできない、封印魔法。

　最強の者達が協力してやったその魔法を、一人で無理やり解くなどまず不可能。

　そんなことをすれば脳が一瞬で焼けて蒸発してしまう。

「舐めるなよ、悪魔の王族だか貴族だか知らんが──私が、頂点だ」

　ヘルヴィはこの世界を軽く滅ぼすことができるほどの魔力を、そのまま脳にぶち込んだ。

　そして──ヘルヴィが発していた風は収まった。




「ヘ、ヘルヴィ様……？」

　目を瞑つぶってこめかみに右手を当てたまま固まっているヘルヴィ。

　そのヘルヴィを見ながら男が近づいてきた。

「ああ、ようやく見つけたヘルヴィ様が……！　なんて、馬鹿なことを……！」

　男は、あれだけの魔力を脳に送って死なないはずがないと、諦あきらめているかのように言った。

「誰が馬鹿だと、クズが」

「えっ……？」

　ヘルヴィは目の前にいるそんな男を、目め障ざわりと言わんばかりに蹴り飛ばした。

　軽く数百メートルは吹き飛んだが、ヘルヴィとしては軽く小突いた程度の威力だ。

「ふむ、思い出した。なかなか刺し激げき的で楽しめる封印解きだったな。まあ、テオとのキスほどじゃないが」

　ヘルヴィは吹き飛んだ男に近づいていく。

　男は今の攻撃で骨や内臓が破壊されたはずだが、狂気的な笑みを浮かべている。

「さ、さすがですヘルヴィ様……！　王族と貴族が協力して封印したのに、こうもあっさり……！　やはり貴女様は、王になるべき器です！」

　こんなにも最強な存在だということは、全く想定はしていなかったと男は思っていた。

　男にとってこれほど嬉しい誤算はなかった。

　やはり崇すう拝はいしている最強のヘルヴィは、魔界にいる王族や貴族を簡単に皆みな殺ごろしにできると。

「記憶がお戻りになったのであれば、もう何も憂うれいはありません！　魔界に戻り、ヘルヴィ様が王に……！」

　ヘルヴィの頭の中には、魔界の光景が思い浮かぶ。

　一万年以上も前の光景だが、はっきりと思い出せる。

　確かに今いるこの世界を力で統べるより、魔界の方が楽しめるのかもしれない。

　しかし、ヘルヴィの答えはもちろん──。

「なるわけないだろう、クズが」

　考えるまでもない、というようなヘルヴィの拒きよ絶ぜつに、悪魔の男は絶句する。

「な、なぜ……？　記憶がお戻りになったのであれば、この世界よりも魔界の方が数段いいとお分かりになるはずです！　人間という下等生物よりも、悪魔の方が生物的に優すぐれているということが！」

「ふむ、そうだな」

　数千年、この人間の世界を見てきたヘルヴィは身に沁しみてわかっている。

　人間とは弱い存在だと。

　まず悪魔よりも力が断然弱い。

　ジーナとセリアぐらい強い者もいるが、ほとんどが弱者。

　下級悪魔よりも弱い者が大多数だ。

　そしてまた、愚おろかな者も多い。

　テオを侮あなどっていた傭兵の雑魚どもも、自己中心的で物事の本質を見抜けない者ばかりだった。

　国という大きな組織も矛む盾じゆんを抱えていることが多い。

　能力もないのに血筋だけで人の上に立ち、民たみを虐しいたげる愚かな者もいる。

　そう考えるとまだ魔界の方が、能力だけで成り上がれる分マシだろう。

　ヘルヴィなら、王族や貴族など一斉にかかってきたとしても皆殺しにできるほどの力がある。

　それなのになぜ、魔界に戻ってこないのか。

　悪魔の男は全く理解できないといった顔をしている。

「まさか、あの人間の男ですか？　貴女様ほど力がある者が、あんな矮わい小しような──」

　その続きを、男は言えなかった。

　跪ひざまずいていた男の喉のど元もとに、ヘルヴィの足先が突き刺さったからだ。

「人間だったら即死だが、やはり悪魔だから丈夫だな」

「かっ……!?」

　突き刺さったままの足を振るう。男の首はまだギリギリ繫がっている。

　だが悪魔なので、死にはしない。

　時間が経てば再生するだろう。

　男の血が付いた足先を、ヘルヴィは魔法で綺麗にする。

　いつまでもこの男の血など、つけておきたくはない。

「貴様がどれだけのことを考えて私に魔界に戻ってきて欲しいのか、王になって欲しいのかなど、どうでもいい。貴様は私の、夫を貶けなし、傷つけたのだ。絶対に、許さん。ここまで怒りを覚えたのは、長いこと生きてきたが初めてだ」

　ヘルヴィは無表情のまま、男にあらん限りの殺気を叩きつける。

　男は指一本動かせない。

　再生能力も止まってしまい、首や身体から血を流し続けるが、痛みなど感じる余裕などなかった。

　男はすでに、説得に失敗しているのだ。

　ヘルヴィの契約者であるテオを攫って殺す、という作戦を考えた瞬間に。

　悪魔であるヘルヴィが、あんな男を本気で好きになるはずがないと思い込んだ瞬間に、男の運命は決まっていたのだ。

「な、なぜあの男に、そこまで……！」

　それでもなお、男は不思議でしかたない。

　何もいいところがないあの男は、どう見ても悪魔の頂点に立つヘルヴィと釣つり合っていないと。

「いい度胸だ、考えていることが伝わっているというのに、そんな疑問をぶつけてくるとは」

　ヘルヴィは心の中でも無意識にテオを貶す男に、さらに怒りが増していく。

「確かにテオは弱い。悪魔とは比べ物にならず、人間の中でも強さだけだと最下層の位置にいるだろう」

「だ、だったら……！」

　悪魔は力で全てを決める。

　恋れん愛あい相手なども、強い相手を選ぶのが普通で、真理である。

　ヘルヴィほどの強さを持っている者なら、魔界に行けばいくらでも強い男達に囲まれることだろう。

「全くと言っていいほど興味がないな。私よりも弱い者に、どれだけ囲まれたところで何が楽しいのかわからん」

　ヘルヴィは男の心を覗き、冷めた目でそう答える。

「それだったら、あの男も……！」

　その続きをまた男は喋れない。

　次は魔法で、喉のどを灼やかれた。

　声帯が焼けただれて、声も出せなければ息もできない。

「っ……!?」

「もうこれ以上喋るな、耳障りだ。貴様にはもう死ぬまで、一声も出させない」

　ヘルヴィは喉を押さえて転げ回る男を見下ろす。

「貴様には、いや、私以外の悪魔にはわからんだろう。テオの前では、私はただの……女になってしまうのだから」

　このときだけ、ヘルヴィの怒りは少し収まっていた。

　恥ずかしそうに頰を染めて、どこか嬉しそうに優しい笑みを浮かべている。

「テオの可愛さの前じゃ、魔界の王など何の価値もない。黄金と塵ちり、選ぶまでもなく、比べようもない。魔界の王という塵と比べては、黄金以上の価値があるテオが可哀想だ」

　テオがここにいたら、「どこかの世界の王様とか黄金と比べられても困りますよ！」と言うかもしれない。

　もちろんテオだったら、自分が下だと思うだろう。

　だがヘルヴィには、絶対的にテオなのだ。

　ヘルヴィも自分の中でテオがこれほど大きい存在になっていることに、少し驚いた。

（魔界にいた頃を含めても、これだけ私が夢中になったものはない。なぁ、テオ……私はお前を──）

　いや、この続きは直接、テオに言おうか。

　幸せな気持ちを抑えて、目の前のクズを見る。

　もう少しで喉が再生しそうだったので、もう一度灼く。

「──っ!!」

「静かにしていれば回復できると思ったか？　逃げられると思ったか？」

　悪魔も命ある生物である。

　どれだけ人間よりも強くて、再生能力があるとしても、死ぬ。

　男はヘルヴィが王になるのであれば死を受け入れたが、そうはならなかった。

　ただただ、死という絶望が残っただけだ。

「記憶を取り戻し、魔界の拷問の仕方を思い出したのは好都合だった。貴様には、私ができ得る限りの地獄を見せてやろう。簡単に死ねると思うな」

　男が恐怖に染まった顔で見上げたそこには、まさしく悪魔がいた。




「待たせたな、お前ら」

　瞬間移動したヘルヴィは、三人に向かってそう言った。

　見ると、なぜかテオ以外が疲ひ弊へいしたように地面に座っている。

「どうした、私がいなくなってから何かあったか？」

　ずいぶんと疲れているようなので、敵てき襲しゆうでもあったのかと疑う。

　しかし戦った形けい跡せきや、敵の姿も見えない。

「さっきの馬鹿げた魔力は……ヘルヴィさんの、かしら？」

　セリアが息を切らしながら聞いてきた。

　ヘルヴィは思い返すと、自分の記憶の封印を解いたときに出した魔力のことだと気づいた。

「ああ、私のものだ」

「やっぱりそうよね。とても凄かったわ、いえ、そんな言葉じゃ言い表せないほどに」

「あんなデカいただの魔力の塊かたまりは初めてだよ。攻撃されてないのに、なんか凄い攻撃を受けた気分」

　そう言われてようやく気づいた。

　この星を滅ぼすほどの魔力を一ヶ所に集めたことで、千キロ以上離れていたここにも影えい響きようを及ぼしていたようだ。

「テオは大丈夫だったか？」

「は、はい、僕はなぜか大丈夫で……」

「そうか、良かった」

　おそらく契約しているから、ヘルヴィの魔力の影響を受けにくいのだろう。

「テオ君至上主義だなぁ。私達の心配もしてよ」

「そうだな、すまなかった。お前達でそれほど疲れるのであれば……ネモフィラの街の連中はどうなったのか気になるな」

「多分気絶している人もいると思うけど……」

　後で街に戻り確認したのだが、思ったほど影響を受けている者は多くなかった。

　魔力などを感じ取れない街の人は、逆に影響を受けにくかったようだ。

　傭兵ギルドやネモフィラ兵団では何十人も気絶したようだが、大事には至らなかった。

「まあどうでもいいか」

「街の人全員気絶させた可能性があるのに、どうでもいいって一いつ蹴しゆうしないでくれるかしら？」

「もうさすがヘルヴィさんだよ、略して『さすヘルさん』」

「あまり略せてないし、ダサいからやめろ」

「あはは……」

　テオの乾かわいた笑いが、静かな森の中に響いた。




　その後、テオ達は双子山の西の山頂を目指し歩き出した。

　幸いというべきか、テオが攫われた場所が西の山頂近く。

　歩いて一時間ほどで目的の場所に着いた。

　そして希少で見つけにくいはずの薬草を、テオとセリアが探そうとするのだが……。

「……安定の速さね、テオは」

「な、なんで不機嫌なんですかセリアさん」

　たった数分で集め終わり、依頼は達成された。

「なんか私達、今回の依頼で役に立った？」

「さあ、どうかしら。盗賊団のボスもヘルヴィさんが倒して、テオが攫われたときは何もできなくて……」

「い、いや、道中の魔物とか、盗賊団のボス以外はお二人がやってくれたじゃないですか！」

「それもヘルヴィさん一人いれば別に私達いらなかったんじゃ……」

「そうね……依頼の薬草はテオがさっさと見つけてしまうし」

「なんで二人ともそんなに気落ちしてるんですか!?」

　二人が落ち込んでいる理由は、さっきも言っていたがテオが攫われたときに何もできなかったことだ。

　弟のように可愛がっているテオを、ヘルヴィが戦っている短い間すら守れない自分達に失望していた。

「私には敵にすらならない相手だったが、お前らには荷が重かったようだな」

　悪魔の中では下位の方だったが、それでも人間にとってはとても強い相手だ。

　ジーナとセリアなら正面から戦えば勝てないこともないが、搦からめ手を使われたら勝負にもならない。

　今回のように隙を突かれて負けてしまうだろう。

「最近は私達と対等に戦える相手がいなくてつまらないと思ってたけど、まさかネモフィラに戻ってきてこんなに力不足を実感することになるなんてね」

「そうね、ヘルヴィさんはもちろん、あの盗賊団のボスも結構強かったわね。腕が気持ち悪い形にくっついたときはさらに強くなっていたし」

　二人の実力がこの世界でもトップクラスなのは、ヘルヴィも認めている。

　そしてあの盗賊団のオルゴもそれに匹ひつ敵てきするぐらい強かった。

　しかし自分と、テオを攫った相手は人間ではなく悪魔。

　この世界にいる者ではなく、魔界にいる者。

　実力のピラミッドがあるとすればジーナとセリアは最上層にいるが、ヘルヴィはまずそのピラミッドにすら入っていない。

　だから落ち込むことはないとは思うのだが、それを説明するには自分が悪魔だと言う必要がある。

　ヘルヴィとしてはこの二人、そして受付嬢のフィオレには教えても構わないと思っている。

　しかし教えないのは、意外にもテオがそれを望んでいないからだ。

（二人にはヘルヴィさんが悪魔だって教えてあげたほうが、落ち込まなくてすむかも……だけど、僕だけが知ってるヘルヴィさんの秘密で、それにあの悪魔の綺麗な姿を見られちゃうかもって考えると……うぅ、どうしよう……）

　そんなヘルヴィにとっては嬉しい葛かつ藤とうを、テオは心の中で繰り広げていた。

（い、いつか伝えよう。うん。だけど今は、まだ僕だけの秘密にしておきたい……ヘルヴィさんが喋っちゃうならいいけど、僕からは……うん。ジーナさん、セリアさん、ごめんなさい……）

　テオが教えないことを望んでいるのであれば、当然ながらヘルヴィも言うわけがない。

（ああ、嬉しいぞテオ。小さな独どく占せん欲よくだが、とても可愛らしく愛らしい……）

　その心を覗いて、ヘルヴィは小さく微笑んだ。

　ジーナとセリアにとっても、これからもっと鍛えなければという向上心になっているので、悪いことだけではないだろう。




　それから四人は半日かけて山を下りて、馬を係留しておいた場所へ向かう。

　ヘルヴィの結界魔法はしっかりと張られていて、馬は魔物に襲われることも逃げ出すこともなく無事であった。

　もう日も暮れてきていたので、今日は麓で野宿して明日の朝に帰ることにした。

　特に何もなく──実際は魔物に襲われたが、特別問題にはならない──夕食を食べ終わり、昨日と同じく眠りにつく。

　今日はいろいろあったので、眠る前にヘルヴィはまたテオにマッサージを施ほどこす。

「んっ、はぁん……きもち、いいですぅ……」

（いいね、テオ君……もっと聞かせて……）

（ヘルヴィさん、今やったところもっとマッサージしてあげて、そうしたら良い声出るから）

〝お前らな……〟

　テオはいつも通りの声を上げ、テントの外ではそれを聞いて満足しているジーナとセリアがいた。

　テオからのお返しのマッサージを今日はせずに、外の二人もテントに戻りようやく眠りについた。




　そして翌日。

　四人は馬に乗り、ネモフィラの街へ走り出した。

　もちろん帰りも……。

「テオ、もう少し詰めてもいいか？　このままでは落ちてしまいそうだ」

「は、はい……！」

「ありがとう。これくらいはどうだ？　邪魔ではないか？」

「～～っ!!　は、はい……」

　テオが前、ヘルヴィが後ろの二人乗りだ。

　行きはヘルヴィは横向きに乗っていたが、今は普通に跨いで乗っている。

　その体勢でくっつくと、テオの後頭部がヘルヴィの豊満な胸に当たる。

　行きのときは恥ずかしいからやめて欲しい、と言ったテオ。

　だが今回の旅でいろいろと助けられたので、何かお返ししたいと言ったら、この体勢で馬に乗ることになってしまった。

　テオは恥ずかしいが、嫌というわけでもなかった。

　やはり好きな人にくっつかれるのは嬉しいことだ。

　ただこれは嬉しすぎるし、恥ずかしすぎる。

　背中や後頭部にはヘルヴィの柔らかい身体が当たっているし、顔が真っ赤になっているのも自覚している。

　隣では、ジーナとセリアが不満気にこっちを見ていて、さらに羞しゆう恥ち心が煽あおられる。

「ヘルヴィさん、さすがにくっつきすぎなんじゃない？」

「そうね、それじゃテオ君が可哀想よ……いろんな意味で」

　二人の言うことなど全く聞く耳を持たないヘルヴィは、腕をテオの前に回して抱きつくように一緒に手た綱づなを持つ。

　テオの手の上から覆うように手綱を持ち、より一層密着度が高くなった。

「これは私へのご褒ほう美びなのだ。お前らに口を出される筋合いはないぞ。そこで指を咥くわえて見ていろ」

「むー、ずるいなぁ」

「私達にも分けて欲しいわ」

　三人はそんなことを話しているが、テオは恥ずかしくてそれどころではない。

　女性にくっつかれて平気でいられるほど、経験豊かではない。

「ん、どうしたテオ？」

「い、いや、その……！」

　馬上では背筋をしっかりと伸ばしたほうが、バランスが取れることをテオは知っている。

　しかしそうするとヘルヴィの身体が背中に当たってしまう。

　そして──男の性質上、『それ』になったときは前まえ屈かがみにならざるを得なかった。

　前屈みになれば背中に当たる面積は少なくなり、『それ』を隠せる。

「……くっつかれるのは、そんなに嫌か？」

「そ、そういうわけでは……！」

　むしろ嬉しいからこそ、『それ』になってしまうわけで。

　後ろからは背中で隠れて見えないが、横から見ている二人はテオの『それ』が見えてしまい目を見開く。

　さすがに気の毒に思い、『それ』から顔を逸らしつつチラチラ見ながら、ヘルヴィに声をかける。

「ヘルヴィさん、ちょっとその、手加減してあげた方がいいんじゃないかな？」

「テオもその……嫌なわけではないみたいよ？　だからその、離れてあげた方が……」

　要領を得ない二人の言葉に、ヘルヴィはさらにわからなくなる。

「何を言っているんだお前ら？　お前らの言うことは聞かないと、先ほど言ったはずだが……っ！」

　ヘルヴィはそう言いながら、前屈みになったテオの後ろからまた覆いかぶさるように抱きついた。

　そして気づいた、いや、見た。

　ヘルヴィは『それ』を見るのは三度目ほどだが、慣れるはずもなく。

　すぐさま身体を離し、テオと同じように顔が真っ赤に染まる。

「……す、すまない、テオ。やはり、横の方がいいか？」

「……すいません、横でお願いします」

　出発するまでいろいろとあったが、結局帰りもヘルヴィが横向きに座ることになった。




　その後、四人はネモフィラの街まで馬を走らせた。

　行きのときは馬上でイチャイチャしていたテオとヘルヴィだが、さすがに帰りは気まずいと思ったのかイチャつくことはほとんどなかった。

　痴ち態たいを見られてしまったテオは、恥ずかしくてとても自分から話しかけられる状態ではなかった。

　出発した直後、十数分はずっと『その』状態であったこともさらに恥ずかしくさせた。

　テオは初めて『それ』を見られたと思っているが、寝ているとき、そして最初の夜、風ふ呂ろに向かうときにすでにヘルヴィは見ていた。

　だがしっかり見られたと理解したのは今回が初めてだった。ヘルヴィに出会ってから一番恥ずかしいことかもしれない。

　一方のヘルヴィは、行きよりも身体を密着させたかったが、今回は自重した。

　テオの心を読んで初心なところが可愛いと思いながらも、さすがに可哀想だと思った。

　それに──今身体をくっつけると、我慢ができそうにない。

　二人はほとんど喋らずに馬を走らせ続け、ネモフィラの街へと帰き還かんしたのだった。




　街へ着くとまずは貸馬屋に行って、馬を返すことにした。

　テオを乗せてきた馬が別れ際に暴れかけたが、テオが撫でるとすぐに落ち着いた。

　いまだにテオ以外の人間には暴れるようなので、店員に頼まれてテオがここに通って調教することになった。

　もちろん報ほう酬しゆうは支払われるので、テオも快かい諾だくした。

　次に傭兵ギルドへと向かった。着くとカウンターにいるフィオレに話しかける。

「フィオレさん！　お久しぶりです！」

「あ、テオ君！　良かった、無事に依頼終わったんだね」

「はい、その報告に来ました！」

　元気そうな可愛い笑顔のテオを見て、安堵するフィオレ。

　隣にいるヘルヴィも特に問題はなさそうだ。

　フィオレは彼女がいるなら特に問題は起こらないだろう、と思っていたが、やはり少し心配していた。

「お疲れ様です、ヘルヴィさん。テオ君と一緒に楽しめましたか？」

「……ああ、そうだな」

　自信満々のヘルヴィを知っているフィオレは、そのどこか煮にえ切らない返事を不思議に思った。

（何かあったんですか？）

　フィオレは心の中で問いかける。

〝……依頼でも少し問題はあったが、今は少しな……〟

　ヘルヴィはテオの方をチラッと見る。

　テオも同じようにヘルヴィの方を見ていたようで、目が合うと顔を赤らめて慌てた様子で顔を背けた。

（……なんかお二人、夫婦ではなく初うい々ういしい恋人になられたのですか？）

〝そんなわけないだろう。何を言っているのだ〟

（そういう甘あま酸ずっぱい雰囲気を出しているので……いや、テオ君が初めて恋をした女の子みたいな反応をしてるからかな？）

〝同感だ。まあこれにも理わ由けがあってな……〟

　テオから依頼達成の報告を受けながら、フィオレは頭の中でヘルヴィの話を聞く。

　意外と器用なことができるんだな、とヘルヴィは感心した。

（それは……ヘルヴィさんが悪いような、悪くないようなって感じですね。というかやっぱりテオ君も男の子なんだなぁ……）

〝少し気まずくなっているだけだ。明日には戻る〟

　そんなことを頭の中で会話していたら、依頼達成の報告が終わった。

「皆みなさん、お疲れ様でした。薬草もテオくんのお陰で、とても良い状態のようです。報酬は明日の朝までに用意しておきます」

　フィオレのその言葉で、四人の旅は終わりを告げた。




　その後、四人はギルドを出て、別れることになった。

「じゃあテオ君、それにヘルヴィさん！　今回は本当にありがとうね！　すっごく楽しかった！」

「ええ、私も楽しかったわ。テオの手料理は相変わらず美味しいし、ヘルヴィさんとも仲良くなれたしね」

「僕も楽しかったです！　また一緒に依頼を受けましょう！」

「私もこういうのは初めてだったが楽しめたぞ」

　ジーナとセリアとはギルド前で別れ、二人は自分達の宿に帰っていった。

　テオとヘルヴィは二人だけとなり……また少し、気まずい雰囲気になっていた。

「……ぼ、僕達も帰りましょうか」

「ああ、そうだな」

　二人は気まずくなりながらも、手はしっかりと繫いで帰った。




　家に着くと、旅の荷物を上空からヘルヴィが下ろした。

　ジーナとセリアの分は、二人がいる場所にヘルヴィが落としておいた。

　いきなり荷物が目の前に落ちてきた二人が驚いたのは、言うまでもない。

　夕飯を作り、席について一緒に食べる。

「……そういえばテオ、あの悪魔に攫われたときに怪我をしなかったか？」

「あ、はい、大丈夫です！」

「そうか、よかった」

「ありがとうございます。そういえばあの悪魔の人と何か話したんですか？　あの人は〝まかい〟とか言ってましたけど」

「ああ、少しな」

　ヘルヴィは簡潔に説明した。

　テオはヘルヴィが王になるべきだ、とあの男が主張したのを聞いて、少し不安になる。

「あの……ヘルヴィさんは、魔界に戻りたいですか？」

　自分は魔界では暮らせない。だからヘルヴィが戻ってしまうと……考えるだけで悲しくなってしまう。

　そんなことを考えているテオの心の中を覗いたヘルヴィが、穏やかな笑顔で答えた。

「テオがいない世界に、戻りたいとは思わないぞ」

「っ！　あ、ありがとう、ございます……！」

　テオは嬉しそうに顔を赤らめる。

　うむ、可愛い。

　心の中で断定するヘルヴィだった。








エピローグ









　食事が終わり、二人で皿洗いをする。

「そういえばあの悪あく魔まの人、名前は何て言うんですか？」

　テオは気になっていたことを聞いてみた。

「名前はなかったぞ」

「えっ、ないんですか？」

「ああ、悪魔にも階級というものがあってな。あの程度の力なら名前はなかっただろう」

「そうなんですか」

　ヘルヴィは悪魔の中でも最強なので、もちろん名前がある。

「ヘルヴィさんって、姓せいはないんですか？」

「ああ、ない。悪魔はほとんどない者が多いだろう」

　ヘルヴィがそう答えると、テオは皿を洗う手を止めた。

「だったら──」

　そして、耳まで赤く染めながら言う。

「僕ぼくの、アスペルっていう姓を、名乗りませんか……？」

　その言葉に、ヘルヴィも皿を洗う手を止めた。

「その、夫ふう婦ふですし、ヘルヴィさんがいいなら、ですけど……」

　俯うつむきながらそう言って、ヘルヴィの反応を待つ。

　しかし少し待っても反応がないので、隣となりにいる彼かの女じよの顔をチラッと見上げ──ようとしたのだが。

　いつの間にか目の前の景色が変わって、テオは一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感と共に柔やわらかい何かに倒たおれ込こんだ。

「えっ、あれ？　べ、ベッド……？」

　背中に当たる感かん触しよくや目に見える家具などで、自分の部屋のベッドだと理解する。

　いつのまにか仰あお向むけにされていて、上には覆おおいかぶさるようにヘルヴィがいた。

「ふふっ、ふふふふ……」

　明かりがついていないので、顔は見えない。

「ヘ、ヘルヴィさん……？」

「ああ、もう……ダメじゃないか、テオ」

　ようやく目が暗くら闇やみに慣れて見えた、ヘルヴィの顔は──赤く染まっていて、目は肉食動物のようにギラついていた。

「もう、無理だな……我が慢まんの限界だ。お前が悪いんだぞ、テオ……昼間にあんなものを見せられてから、ずっと我慢していたというのに」

　家にいるからか、それとも興奮しているからなのか、漆しつ黒こくのツノと翼つばさが現れていた。

　その翼がテオの身体からだを撫なでるように、纏まとわりつく。

「あんなことを言われたら、もうダメだ……」

　ヘルヴィが指をパチンと鳴らすと──豊満な身体を隠かくしていた服が、全すべて消える。

　瞬間、テオの顔は火がついたかのように赤くなった。

「えっ!?　ヘ、ヘルヴィさん、何を……!?」

「するぞ、テオ。もう私は我慢できんからな」

　ヘルヴィの細くて長い指が、テオの股またに軽く添そえられる。

「あっ……！」

「まだ早いと思っていたが、もうダメだ……すまないな、テオ……大だい丈じよう夫ぶだ、私が気持ち良くしてやるから」

　テオの耳元で妖あやしげに荒あれた息を出しながら、そう囁ささやく。

　さすがのテオも、そういうことだと理解する。

「悪魔と契けい約やくする際に、大切なものを、代だい償しようをいただくと前に言ったな……今、お前の貞てい操そうをいただくぞ」

　耳元で自分の好きな人にそう囁かれ、誰だれが拒こばめようか。

　確かに大切なものだろうが、それを渡わたすのはなんの躊ちゆう躇ちよもない。

「その……僕、初めてなので……優やさしく、お願いします……！」

　顔を真っ赤に染め、涙なみだ目めながらヘルヴィを見上げて言った。

「テオ……」

「ヘルヴィさん……」

　名前を呼び合い、そしてキスをする──それが、始まりの合図だった。




　最初は浅く、唇くちびるを重ねるだけのキス。

　しかしだんだんと深く、激しくなっていく。

「んっ、ちゅっ……」

「あんっ……テオ、可愛かわいいぞ……」

「ヘルヴィ、さん……んんっ！」

　ヘルヴィはもうすでに服を脱ぬいでいる。抱だきつくようにキスをしているので、豊満な身体が直接テオに当たる。

　柔らかい胸がテオの薄うすい胸むな板いたに当たり、むにゅっと形を変える。

　テオは服越ごしながら、その柔らかい胸に興奮してしまう。

　ヘルヴィが深くキスをしながら、テオの服を捲めくっていく。

　上半身が露ろ出しゆつし、テオの胸を軽く弄いじる。

「んっ！　あっ、ヘルヴィさん、そこ……！」

「ふふっ、気持ちいいか？」

　テオは未知の快感に困こん惑わくする。

　くすぐったいけれど気持ちいい……ヘルヴィに触さわられているところから、身体全体に甘あまい刺し激げきが広がる。

　キスとは違ちがう快感に戸と惑まどいながらも、必死にヘルヴィの首に両手を回して唇を重ね、舌を絡からませ続けた。

　そしてヘルヴィは一度唇を離はなし、ついにテオのズボンとパンツを脱がし始める。

「あっ、その……そこは……！」

　自分の股こ間かんがどうなっているかわかっているテオは、恥はずかしくなり、思わず両手で隠す。

　しかしそんな抵てい抗こうはむなしく、ヘルヴィに手を退けられる。

　ズボンを下ろし、パンツを脱がそうとするが少し手間取る。

　パンツの上からでもわかるぐらい、テオのそれは大きくなっていた。

　それが引っ掛かかっていたが、ついにパンツも脱げてそれがヘルヴィの目に入る。

「……っ！　これは、可愛らしくないものが……！」

　ヘルヴィは男のそれを初めて見るが、一見してこれを正直可愛いとは思えなかった。

　しかし、それでもテオのものだと思うとなぜか愛らしく見える。

　軽く、大事なものを触るように、それ以上に優しく手を添える。

「んあぁっ……！」

　添えただけでも、テオにとっては強すぎる快感だった。

　軽く握にぎり、ゆっくりと、上下に摩さする。

「あっ、ひっ、やぁ……！　ヘルヴィさん、これ、おかしいっ……！」

「気持ち良いか？　いいんだぞ、大丈夫だ、何も考えずに気持ちよくなって」

　今まで味わったことのない強きよう烈れつな快感に抵抗できず、すぐに限界を迎むかえる。

「だめ、ヘルヴィさん、出ちゃう……！　やめ、て……！」

「大丈夫だ、気持ちよくなっても──いけ、テオ」

　ヘルヴィはそう言って、またテオの唇を塞ふさぐ。

　テオは下半身から昇のぼってくる快感に戸惑い、怖こわがり、無我夢中でヘルヴィの唇に泣きながら縋すがりつく。

「んんっ！　あっ、だめっ、んんああぁ……！」

　そして決けつ壊かいし──テオのものが勢いよく飛び散る。

　ヘルヴィは、困惑しながらも気持ちよさそうにしているテオの果てるまでの顔を、ずっと見つめていた。

　その可愛い顔を見ているだけで、ヘルヴィは少し達してしまった。

（ああ、可愛いぞテオ……！　なんて可愛く喘あえいでくれるのだ……マッサージのときの比ではない。その顔と声だけで、私は気持ち良くなってしまう……！）

　手についたものが手首に伝ってきたので、少しだけ舐なめる。

　なんとも言えない味だが、テオのものだと思うと美お味いしいとさえ感じるのはなぜだろうか。

「……気持ち良かったか？　テオ」

「は、はい……気持ち良かったです……」

「ふふっ、そうか……それは良かったぞ」

　恥ずかしそうに顔を背そむけるテオの顎あごを摑つかんで、自分の方に目を向けさせてからキスをするヘルヴィ。

　テオは初めての経験で疲つかれたのか、息も絶え絶えにキスをする。

「大丈夫か？」

　キスをしている間に、ヘルヴィは飛び散ったものを魔法で消しておいた。

「は、はい、その、大丈夫です」

　テオとしては落ち着いた、という意味で大丈夫と言ったつもりだった。

　しかしヘルヴィの問いかけは、違う意味である。

　それは、「まだ続きができるか？」ということだ。

「それは良かった……それなら私も、気持ち良くしてくれ」

「へっ？」

　そう言うと、テオの両手を持って自分の胸まで導く。

　胸にテオの手が当たった瞬間に、「んんっ……」と声が漏もれてしまう。

「ここを、マッサージしてくれ」

「ヘ、ヘルヴィさんの、胸を……！」

「ああ。マッサージみたいに強くじゃなく、優しくな」

「は、はい……！」

　ヘルヴィの期待に応こたえるため、テオはおそるおそる胸に添えている手を動かす。

「んはぁ、あんんっ……！」

　肩かたや腰こしをマッサージしているときとは違い、ただただ柔らかい。

　そして服の上からではないので、素す肌はだが手に吸い付くような感覚で、触っているだけで気持ち良くなってしまうくらいだ。

　軽く揉もむと指が沈しずむぐらい柔らかく、だけど反発するように押おし返すほどのハリがある。

「あっ、んふぅ……はあぁ……っ」

　そして下から眺ながめる、ヘルヴィの顔。

　胸を優しく触って揉んでいるだけなのに、ヘルヴィの顔が見たこともないぐらい赤く、蕩とろけているのがわかった。




　ヘルヴィも胸だけでこんなに気持ち良くなるとは思っていなかった。予想以上に自分が敏びん感かんになっていることにビックリしていた。

　テオは手の平の中で硬かたくなっている。

　そんなテオが胸の先せん端たんを触ってくる。

「ひいぁん……！」

　瞬間、ヘルヴィは雷かみなりに打たれたかのような強い刺激を受けた。

　今まではキスをさらに甘くしたような刺激で、いつまでもしてもらっていたいようなものだった。

　しかしたった一瞬、胸の先端を触られただけでここまで強い刺激がくるとは。

　どんな魔物の攻こう撃げきなんかよりも、衝しよう撃げき的であった。

「ヘ、ヘルヴィさん、大丈夫ですか？」

　今までとは違う反応に、痛かったのかと少し勘かん違ちがいするテオ。

「はぁ、はぁ……大丈夫、だ……続けてくれ、テオ」

　しかしそう言うヘルヴィの顔がさっきよりも赤く染まって、気持ち良さそうに歪ゆがんでいる。

　その顔を見てドキドキしながらも、胸を揉み、そしてその先端を軽く弄る。

「んふぅぅ……んぁ！　んっ、ああ、ああぁん……！」

　荒あらい息をテオの顔に当てながら、淫らになるヘルヴィ。

　その甘い吐と息いきと、快感に乱れる姿に、テオは自分でもわからないほど興奮し始める。

　萎なえていたものが、また元気になってきた。

　それがヘルヴィの股に丁度よく当たり、全く予知できなかった快感に、

「んあぁ……！」

「んふぅぅ……！」

　と、二人同時に震ふるえ酔よいしれる。

　ヘルヴィは自分に当たった硬いものの正体がわかって、嬉うれしくなった。

　自分の気持ち良くなっている姿を見られるのは恥ずかしいが、テオが興奮してくれているとわかると見て欲ほしいとも思う。

「テオ……入れるぞ。前に教えたように、私の中に」

「……は、はい。よろしく、お願いします……！」

　完全に回復したテオのものは、もう最初と同等か、それ以上のものになっている。

　ヘルヴィもテオを受け入れる準備はすでにできていた。

　ヘルヴィが上になり、テオがベッドに寝ね転ころがった体勢で、テオのそれを左手で摑み、自分にあてがう。

　そして、ゆっくりと……腰を、下ろしていく。

「あ、ああぁ……んんっ……！」

「あっ、テオのが……んはぁぁ……！」

　どちらも気持ち良さそうに声を漏らしながら、ゆっくりと繫つながっていく。

　そしてヘルヴィは最後まで腰を下ろしきり、重なり合った。

「はぁ、はぁ……くうぅぅ……入ったぞ、テオ……」

「んっ、は、はい……ヘルヴィさん、あったかくて、気持ち良いです……」

　何も考えずに言ったであろうその言葉が、ヘルヴィの胸をキュンキュンとさせ、テオを締しめつけるように動いてしまう。

「あっ、動いて……！」

「んぁあ！　テオ、これ以上私を興奮させるな……気持ち良すぎて、どうにかなってしまいそうだ……！」

　ヘルヴィはテオの可愛さと今まで味わったことのないほどの快楽に、我慢できずに腰を動かしてしまう。

　テオもさっきよりも強い刺激と快感で、頭の中で火花が散るような感覚に陥おちいっていた。

「あっ、んんあっ！　ヘルヴィ、さん……！」

「テオ、テオ……！　んふぅ、はぁん、ひぃ、ああぁぁ……！」

　すでにヘルヴィは、一回、二回、三回と絶頂に達していた。

　しかしそれでもテオを締めつけ、さらに快感が増していく。

　テオの身体に覆おおい被かぶさり、唇を求めて強く深く重ねる。

　舌を絡ませ、貪むさぼりながらもその動きは止まらない、むしろさらに激しくなっていく。

「んんっ、ちゅっ……んふぅ、はぁむ……」

　腰を打ち付けるような音が鳴る。

　お互たがいに初めての快感で、夢中でキスをし、快楽を貪る。

　しかしヘルヴィはどれだけ達しても大丈夫なようだが、さすがにテオにも限界がある。

「ちゅ、んっ、……！　ヘルヴィ、さん……また、出ちゃいます……！」

「んんっ、ちゅっ、ぷはっ……ああ、いっていいぞ、私も、一いつ緒しよに……！」

　テオから搾しぼり取ろうと、さらに絶頂に向かって締めつける。

　最後に腰を強く下ろして──一番奥おくに当たった瞬間に、同時に達する。

「──ああああぁぁぁ！　んはぁ、くうぅぅ……！　なかに、でて……あうぅぅ、んふぅぅ……！」

「んんっ、ああっ……！」

　お互いに気持ち良すぎて、大きな声を出しながらの絶頂であった。

　ヘルヴィはテオを最後までキツく締めつけ、もっと搾り出すように動く。

　その感触や快感を我慢しながら、テオは身体を震わせた。

　動くたびに気持ちよくなってしまうのはテオだけじゃなく、ヘルヴィも同じであった。

　テオを強く締めつける新たな快感に身を震わせ、ビクビクと動いてしまう。




　ようやく二人とも落ち着き、ヘルヴィはテオの横に倒れるようにして寝転がる。

「……テオ、大丈夫か？」

「は、はい……はぁ、はぁ……ちょっと、気持ち良すぎて……」

「ふふふっ、そうか……私も、長く生きてきたが、一番気持ちよかったぞ」

「僕も、すごく気持ちよかったです……！」

　向き合うように横になって、顔を見合わせて笑い、キスをする。

　さっきまでの貪るようなものとは違い、愛を確かく認にんするようなキスだ。

「……テオ、そういえば、さっきの返事をしてなかったな」

「えっ、さっきって？」

「名字の話だ」

「あっ……！」

　急にこのような展開になって忘れていたが、その話になったからこそヘルヴィが我慢できずに襲おそってしまったのだった。

　テオは自分が思い切った提案をしたことを思い出し、頰ほおを赤く染める。

「その返事をする前に、私はテオに言ってなかったことがあったと気づいたのだ」

「言ってなかったこと、ですか？」

「ああ、そうだ」

　あの悪魔の男に提案された、魔界の王になるという話。

　それを即そく座ざに断ったのは、テオがいるから。

　テオの存在が魔界のことなど無価値とさせ、テオさえいれば良いと思わせる。

　そう、ヘルヴィは──。




「テオ、好きだぞ──いや、愛している」




「あっ……！」

　出会ってすぐに夫婦となったというのに、その言葉を全く伝えてこなかった。

　テオも同じだった。

「あ、ありがとうございます……！　僕もヘルヴィさんのこと好きです！　あ、愛してます！」

　顔を喜びの色に染めながら、テオは自分の気持ちを言葉にする。

　心の中を覗のぞいていたヘルヴィからすれば、ずっと知っていたことだ。

　しかし言葉にすると、心を覗いて嬉しくなる気持ちとは違う、とても心ここ地ちいい響ひびきで、無意識に口角が上がってしまう。

「さっきの提案、もちろん受ける。私は今日から、ヘルヴィ・アスペルだ」

「はい！　とても嬉しいです！」

「私も嬉しいよ、テオ……んっ」

　二人はまた唇を重ねる。

　ゆっくりと、この幸せを嚙かみ締めるように、深く繫がる。

　そうしてキスをしていると、お互いの身体が当たる。

　いったん落ち着いたテオだが、逆に落ち着いてしまったからこそ、ヘルヴィをしっかりと感じることができた。

　絶世の美女の身体を見て、そしてさっきまで味わっていたことを思い出して、また興奮してきてしまう。

　それに応えるように、また硬くなり、大きくなり始める。

　裸はだかでくっついているヘルヴィがそれに気づかないはずもない。

「ご、ごめんなさい……」

　あれほどのことをしたのに、そんなことで恥ずかしそうに謝あやまるテオが愛いとおしくなり、クスッと笑う。

「まだできそうだな、テオ……夜は長い、まだまだ寝かせないぞ」

　ヘルヴィは妖よう艶えんに笑い、また貪るように唇を重ねた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　全てが終わる頃ころには……夜が明けようとしていた。

　二人はお互いに何も着ていない状態で、同じベッドの毛布に包くるまっていた。

　さっきまでのことが噓うそのように、穏おだやかな空気が流れている。

　お互いに顔を見合わせ、笑う。

「長いことしていたな」

「そ、そうですね……夢中に、なっちゃいました」

　毛布で鼻まで隠して恥ずかしがりながらも、目は合わせているテオ。

　一線を越えたことで、恥ずかしさの耐たい性せいは多少ついたのかもしれない。

「私も夢中になりすぎてしまった。テオは辛つらくなかったか？　無理をさせてしまった」

「い、いえ、無理なんて！　僕もその……とても、気持ちよかったです」

「……ふふっ、そうか、私もとても気持ち良かったよ」

　今の言葉で疼うずいてしまったのを我慢して、テオの腰を抱いて身体を寄せる。

「ヘ、ヘルヴィさん、その、胸が、当たって……！」

「さっきまで触っていたのだから、そのくらい大丈夫だろう？」

「あ、あれはその……無我夢中で……」

　やはりまだ恥ずかしいようだ。

　しているときはとても気持ち良さそうに触って、吸っていたというのに。

　顔を赤くして胸を見ないように、ヘルヴィの顔に視線を固定している。

　一線を越えたというのに、なんと初う心ぶな反応か。

　悪魔であるヘルヴィを心底惚ほれさせてしまうなんて、どっちが悪魔なのかわかったものじゃない。

「ヘルヴィさん……あの言葉、また言ってくれませんか？」

「ん？　なんのことだ？」

　ヘルヴィは心当たりがあるが、わざと惚とぼける。

　するとヘルヴィの期待通り、テオは顔を赤くさせたまま少し怒おこったような、それでまた不安なような表情を浮うかべる。

「……あれ、噓だったんですか？　僕のことを、その……！」

　言葉に出すのは恥ずかしいのか、また口ごもるテオ。

　さすがに意地悪しすぎたと思い、不安を取り去るように慈じ愛あいに満ちたキスを落とす。

　驚おどろいたテオだが、すぐに受け入れて返してくれる。

　今まではほとんど受け身だったが、少しずつテオからも積極的にしてくれるようになったのは嬉しいことである。

　そして唇が離れ、ヘルヴィは告げる。

　ずっと恥ずかしくて言えなかった、ずっと心の中で思っていたことを。




「私、ヘルヴィ・アスペルは──テオ・アスペルのことを、愛してる」




　その言葉を聞いて涙目になりながらも、とても嬉しそうに顔を綻ほころばせ、テオも伝える。




「僕も……愛してます、ヘルヴィさん」




　どちらからともなく、顔を近づけ唇を重ねる。

　──二人はこうして、愛を確かめ合った。
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番外編　出会う前









　テオが悪あく魔まの召しよう喚かん術を見つけて、ヘルヴィを召喚する──二年前。




　その日、フィオレ・レオタールはいつも通り、受付の仕事をしていた。

　ギルド内で騒さわいでいる傭よう兵へい達たちの声を聞き流しながら、カウンターで溜たまっている書類を処理していく。

「はぁ……」

　ずっと下を向いていたので肩かたが凝こってしまい、首を左右に動かしてほぐす。

　フィオレがギルドの受付嬢じようになってから数ヶ月が経たち、やっと仕事に慣れてきた。

　横暴な態度の人が多い傭兵達を最初は怖こわがっていたが、今ではそれも慣れて適切に対応することができた。

　業務には慣れてきたが、それでもやはり疲つかれる。

　面めん倒どうな作業が多く、量も多いので夜遅おそくまでギルドで仕事をしていることが多い。

（何か癒いやしが欲ほしいなぁ……）

　一人暮らしなので、猫ねこでも飼えば癒やしになるのかもしれない。

　だが家にいないことが多いので、飼ったとしても猫に寂さびしい思いをさせてしまう。

　彼かれ氏しでもいればまた違ちがうのだろうが、フィオレは彼氏など作ったことがない。

　容姿は申し分なく、性格も良いので引く手数多あまたなのだが、付き合いたいと思う男性と出会ったことがなかった。

（いつかできるのかなぁ……はぁ、とりあえず仕事頑がん張ばろう。今日は早めに終わらせたいな）

　そう思い、書類仕事をやろうとしたのだが……。




「あの、すいません……！」




　突とつ如じよ目の前で声がして、ビックリしながら「はいっ！」と声を上げる。

　カウンターで作業していたのに、気づかなかった。

　その理由は、その人の身長が低かったからだ。

　カウンターからちょっと顔を覗のぞかせるほどしかない。

　顔を見る限り、まだ子供と言っていい年ねん齢れいだろう。

　童顔で黒くろ髪かみの少年は、不安そうにフィオレのことを見つめている。

「こ、ここって、傭兵ギルドですか……!?」

「は、はい、そうですよ」

　こんな子供が、傭兵ギルドに何の用だろうか？

　親の手伝いで、依い頼らいを受けにきたのだろうか？

「ぼ、僕ぼく、傭兵ギルドに所属したいんですが……！」

「……えっ？　き、君が？」

「は、はい、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「えっと、規則的には大丈夫なんだけど……」

「ほ、本当ですか!?」

「うん、大丈夫だけど、その、君は……」

「あっ、テオって言います！　テオ・アスペルです！」

「テオ君ね。テオ君は何歳さい？」

「十二歳です」

　やはり見た目通り、子供だ。

　まだ声変わりも済んでないような子が、傭兵ギルドに所属？

　傭兵ギルドは言ってしまえば、強者が成り上がるようにできている。

　この少年がこの世界で生き抜ぬくのは難しいだろう。

「えっと、テオ君にはまだ傭兵ギルドは早いんじゃないかな？」

「えっ……ね、年齢制限が、あるんですか？」

「いや、それは全くないんだけど……」

「だ、だったら……！」

「テオ君はなんで傭兵ギルドに入りたいの？」

　こんな子供が傭兵ギルドに入りたいなど、何か事情があるのだろう。

　フィオレの言葉に、テオが悲しそうに目を伏ふせて話す。

「一週間前に、祖父母が亡なくなって……一人、なんです」

「っ！　そう、なの……両親は？」

「両親は、わかりません。小さい頃ころから祖父母に育てられていたので……」

「……そうなんだね」

　予想以上の家庭環かん境きように、フィオレは言葉が出ない。

「一人で生きていくために、お金が必要で……だけど、僕まだ子供だから、どこも雇やとってくれなくて……それで、傭兵ギルドだったら……！」

「うん、わかったよ、テオ君」

　涙なみだ声ごえになりながらも、なんとか伝えようとしてくるテオに、フィオレは心を痛めた。

　この子にはもう、身寄りがいないのだ。

　だからこの歳としで、一人で生きていかないといけない。




　涙を浮うかべているテオの様子を見かねて、カウンターで話すのをやめて会議室に移動する。

　テオを正面のソファに座すわらせ、落ち着くまでしばらく待つ。

「ぐすっ……すいません、気を使わせて……」

「ううん、大丈夫だよ」

　そういえば意識していなかったが、テオに対して敬語を全く使っていなかった。

　いつも傭兵達や、先せん輩ぱい受付嬢には敬語を使っていた。

　だがテオは歳下で可愛かわいいので、敬語を使うよりも普ふ通つうに喋しやべった方がいいと思った。

　その方がテオと親しくなれる気がする。

「テオ君、私はフィオレ・レオタール。もうわかってると思うけど、傭兵ギルドで受付をやってるの、よろしくね」

「は、はい！　フィオレさん、よろしくお願いします！」

（……可愛い）

　パッチリとした大きな目で、童顔ながら顔立ちは整っていた。

　無む邪じや気きな笑えみを浮かべて、真まっ直すぐにこっちを見つめてくる。

　テオを見ていると、小動物に癒やされるような感覚になる。




　その後、会議室に傭兵登録の書類を持ってきて、手続きを済ませた。

　だがやはりテオに戦う力は、ほとんどなさそうだ。

　見るからに華きや奢しやで、魔法も使えないとなると傭兵の仕事は難しいだろう。

「ぼ、僕でもできる仕事ってありますか……？　な、なんでもやります！」

「うーん、ちょっと待ってね……」

　綴とじ込こんで整理している依頼書を、テオのために一枚一枚丁てい寧ねいに見ていく。

　どれも力仕事、魔物退治の仕事ばかりで、テオができそうな依頼は中々見つからない。

「あっ、これはどうかな？　薬草採取の依頼なんだけど」

「っ！　それなら僕でもできるかもしれないです！」

「だけどこれ、結構前の依頼だ……まだ有効なのかわからないから、ちょっと確かく認にんするね」

「わかりました、お願いします！」

　期待した目でそう言われると、裏切るわけにはいかない。

　なんとかしてテオには良い依頼を紹しよう介かいしたいと思いながら、先輩に確認してみる。




　確認したところ、一応依頼は受けられるということであった。

「良かったです……！」

「だけど少し問題があってね。薬草の見分けって難しくて、違う種類のを持ってきたら報ほう酬しゆうは全く出ないから、気をつけてね」

「わ、わかりました！　頑張ります！」

　鼻を膨ふくらませてそう言うテオに、フィオレは自然と笑みがこぼれた。

　その後、フィオレはテオのために薬草が生えている場所を教え、薬草の絵を見せた。

「ギルドの決まりで薬草の絵を貸すことはできないから、頑張って覚えてね」

「はい……覚えました！」

「本当？　大丈夫？」

「多分この薬草は見たことあるので、大丈夫です！」

「教えた場所は魔物が出るから気をつけてね」

「わ、わかりました……！」

　テオの顔に少しだけ恐きよう怖ふの感情が表れる。

　出てくるのは低級の魔物ばかりで、普通の傭兵なら余よ裕ゆうで倒たおせるが、テオだったら死んでしまうかもしれない。

「無理しないで、危ないと思ったら帰ってくるんだよ」

「は、はい！　ありがとうございます！　頑張ってきます！」

「うん、いってらっしゃい」

「いってきます！」

　テオは一礼して、笑顔で手を振ふりながらギルドから出ていった。




　フィオレは笑顔で見送ったが、どうにも心配で仕事が手につかない。

　──良く言えば優やさしい子、悪く言えば気が弱い子。

　個人的にはとても好印象だが、あまりにも傭兵という職業には向いていない。

　体格もそうだが、性格もだ。

　弱肉強食のこの世界では、他人を蹴け落おとすような輩やからこそがのし上がっていく。

　たとえテオがこれから強くなったとしても、あの様子では傭兵の世界を生きていくのは難しいだろう。

「フィオレちゃん、どうしたの？」

「あっ、先輩……」

　フィオレの手が止まっていることに気づいた先輩が、心配そうに話しかけてきた。

　テオのことで悩なやんでいたことを、先輩に話した。

「そんな子がいたんだ……ねえその子って、かっこいい？」

「えっ？　いや、かっこいいとは感じませんでしたが……」

「じゃあ可愛いの？」

「……はい、なんか、小動物みたいで」

　食い気味に先輩に問いかけられて、少したじろぎながらフィオレは答えた。

「へー、そうなんだ。だからフィオレちゃんもその子のこと心配なんだね」

「下心あるみたいな言い方やめてくださいよ」

「いいじゃん、嫌いやな仕事が多いんだから、少しでも癒やしが欲しいでしょ？」

「うっ……確かにそうですが」

　テオが来る前から考えていたことを言い当てられ、何も言い返せない。

　テオが癒やしになるかどうかはまだわからないけど、他ほかの傭兵どもと関かかわるより心身を削けずられることはない。

　それだけでもフィオレや他の受付嬢達にとっては嬉うれしいだろう。

「あとで紹介してね。私もその子のこと考えてあげるから」

「はい、わかりました」

　先輩はそう言って仕事に戻もどっていった。

　フィオレもしっかりしないと、と自分を鼓こ舞ぶして仕事に取りかかる。

　テオのことは心配だが、今考えてもしょうがない。

　無事に帰ってくることを祈いのるのみだ。




　──数時間後。

　日が暮れる前に、カウンターで仕事をしていたら、テオが帰ってくるのが見えた。

　見たところ傷を負っている様子はないが、服やバッグなどがボロボロで汚よごれている。

「た、ただいま帰りました……！」

　自分のことを見上げて、ふにゃっと安心したように笑うテオに、フィオレはドキッとする。

「おかえりテオ君！　大丈夫だった？」

「はい、なんとか……情けない話ですけど、魔物がすごく怖かったです……」

「うん、お疲れ様。よく頑張ったね」

　カウンター越ごしにテオの頭を撫なでる。

　なんとなく無意識にやってしまったが、テオが驚おどろきながらも嬉しそうに笑うので少しだけ続けた。

「それで、薬草は採取できた？」

「はい、これを依頼にあった数以上に持ってきたのですが」

「ん？　一種類だけ？」

「えっ、はい、依頼にあったのは一種類でしたよね？」

「うん、それはそうなんだけど……」

　フィオレはテオが薬草と思おぼしきものを、何種類か持ってきたと思っていた。

　持ってくる薬草の数は多くなるが、その方が依頼を達成できる可能性が上がる。

　テオが今回持ってきた一種類が、依頼したものと違う薬草だったら、今日の働きが無む駄だになってしまう。

（テオ君が薬草を探しに行く前に「何種類か持ってきて」って言っておけばよかった……。どうか依頼の薬草でありますように……！）

　自分のことのように願いながら、フィオレはテオから渡わたされた薬草を見る。

　テオもドキドキしているようだが、フィオレの方がもしかしたら緊きん張ちようしているかもしれない。

　そして……。

「……うん、依頼された薬草だね！」

「っ！　よ、よかったです……！」

「すごい、二十本以上持ってきたのに全部依頼の薬草だよ！」

　採取の仕方もとても綺き麗れいで、駄だ目めになっている薬草が一つもない。

　薬草の数も依頼された以上なので、これは追加報酬も期待できるかもしれない。

「報酬は……うん、今渡すね」

「ありがとうございます！」

「はい、明日も依頼受けに来る？」

「そうですね、そのつもりです」

「じゃあテオ君ができそうな仕事探しておくね」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　テオはとても嬉しそうに笑って、報酬を懐ふところに入れて頭を下げる。

　それを微笑ほほえましく見るフィオレだった。




　フィオレは手を振りながらギルドをあとにしたテオを、一息ついてからまた仕事に戻ろうとしたが……。

「見てたよー、フィオレちゃん」

「ひゃっ!?」

　いつの間にか後ろにいた先輩に耳元で囁ささやかれ、ビクッとする。

「せ、先輩！　驚かさないでください！」

「ごめんごめん。それで、今の子がさっき話してた子ね。なかなか可愛いわね」

「そ、そうですね」

「ふふっ、何を焦あせってるのかな、フィオレちゃん？」

「い、いえ、何も……」

「もしかしてギルドの規律に違い反はんして、報酬をあの子に渡したことで焦ってるのかな？」

「っ！　み、見てました……？」

「ばっちり！」

　本来なら薬草採取の報酬は、依頼主に薬草を確認してもらってから支し払はらわれることになっている。

　だから最短でも翌日にならないと、報酬は支払われない。

　だがフィオレはそれをわかっていながら、テオのために規律違反してまで報酬を先に渡したのだ。

「……罰ばつ則そくは、なんでしょうか？」

「一ヶ月減給で！」

「わかりました……」

　潔いさぎよくそれを受け入れたフィオレだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「癒やしが欲しい……！」

　傭兵ギルドで麦酒を一気飲みして、ジーナは切実そうに呟つぶやいた。

「いきなり何よ、ジーナ」

　隣となりで同じお酒をチビチビと飲みながら、セリアは呆あきれたようにそう言った。

「最近はずーーっと魔物退治の依頼ばっか！　しかも魔物もキモいのばっか！　もう本当に、身体からだにダメージはないけど心がズタボロな気がする！」

「それだけ酒を飲んで叫さけぶ元気があれば大丈夫よ。だけどそうね、癒やしは確かに欲しいかも……」

「でしょ!?　私達の癒やしなんて、今はお酒だけ！　若い女がお酒だけが癒やしって、どういうこと!?」

「私に聞かないでよ、悲しくなるでしょ」

　ジーナほど態度に示していないが、心の中で思っているのはセリアも同じことだった。




　ジーナとセリア、女性二人だけのパーティ。

　傭兵ギルドでは女性というだけでも珍めずらしいのに、女性二人でパーティを組んでいるのなんて、この二人以外いないだろう。

　容姿もいいし、普通ならば傭兵ギルドにいる男どもが放ほうっておかない。

　実際、二人がギルドに入ったばかりの頃は男が群がってきた。

　でもそれを全部袖そでにして、断られて荒あらぶった男どもを実力で倒してきた。

　女性二人のパーティだが、男どもが束になっても勝てないぐらいの実力があった。




　二人が傭兵ギルドに属してから一年ほど経ち、周りにも二人の名前が広まってきた。

　王都にも名前が伝わり、時々貴族からの依頼も来るほどだ。

　しかし貴族の依頼も面めん倒どう臭くさいのが多く、二人が女性だから下心を持って依頼してくる貴族が多いのだ。

　だから最近はそれらを断って、初心を思い返そうと最初の頃にずっとやっていた魔物退治をしていた。

　だが……。

「もうなんか、傭兵ってめんどいなぁ……」

「今いま更さら何言ってるのよ」

「だってさ、周りにはむさ苦しい男どもしかいないし、強くなって有名になったところで変な貴族からの変な依頼しかこないし……もっと楽しいと思ってた」

「……その分、自由よ。国の正規兵とかは私達断ったでしょ？　拘こう束そくされる時間が多いからって」

「そりゃそうでしょ。正規兵なんかになったらいつでも動けるようにって、お酒も飲めないんだよ？　地じ獄ごくでしょ」

「言いすぎよ。まあそれが嫌だから、私達は傭兵を続けてるんでしょ」

「んー、そりゃそうだけどさ……」

　傭兵としては名も知れ渡っていて、お金も申し分なく貰もらえる。貯たまったお金でそろそろ大きな一いつ軒けん家を一いつ括かつで買えるほどだ。

　しかし二人はこの夢がない傭兵生活に、癒やしを求めていた。

　そして──ついに癒やしが、向こうからやってきた。




「あの、すいません……！」

「んっ……？」

　ジーナがテーブルに肘ひじをついて麦酒を飲んでいると、後ろから声をかけられた。

　振り向くと、まだ子供の年齢を超こえていないだろう男の子が、緊張した面おも持もちで立っていた。

「んー、どうしたのー？　傭兵ギルドは君みたいな子が来るような場所じゃないよー？」

　酒に酔よっていながらもまだ理性を残しているジーナは、優しくその子に話しかけた。

「お二人は、その、ジーナさんと、セリアさんですよね……？」

「うん、そうだよ。いやー、私達も子供に知られるくらい有名になったかー」

「えっ、あの、子供じゃないです！」

「あー、うん、ごめんね、そうだよねー」

　ジーナはそう言いながらその子の頭を撫でる。

　いつもなら知らない子供にそんなことをするはずもないが、酒に酔って大だい胆たんになっているのだ。

「あの、その……！」

「んー、どうしたのかなー？　お姉さん達に何か用かなー？」

「ジーナ、ちょっと」

「ん？　どうしたのセリア？」

　セリアがジーナの肩を軽く叩たたいて、耳に顔を寄せて小声で話す。

「その子、傭兵ギルドに属している子よ」

「えっ!?　噓うそ!?」

　驚いて、撫でていた手を引っ込める。

「あっ……」

　男の子が漏もらした言葉が聞こえなかったジーナは、セリアと小声で話す。

「こんな子供が、傭兵ギルドに!?　どう見ても十五歳にすらいってないと思うんだけど！」

「噂うわさで聞いたことあるわ。一年前、つまり私達と同時期に入った子で、名前はテオ。十二歳で入ったって聞いたから、多分今は十三歳ね」

「十三……!?　本当に子供じゃん！　なんでそんな子が……!?」

「育ててくれた祖父母が亡くなって、ここでしか働けないから入ったらしいわ」

「へー……って待って、なんでセリアはそんなにこの子の素す性じよう知ってるの？」

　傭兵ギルドに来るような人間は経歴に訳ありの者が多く、詳くわしい経歴など噂でも広がるわけがない。

　実際にジーナとセリアも、世に知らしめているのはギルドに入ってからの実績だけで、入る前の経歴は出回っていない。

「……その子、素す直なおな性格らしくて、他の人に聞かれたことを全部話しちゃうらしいの」

「うわー、すごいねそれ。どんだけいい子なの、なんか泣けてくる……」

　ジーナとセリアはチラッと後ろにいるその子、テオの方を見る。

　今も緊張した面持ちで、健けな気げに背筋を伸のばして待っていた。

　それを見たジーナは、まだ何か話そうとしていたセリアを放ってテオの方に身体を向ける。

「ごめんね、お待たせ。テオ君、で名前はあってるかな？」

「あっ、はい、そうです！　テオ・アスペルです！」

「うん、よろしくね。で、私達に何か用かな？」

「その、無理なお願いとわかっているのですが……！　ぼ、僕と、パーティを組んでくれませんか!?」

「へ？　パーティ？　私達と？」

「は、はい！　その、僕、戦う力とか、本当にないんですけど！　荷物持ちとか、薬草採取とか、料理作ったりとか！　雑用でもなんでもします！」

　必死に自身の能力を言ってくるが、ジーナはその前になぜいきなりパーティを組んで欲しい、と言ってきたのかが謎なぞだった。

　テオが頭を下げて、その勢いにジーナが呆ぼう然ぜんとしていると、また隣のセリアから肩を叩かれて耳元で話をされる。

「その子、本当に弱い魔物すら倒せないぐらい弱くて、だから誰だれもパーティを組んでくれないらしいのよ。他のパーティと組んでもすぐに追い出されたり、そもそも組んでもらえなかったり」

　それを聞いたジーナは、目の前で必死に頼たのみ込んでくるテオの肩を摑つかんで、顔を上げさせて言う。

「いいよテオ君！　私達と一いつ緒しよに組もう！」

「ほ、本当ですか!?」

「ちょっとジーナ！」

「いいじゃんセリア！　私達もそろそろ違う人とパーティ組もうって思ってたじゃん！」

「はぁ？　そんなこと……！」

　セリアの言葉を途と中ちゆうで止めるように、ジーナはセリアの肩に腕うでを回して顔を引き寄せてまた小声で話す。

「テオ君可哀かわい想そうじゃん！　いいでしょ？」

「他の人とパーティを組もうなんて、お互たがいに言ったことないわよね？」

「ないよ、思ったこともない。だけど少しぐらいならいいじゃん」

「……はぁ、とりあえずお試ためしで数回よ。それで本当に足あし手で纏まといだったら、可哀想だけど終わりよ」

「うん、わかってる！」

　笑顔のジーナに呆れたセリアは、ため息をついてテオに話しかける。

「テオ君、とりあえずお試しってことで数回パーティ組もうか！」

「は、はい！　ありがとうございます！」

「私達も暇ひまじゃないから、それで判断させてもらうわよ」

「はい！　頑張ります！　よろしくお願いします！」

「今日はもう依頼ないから、明日の朝にギルドで集まって依頼やろっか」

「わかりました！　じゃあ明日の朝に！　本当にありがとうございます！」

「うん、一緒に頑張ろうねー」

「しっかり準備しておいてね」

　テオは嬉しそうに一礼して、ギルドを出て行った。

「はぁ、本当に組んじゃったのね」

「まあまあ、いいじゃん。これが下心がある男だったら嫌だけど、あんな純じゆん粋すいそうな男の子だよ？」

「変な男だったら絶対に組まないわよ」

「私も組みたくないよ。それにさ、テオ君って可愛くない？」

「……いきなり何よ？」

「なんか反応が凄すごく可愛くてさ。さっきの出て行くときの笑顔とか、可愛くなかった？　なんか小動物感がすごいよね」

「……まあ、小動物っていうのは同意しとくわ」

　こうしてジーナとセリアは、テオとパーティを組むことになった。

　それはテオがヘルヴィを召喚する──一年前のことだった。




　そして次の日。

　ジーナとセリアがギルドへ行くと、すでにテオは入り口で待っていた。

　少し心配そうな顔で周りを見回していたテオだったが、二人を見つけると花が咲さいたような笑顔になって近寄ってきた。

「……可愛い」

「……ええ、そうね」

「おはようございます！　えっ、なんか言ってましたか？」

「ううん、なんでもないよ。おはよう、テオ君」

「おはよう、テオ」

　思わず呟いてしまった言葉が、テオに聞こえなかったことに、二人はホッとした。

　そして三人は魔物退治の依頼へと向かう。




　二人はテオと行動を共にし、いろいろと驚いた。

　まずテオは、本人も言っていた通りやはり弱い。

　短たん剣けんを持っているが、一番弱いとされるゴブリンでさえ倒せない。

　しかしそれを補って余りある、雑用系としてのセンスがあった。

「僕が魔物の素材取ります！　もちろん荷物持ちは任せてください！」

「その、昼ご飯を作ってきたのですが、食べられますか……？」

「ジーナさん、さっき怪け我がしてなかったですか？　これ、薬草を煎せんじて作った塗ぬり薬なんですが、よかったら使ってください」

　その他いろいろと、テオは積極的に雑用をこなしてくれた。

　ジーナとセリアがいつも面倒に感じている、魔物の死体から皮などの素材を剝はぐという作業は、なかなか疲れるし精神的にもキツい。

　それを毎回やってくれるのはとても助かる。

　他にも、まさかそこら辺に生えている薬草を採取して、それを煎じて薬を作れるとは思わなかった。

　そして何よりもすごいのは、食事だった。

　二人のときは味気ない非常食ばかりだった。

　ジーナもセリアも料理なんてほとんどできないので、それで我が慢まんするしかなかったのだ。

　しかしテオが持ってきた弁当は、とても美味だった。

　やはり食事が美お味いしいとやる気も出るし、効率も上がる。

　結果、テオをパーティに入れて大正解だった。

「テオ君！　今日は本当にありがとう！　凄く楽しかったし、やりやすかった！」

　依頼の仕事を終えてギルドに戻り、達成報告をした後にジーナが笑顔でそう言った。

「ほ、本当ですか!?」

「私も同じ気持ちだわ。本当に助かることが多かった、ありがとう」

「は、初めて言われました……！　こちらこそありがとうございます！」

　テオはよほど嬉しかったのか、涙目になりながら頭を下げた。

「じゃあ今日の報酬を分けるね。はい、これテオ君の分」

「えっ、こんな頂いていいんですか!?」

「こんなって、ちゃんと三等分したものよ？」

「ぼ、僕、パーティに入れてもらったときは、いつも十分の一とかでしたけど……」

「えっ!?　それってパーティが十人以上いるとかじゃないよね!?」

「は、はい、普通に三人とか四人のパーティです」

「信じられないわ……だから傭兵の男連中は嫌きらいなのよ」

　確かにテオは危険な魔物退治という仕事ができない。

　しかしそれを補って余りある仕事をしてくれた、とジーナとセリアは評価している。

「テオ君、また私たちとパーティ組もうね！　報酬ももちろん山分けだから！」

「そうね、想像以上にやりやすかったわ。またお願いしたいわ」

「あ、ありがとうございます！　こちらこそお願いします！」

　こうして三人は、しばらくパーティを一緒に組んでやっていくことになった。




　三人がパーティを組んで、一ヶ月ほど経った頃。

　何度も一緒に依頼をこなし仲良くなった。

　テオは性格がとても良く、一緒にいると楽しくて、ジーナとセリアの癒やしとなってくれる。

　その日も依頼をこなし、次の日から野宿が必要な依頼を受けることになった。

　ジーナとセリアは宿に戻り、翌日の準備をしていた。

「ねえ、セリア」

「なに？」

「明日、勝負下着持っていく？」

「……はっ？」

　服をバッグに詰つめ込んでいるジーナの言葉に、セリアは驚いて言葉を返せなかった。

「……何を言っているの？」

「だから、勝負下着を持っていくかって聞いてるの」

「だから、なぜそんなことを聞くのよ」

「だって初めてテオ君とのお泊とまりだよ？　もしかしたら、って思うじゃん」

「お泊まりって、野宿よ？　そんな雰ふん囲い気きになるわけ……」

「わかんないじゃん。私たちそんな雰囲気になるのを感じたことないんだから」

「……それは言わない約束でしょ」

　二人とも今までの男運が悪かったのか、そういう雰囲気になったことがなかった。

「私は一応持っていくつもりだけど、セリアは？」

「……私は持っていかないわよ」

「えー、なんで？　テオ君に迫せまられたらどうするの？」

「そ、そんなことになるかしら？」

「わかんないじゃん。一応男の子だし」

　今まで一ヶ月ほど一緒に依頼をこなしてきたが、テオが自分達のことを女として意識しているとは思えなかった。

　特に意識してもらいたいとは思ったことはないが、それでもまったくされないというのは少し不満を持っていた。

「テオ君ももしかしたら、夜になったら狼おおかみに……」

「……なると思う？」

「……ならないと思うなぁ」

　テオがそういう感じになるとは全く思えない。

　しかし、備えあれば憂うれいなしとも言う。

「私は一応持っていくよ。セリアも後こう悔かいしないようにね」

「……大丈夫よ」




　そして翌朝。

「おはようございます、ジーナさん、セリアさん！」

「うん、おはようテオ君！」

「おはよう、テオ」

　三人はギルドの前に集まり、出発した。

「泊まりですけど、よろしくお願いします！　食事は全部自分が用意するので！」

「うん、テオ君の料理美味しいから楽しみだよ！」

「道中の魔物とかで美味しい食材が採れればいいわね」

　依頼の場所は少し遠いところなので、荷物は最小限にするために多くの食材は持っていけない。

　なので食材は現地調達、魔物を倒したり川で魚を捕とったりする。

「なんだか二人のお荷物、多くないですか？」

「えっ、そ、そうかな？　テントとか入ってるからかも」

「あっ、そうですよね。僕がテント持ってないから用意してくださって、ありがとうございます」

「それくらい大丈夫よ。今までテオは泊まりの依頼をしたことないんだから、テントを持ってなくて当然よ」

　ジーナとセリアの荷物が多いのはテントが入っているから、というのもあるが、服が多く入っているという理由もある。

　テオがどの下着が好きなのか、ネグリジェも色っぽいものがいいのではないか、など悩みに悩んで、全部持ってきてしまったのだ。

　ジーナの服の方が多いが、セリアもなかなかの量を持ってきている。




　そしてその後、目的の地点まで順調に進み、いよいよ陽ひも落ちてきて泊まる場所を決めた。

　ジーナとセリアはテントを立て、その間にテオは夕食の準備を終える。

　夕食は道中に倒した豚ぶたの魔物の肉だ。

　テオが少ない調味料で見事に味付けをして、最高の出来となった。

「いやー、美味しかった！　こんなに美味しい野宿のご飯は初めて！」

「そうね、本当に美味しかったわ。ありがとう、テオ」

「あ、ありがとうございます……！」

　頰ほおを赤くして笑みを浮かべるテオに、二人の心が高鳴った。

　夕食を食べ終わり、陽も完全に沈しずんだので、いよいよ寝ねることになる。

　ジーナとセリアは着き替がえるために、二つあるテントの内の一つに入り、持ってきた下着やネグリジェを選ぶ。

「ああ、どれにしよう……！　この色かな？　テオ君ってどれが好きなんだろう……！」

「……早く決めなさいよ、ジーナ。いつまで裸はだかで悩んでるつもりよ」

「セリアはずるいなぁ！　最初から勝負下着をつけてるなんてさ！」

「むしろここで下着を着替えようと思ってたジーナが馬ば鹿かよ」

　すでにセリアは、もはや役目を果たしていないような下着を身につけ、スケスケのネグリジェを着ていた。

「てか、セリアやる気満々じゃん！」

「……う、うるさいわね」

「いつそんな下着とネグリジェ買ったの!?　もう丸見えじゃん！」

「う、うるさいわよ！　テオに聞こえたらどうするのよ！」

　テントの中で少し声を抑おさえめに騒ぐ二人。

　そしてようやくジーナの勝負服が決まったので、意を決してテントを出る。

　しかし時間がかかりすぎたのか、テオはもう一つのテントの中に入っていた。

　二人がそのテントの入り口を開き、中に入ると……。

「……ね、寝てる」

　テオは既すでに眠ねむりについていた。

[image: ]

　初めての泊まりの依頼で疲れていたのだろう。

　完全に熟じゆく睡すいであった。

「……」

「……」

「セリア、どうする？」

「どうするって言われても……起こす？」

「いや、可哀想でしょ……こんなに気持ちよさそうに寝てるんだから」

　穏おだやかな寝息を立てているテオ。

　二人はテオの寝顔をじっと見る。

「……可愛い！」

「ジーナ、声大きいわよ。確かにすごく可愛いけど」

　庇ひ護ご欲をかきたてるような寝顔で、とても癒やされる。

　二人はとりあえず狭せまいテントの中で、テオを起こさないように添そい寝する。

　もちろんテオが真ん中だ。

「ずっと見てられるかも……抱だき枕まくらにしたい」

「さすがに起きるから、抱きついちゃいけないわよ」

「なんか、やる気満々だったけど、この寝顔見てたらどうでもよくなってきたかも」

「……そうね、起こす気にはならないわ」

　勝負服を着てきた二人だが、そのまま寝ることにした。

　三人は初めての夜、家族のように川の字になって寝たのだった。




　翌朝、ジーナとセリアが起きると、真ん中にいたはずのテオはいなかった。

「あれ……テオ君は……？」

「どこに、いったのかしら……？」

　二人は寝ぼけながらも、テントを出た。

　外にはすでに起きて朝食を用意しているテオの姿があった。

「あっ、お二人とも、おはようございます！」

「テオ君、おはよー、朝早いねー」

「おはよう、テオ……」

「はい、いつも早寝早起きしてますから！　あとお二人とも、その、着替えてきた方がいいんじゃ……！」

　テオは恥はずかしそうに頰を赤く染め、顔を逸そらしながら言う。

　それを可愛いと思いながらも、二人はハッと気づく。

　自分達が勝負服のままだったということに。

「あっ、ご、ごめんね！」

「き、着替えてくるわ！」

　二人は慌あわてて自分達のテントの中に入っていった。

　その後、テオが起きたときにも自分達の姿はしっかり見られたと気づいて、それにもかかわらず襲おそわれなかったということに少し落ち込む二人だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ほう、お前らの出会いは、そんな感じだったのか」

　ジーナとセリア、それにフィオレの話を聞いて、ヘルヴィがそう言った。

　ヘルヴィはそれぞれのテオとの出会い方が気になっていた。

　テオの家で全員が集まったときに、良い機会だということで聞いたのだ。

「私もテオ君とフィオレちゃんの出会いは知らなかったから、聞けてよかったなぁ」

「そうね、私達がテオ君と出会うより一年も前に出会っていたのよね」

「そうですね、あのときのテオ君は今よりも背が低くて、華奢で、本当に傭兵に向いてないような子でした」

「それは今もだけどね」

　ジーナのその言葉に、全員が一様に頷うなずく。

　今はこの場にテオはおらず、夕食の片付けで台所にいる。

　テオを除いた四人で、ちょっとした女子会というのをしているのだ。

「だけどフィオレさん、あなたはテオのために規則破っていたのね……」

「あはは……本当に、数える程度ですよ？」

「えっ、そう言うってことは、テオ君の最初の依頼のとき以外にも、規則破ってるってこと？」

「はい……あっ、内ない緒しよですよ？　依頼の報酬の先渡しぐらいしかしてませんから」

「立派な規則違反じゃない……まあ、フィオレさんがそれでいいなら私達は何も言えないけど」

「いいんですよ、テオ君は一人で頑張ってたから。ちょっとぐらいの罰則、屁へでもないです」

「まあ気持ちはわかるなぁ。テオ君可愛くて、純粋で頑張り屋さんだから、何かしてあげたくなるよね」

「そうね、私達も報酬の山分けのとき、結構な頻ひん度どで半分以上渡してたわね」

「そういえばそうだったね！　それが当たり前すぎて忘れてた！」

「お前ら、テオに甘あますぎるぞ」

「いや、ヘルヴィさんに言われたくないから！」

「そうね、ヘルヴィさんにだけは言われたくないわ」

「私もそうですね」

　ヘルヴィの言葉は、その場の全員からツッコミを受けてしまった。

「なぜだ、私はお前らほどテオのことを……」

　その言葉の途中、台所の方で「あっ！」という声が聞こえた。

　その声につられて全員がそちらを見ると、今まさにテオが皿を地面に落としそうになっているところだった。

　皿は空中に放り投げられているが、なぜか空中で停止したように止まっている。

「テオ、気をつけろ」

「ありがとうございます、ヘルヴィさん！」

　声が聞こえる前に、ヘルヴィが皿をとっさに空中で止めていたのだ。

　空中にある皿をテオが取り、また片付けを始める。

「……ということで、私はお前らほど過保護ではない」

「いや、まだ言うの？」

「今、ヘルヴィさんあっちを見ないで皿止めてたわよね？　どれだけテオに意識を向けてたのよ」

「さすがですね、ヘルヴィさん……」

「……まあいい。私はテオと明日のご飯の準備をしないといけないのでな。お前らはまだここで話しててもいいぞ」

　そう言ってヘルヴィは台所に行き、テオと並んで準備を始めた。

　残った三人は、リビングから見えるテオとヘルヴィの姿を見ながら話す。

「いやー、本当、なんかテオ君とヘルヴィさんはお似合いだなぁ」

「そうね、羨うらやましいわ」

「……私、テオ君があんなに幸せそうで良かったです。ヘルヴィさんと出会う前まで、テオ君はずっと無理してる行動が多かったですから」

　この中で一番長くテオのことを見てきたフィオレ。

　傭兵ギルドで他のパーティに入って、雑に扱あつかわれてきたテオをずっと見守っていた。

　自分には立場もあり、実力もないので、テオを守ることはできなかった。

「そうだね。私達もテオ君とパーティを一回組んだけど、別れちゃったしね」

「そうね……テオには悪いことをしたわね」

　ジーナとセリアはテオには危険だからという理由でパーティを別れたが、本当なら連れて行きたかった。

　王都にいても、ずっとテオのことが心残りだったのだ。

　二人と別れた後のテオは、また苦しい一年を過ごしたことだろう。

「私達はテオ君に癒やされてたけどさ……私達は、テオ君を癒やしてあげられなかったね」

　ジーナの言葉に、他の二人は無言で頷く。

　三人はテオを癒やせないことが、ずっと心苦しかった。

「だからヘルヴィさんがいきなり現れて、テオ君と結けつ婚こんしたって聞いて少し悔くやしかったけど……それ以上に、すごく安心した。テオ君にも、やっとそういう人が現れたんだって」

「……そうね。テオは今まで苦しい思いをしてきたんだから、それ以上に幸せになって欲しいわね」

「そうですね。あの二人なら、大丈夫だと思いますけど」

　台所で楽しそうに、幸せそうに顔を見合わせ笑っているヘルヴィとテオ。

「あのヘルヴィさんが、テオ君を癒やすっていうのも、なんかおかしな話だけどね」

「まあ、テオの可愛さには、誰も勝てないってことね」

「ふふっ、そうですね」

　三人も楽しそうに、ヘルヴィとテオの仲なか睦むつまじい姿を見ながら笑い合った。
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　初めまして、shiryuシリユーです！

　この度たびは、『願いを叶かなえてもらおうと悪魔を召喚したけど、可愛かったので結婚しました』をお読みいただき、ありがとうございます！

　本作は題名の通り、強くなろうと思った主人公のテオが願いを叶えようとして、悪魔を召喚したところから物語が始まります。

　この物語を思いついたキッカケは、一対一のラブコメをまず書きたいと思ったからですね。

　しかもよくあるラブコメは、最初は付き合ってないけどどんどん仲良くなっていって、付き合う……というのが王道だと思います（特に最初は険悪なのが多いですよね・笑）。

　だけど今作は、最初から結婚してますからね！（最高かよ！）

　あと他の異世界ファンタジー作品やラブコメ作品と大きく違ちがうと思うのは、「主人公が弱く、ヒロインが超ちよう最強」という点ですね。

　そこを気に入っていただいた方も、多いのではないでしょうか？（いっぱいいると嬉うれしいです）

　主人公最強系ならぬ、ヒロイン最強系ですね。

　むしろテオ君がヒロインですからね、この物語は！

　自分でも、「テオ君可愛いなぁ……こんな可愛いショタがいたらいいなぁ」と思って書いています。

　もちろんヘルヴィも、「カッコ可愛い……こんな悪魔いたら、俺も結婚を願うわ」と思いながら書いているので、ご安心を！




　すでにご存知の方も多いと思いますが、この作品はコミカライズが先に始まっております。

　２０２０年の12月に、コミックス１巻が発売されています！

　漫画家はとなりける先生で、とても可愛いヘルヴィやテオを描いてくれています！

　もちろん、めちゃくちゃカッコいいヘルヴィも……！（圧がすごいですよ・笑）

　とても素晴らしい出来なので、そちらもぜひお買い求めください！

　最高のおねショタが読めること間違いなしです！

　そして、ｎａｎａ先生。

　素晴らしいイラストをありがとうございます……！

　とても綺き麗れいで美しいヘルヴィやテオを描いていただいて、もう最高です。

　それと、担当編集者のＫ様。本作品を拾い上げていただきありがとうございます！

　いろんなハプニングがありながらも、ここまでこれたことを本当に嬉しく思います。




　最後になりますが、読者の皆様！　お読みいただき本当にありがとうございます！

　ヘルヴィとテオのイチャイチャ物語は、まだまだ続きます！

　２巻でまた会えることを祈いのっております！

　以上、ここまでのお相手はshiryuでお送りしました！
















本作は、ＷＥＢに掲載された「願いを叶えてもらおうと悪魔を召喚したけど、可愛かったので結婚しました」を大幅に改稿し、書き下ろしエピソードを加えて書籍化したものです。
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